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平成14年12月5日(木)・6日(金)
12月5日(木) 12月6日(金)
海洋塗物 陸梁生物
開 会 挨 拶10:00-10:05
「2001/2002年 南 極 海 複 船 時 系 列 観 測 」
口頭 発 表10:05-12:15
「陸 上 生 物 」
口頭 発 表10:05-12:00
昼 食12:15-13:30 昼 食12:00-13:20
口頭 発 表13:30-14:30 口頭 発 表13二20-14二20
ポス ター 発 表15:00-17:00
15:00-16:00の 間 、発 表 者 は ポ スターの
前 で 御 説 明 願 います 。
ポ ス ター 発 表15:00-16:55
15:00-16:00の 間 、発 表 者 は ポ ス ター の
■
前で御説明願います。
懇 親 会17:30-19:00 閉 会 挨 拶16155-17:00
平成14年12月5(木)
開会挨拶 国立極地研究所長 10:00.10:05
'生 「20012002
ノ、
OM-12001/2002年南極 海におけ る複船 時系列研 究航海
福地 光男(極 地研)、 寺 崎 誠(東 大)、　Marchant,H.(オ ース トラ リア南極局)、
Rintoul,S.　(CSIRO　 Australia)、 小達'1亘夫(極 地研)
OM-2　 WOCE・CLIVAR-SR3測 線 に沿 った海洋物理 環境 ・海氷分布
青木 茂(極 地研)、 蓮 本浩志(東 大)、　IOntoul,S.　(CSIRAustralia)、
木 下秀樹(海 上保 安庁)、 牛尾収輝(極 地研)
OM-32002年 氷縁 域にお ける栄養塩 、溶存気体 の分布
渡邉修…　(JAMSTEC)、 小川浩 史(東 大)、 浜 中純子(JAMSTEC)、
笠松伸江(総 研 大)、 吉田 尚弘(東 工大)、 吉田 磨(北 大)
10:05.10:35
10:35.10:55
10:55.ll:15
OM-4
OM-5
OM-6
「C海域 」での基礎生 産過程ll:15.11:35
工藤 栄 、平課 享(極 地研)、 古谷 研、 吉川 尚、 三木 周(東 大)、
田口 哲 、　Lcong,S.CY、 大井信 明(創 価大)
谷 口 旭 、五味泰史(東 北大)
動物 プラ ンク トン群集 の季節 変化11:35.11:55
高橋邦 夫(総 研 大)、 川 口 創(オ ース トラ リア南極局)、 西川 淳(東 京大)、
伴 修 平(滋 賀県 立大)、 塩谷 剛(広 島大)、
Hosie,GW(オ ース トラ リア南極局)
南極海 におけ るDMS生 成 に対す る動物 プラ ンク トンの摂餌効 果11:55-12:15
笠松伸 江(総 研大)、 川 口 創(オ ー ス トラ リア 南局極)、 渡辺修一　 (JAMSTEC)、
小達恒 夫、福地光 男(極 地研)
昼食 12:15-13:30
一1一
OM-7
OM-8
OM.9
座長 佐々木津(石 巻専修大)・ 渡辺修一　(JAMSTEC)
オース トラ リア南方の南 大洋 にお ける2001-2002年 夏 季の海洋CO2の 分布 と変動13:30-13:50
石井雅 男(気 象研)、 橋 田 元(極 地研)、　Tilbrook,B.　(CSIRO)、
吉川 久幸(北 大)
南極海 の季節的海氷域 の中深層 にお け る沈降粒子輸 送量の季節 変動(2001-2002年)13:50-14:10
鈴木 英勝 、佐 々木 洋、 岩舘 由美(石 巻専修大)、 工藤 栄、福地光男(極 地研)
海洋大気境界層内の生物活動起源エアロゾル成分
原圭一郎(極 地研)、 長田和雄、西田千春(名 大)、三浦和彦(東 京理科大)
橋田 元(極 地研)、 小林 拓(山 梨大)、塩原匡貴、山内 恭(極 地研)、
長谷正博、中田 晃(名 大)
14:10-14:30
コー ヒー ブ レイク 14:30-15:00
海洋生物ポスター発表 15:00-17:00
懇親会 17:30-19:00
一2一
平成14年12月6日(金)
講演:陸 上生物
OT-1北 極 ヅ ン ドラ にお け る広 域 分 布蘇類 カギハ イ ゴケの 水分 生 理 お よび光 合成 特 性10:05-10:40
上 野健(極 地研)
OT-2
OT-3
RiSCC:where　are　 we　 now　 and　 where　 are　 we　 going　 to?
　 Bergstrom,D.M.　(Australian　 Antarctic　 Divisi()n)
Resuhs　 and　 Perspcctives　 of　Biological　 Investigations　 of　the　 Antarctic　 Ice　 Sheet
　 Ab)rLov,S.　 (lnstitute　 ()f　Microbiology　 RAS,Russia),
　 Fukuchi,M.,　 Imura,S.,　 Kanda,II.　 (NIPR),
　 Mitskevich,1.　 (lnstitute　 of　Microbiology　 RAS,Russia),
　 Naganuma,T,　(1-liroshima　 Univ.),
　 Poglazova,M.　 (lnstitute　 of　Microbiology　 RAS,Russia),
　 Savatyugin,L.　 (Arctic　 and　 Antarctic　 Research　 Institute　 ,Russia),
　 Ivanov,M.　 (lnstitute　 of　Microbiology　 RAS,　 Russia)
10:40-11:20
11:20-12:00
昼食 12:00-13:20
OT-4
OT-5
一
南 極 湖 沼 観 測 計 画 の 成 果 と展 望13:20.13:50
伊 村 智 、 工 藤 栄 、 神 田 啓 史(極 地研)
Seeking　 undcrstanding　 of　Heard　 Island　terrestrial　ecosystem　13:50-14:20
　 Bergstrom,D.M.,　 Kicfer,K.,　Bennett,J.　(Australian　 Antarctic　 Division),
　 　Grcmmen,N.　 (Data-analyse　 Ec()logie)
総合討論 14:20-14:40
コー ヒー ブ レイ ク 14:40-15:00
陸上生物ポスター発表 15:00-16:55
閉会 16:55-17:00
一3一
平 成14年12月5日(木)
ポ スター発 表:海 洋 生物
PM-1南 極 海オー ス トラ リアセ クターの微量金属
則 末和 宏、見方美智、 宗林 由樹(京 大)、 武田重信(東 大)、
　　　　　　　 Bowie,A.R.,　 Sedwick,P.(Univ.Tasmania)
PM-2海 色衛星 か ら見 た専用船 海域の クロロフ ィルa濃 度 お よび海 氷分布
平課 享、工藤 栄(極 地研)
PM-3衛 星か ら見た2001年2月 ～2002年1月 、 リュツォ ・ホル ム湾沖 にお け るク ロロ フィル分布 と
氷縁 との関係
荒 井頼 子(総 研 大　・　RESTEC)、 　平 詳 享、 小達恒 夫、 福 地光 男(極 地 研)
PM-42002年 南大 洋イ ン ド洋 区におけ る珪藻群集 の季 節的お よび地理 的変動
五 味泰史(東 北大)、 岩舘 由美(石 巻専修 大)、 平 課 享(極 地研)、 谷 口 旭(東 北 大)
PM-52001-2002年 夏季南極 海氷縁部 にお け る植物 プラ ンク トンブルー ム
三 木 周 、武田重信、 古谷 研(東 大)
PM6　 夏季 南極 海 にお け る植物 プラ ンク トンによる一 次生 産 と環境要 因の関係
大井信 明(創 価大)、 工藤 栄、青木 茂(極 地研)
Leong,　S.C.Y,　 山本 真也、田 口 哲(創 価 大)
PM-7夏 季南大 洋にお ける植 物プ ランク トン光合成光 利用特性 の時空 間分布
吉川 尚、古谷 研(東 大)
PM-8海 洋生物 プラ ンク トンにお ける紫外線 の生物学的お よび光 学的応答
サ ン ドリック チーユー リョン(創 価大)、 福地 光男(極 地研)、 田口 哲(創 価大)
PM-9南 極 海 にお け るオ キア ミ幼 生 とかいあ し類 に対 する太 陽紫外線 の影響
伴 修 平(滋 賀県立大)、 大 井信 明、　Leong,　S.C.Y,　 田口 哲(創 価 大)
PM-102002年 夏季南極 海イ ン ド洋区 にお ける大 ・中型動 物プ ランク トンの分 布 とその生物量
一タ ンガ ロア航海結 果一
周 信和(三 重大)、 川 口 創(遠 洋水産研)、 小達恒 夫、福地光 男(極 地研)、
谷村 篤(三 重大)
PM-11　 DistributionandFeedingofPelagicChaetognathsintheSouthernOcean
　　　　　　 Johnson,T.,　 Terazaki,M.(Univ.Tokyo)
PM-12夏 季 の南極 海季節 的海氷域 の有光層 にお ける粒子 フラ ヅクスの 変動
岩舘 由美 、佐 々木洋、鈴木 英勝(石 巻専修大)、 工藤 栄、福地 光男(極 地研)
PM-132001-2002年 の南極 海の季節 的海氷域表層 にお けるTh-234か ら推定 す るPOCエ クスポー ト
フラ ックスについて
青野辰雄 、山田正俊(放 医研)、 岩舘 由美、 佐々木洋(石 巻専修 大)、 福地 光男(極 地研)
一4一
PM-14タ ン ガ ロ ア ・南 極 海 航 海 に お け る 大 気 エ ア ロ ゾ ル 粒 子
長 田 和 雄(名 大)、 原 圭 一 郎(極 地 研)、 西 田 千 春(名 大)、 三 浦 和 彦(東 京 理 科 大)、
橋 田 元(極 地 研)
PM-15　 Southern　 Ocean　 coccolithophorids:　 indicators　 of　a　changing　 ocean?
　 　 　 　 　 　 Marchant,H.,　 McEldowney,A.,　 Davidson,A.(AustrahanAntarcticDivision)
PM-16　 TheAntarcticSeaIceEcosystems
　 　　　　　 Melnikov,　1.A.　(P.P.　Shirshov　Institute　of　Oceanology,　Russia)
PM-17宇 宙 か ら見 たべー リング海生態系の 変化 一最近 の衛 星観測結果 よ り一
齊藤誠一、溝端浩 平、 飯田高大(北 大)、 笹 岡晃征(宇 宙 開発 事業 団)
PM-18夏 期 の東 部ベー リング海におけ る植 物 プランク トン色素組成 の鉛 直分布
服部 寛(北 海道 東海大)、 兎 束直昭(観 測 フ ロンテ ィア)、 齊籐誠 一《 北大)
PM-19オ ホー ヅク海 におけ る春季 ブルー ムの経年 変化 と海氷分布 との関係
一衛星 マル チ リモー トセ ンシングに よるア プローチ ー
松本 千鶴、 齊藤 誠一、 苦土 正暁(北 大)
PM-202200年 根 室海峡 にお ける流氷後 退後 のクロ ロフィルaの 分布
清水幾太郎、 宮本千鶴 、関 二 郎、斉藤寿彦(さ け ・ます資源管理 セ ンター)
PM-21海 氷藻類 の増殖速度 は現場 海氷下 面の光強度 で飽和 す る
森 啓祐、鈴 木祥 弘、北 島正治 、村上 悟(神 奈川大)
PM-22南 極 スコシア海におけ る2000年CCAMLR調 査 と1988年 開洋丸調査で のナ ンキ ョクオキア ミの
環境 変異
永延幹 男(遠 洋水 産研)、　Bralldon,M.　 (英 ・オー プ ン大学)、 伊藤喜代志
(環境 シ ミュ レー ション研)、 瀬川恭{{z(遠 洋水産研)、　Siegel,V.　(独 ・海洋漁業研)
PM23ナ ンキ ョクオキア ミの消化管 内寄 生者"真 グ レガ リナ(原 生生物)"の 生残 戦略
高橋 邦夫(総 研大)、 川 口 創(AAD)、 小林 正樹、 戸田龍樹(創 価 大)
PM-24南 極海 に生息す る二枚貝Latern〃la　e〃ipticaの 貝殻 微細構 造 と成長解析
大越和 加(東 北大)、 大越健 嗣(石 巻 専修 大)
PM.25深 海 および南極産棘皮動物の ホメオボ ックス遺伝 子群の分子 系統学 的解 析
小川麻里(広 島県産業科学技術 研)、 伊村 智、神 田啓 史(極 地研)、
小島茂 明(東 大)、 倉持卓 司(葉 山 しお さい博物館)、 長沼 毅(広 島大)
PM-26好 冷性 生物か らの熱 シ ョヅクタ ンパ ク質遺伝 子のク ロー ニ ングお よびその発現機構 の解析
山内清 司(愛 媛大)、 奥 山英登志(北 大)、 林 秀則(愛 媛 大)
PM-27マ イ クロデータ ロガー を用 いた ウ トウの採餌 海域推定 及 び潜 水パ ター ン解析
松 本 経、綿貫 豊、 出口智宏(北 大)、 加藤 明子(極 地研)、
和 田昭彦(道 稚 内水産 試験 場)
PM-28　 Recurrent　 foraging　 strategies　 in　Little　 Penguins
　 　 　 　 　 　 Ropert-Coudert,Y　 (NIPR)、 　 Cannell,B.　 (Murdoch　 Univ.)、 　Kato,A.　 (NIPR)
一5一
PM-29ア デ リーペ ンギ ンは潜水深度に応 じて呼吸器宮内空気量 を調節 しているか?
佐藤克文(極 地研)、 綿貫 豊(北 大)、 内藤靖彦(極 地研)
PM-30プ リンスオラフ海岸お よび リーセルラルセ ン半島におけるアデ リーおよびコウテイペ ンギ ンの
繁殖状況
加藤明子、渡邉研太郎、内藤靖彦(極 地研)
PM-31昭 和基地周辺 におけるウェッデルアザ ラシ個体数のセ ンサス結果
内藤靖彦(極 地研)、 高橋裕子(東 北大)
PM-32浮 力が最適潜行速度 に与 える影響は動物によって どう異なるか?
南川真吾(日 本学術振興会)
PM-33　 AUVを 用 いた海氷域海洋観測システ ムの開発
渡邉研太郎、牛尾収輝(極 地研)、 深町 康(北 人)、 中根健志、門元之郎、小原敬史
(三井造船)、 小島淳一(KDDI研)、 白崎勇一、浅井輝之、手塚 賢
(国際ケー ブル ・シップ)、浜岡荘司(オ ホー ヅク流氷科学研)、 福地光男(極 地研)
一6一
平成14年12月6日(金)
ポ スター発 表:陸 上 生物
PT-1南 極 す りば ち池 の細菌群 集構 造
澤辺智雄、 安田格 司(北 大)、 伊村 智(極 地研)、 伴 修平(滋 賀県立大)
PT-2南 極 す りば ち池 か らのDMSO呼 吸 可能 菌の分離
久保 田景子、松 崎雅広 、佐藤敏生(広 島大)
PT.3南 極 お よび北極域 か ら単離 され たイオ ウ酸化細 菌 の炭酸 固定酵素(ル ビス コ)遺 伝子 の分 子系統的
多様性
長沼 毅、杉 山千乃(広 島大)、 伊村 智 、神 田啓 史(極 地研)
PT-4　 16SrRNA遺 伝子解析 によ る雪氷微生物 の同定 と定 量
瀬川高弘(東 工大)、 牛田一成(京 都府 大)、 岡田典弘、幸島 司郎(東 工大)
PT-5雪 腐病 菌の生産 する不 凍タ ンパ ク質
星野 保、切明路子、 湯本 勲、横 田祐 司、近藤 英昌、西宮佳志 、津 田 栄(産 業技術総 研)
PT-6ス バ ールバル諸 島ス ピッヅベルゲ ン島 にお け る雌雄異株性Pythiu〃t属 菌の分布
東條 元昭、箱 田暁穂、藤 井宏和(大 阪府立 大)、星野 保(産 業技術総研)、 神 田啓 史(極 地研)、
大木 理(大 阪府立大)
PT.7キ ングジ ョー ジ島か ら分離 され る雌 雄異株 性Pythi〃mPes菌 の同定(予 報)
東條 元昭(大 阪府立大)、　Ilermann,　A.　M.　(Universidad　Central　de　Chile)、 星野 保
(産業技術総研)、 藤井宏和、箱 田暁穂(大 阪府立)神 田啓史(極 地研)、 大木 理(大 阪府 立)
PT-8ラ ン色細 菌Nostocco〃tM〃Ileと5y〃6chocy51i5　 sp.　PCC6803の 乾燥 耐性 と凍結 耐性
林 育芳、平井 学、菓子野康浩 、小池 裕幸、辻 暁、佐藤 和彦(姫 路 工業 大)　
PT.9　 Spe.ciesdiversityandAbundanceofsoilalgaealongdeglaciatedmoraine,Ny-Alesund,Svalbard
　 　 　 　 　 　 Elster,J.,　 Kubeckova,K.,　 Lukesova,A　 Brynychova,K.　 (Academy　 of　Scicnces　 of　the　 Czech
　　　　　　　 Republic)　 Kanda,H.(NIPR)
PTL10　 南 極 土壌 よ り分 離 され た黄 緑 藻Xanthone〃la属 の 形 態 的 特 徴
大 谷 修 司、 小 川 紀 子 、 福 岡 祥 子 、 伊 藤 律 子(島 根 大)
PT-11南 極 の岩 石 内 微 生 物 群 よ り分 離 した単 細 胞 藻類 の凍 結 条 件 の 検 討
長 島 秀 行 、 安原 雄作(東 京 理 科 大)、 井 上 源 喜(大 要 女 子大)
PT-12ウ マ ス ギ ゴ ケ の 繁殖 様 式 一個 体 群 の シ ュー ト構 成 とAFLPか ら推 定 さ れ た 遺 伝 的構 造 か ら 一
鮎 川 恵 理(総 研 大)、 伊 村 智 、 神 田啓 史(極 地 研)
PT-13　 The　most　visible　qualitative　changes　 of　the　taiga-tundra　 treeline　vegetation　 in　the　East　European　 forest.tundra
fort止le　last　forty　years
　 　　　　　 　Katenin,A.E　 (LabOratory　 of　Far　North　Vegetation　 Komarov　 Botanical　 Institute　RAS)
PT-14カ ナ ダ 北 極 エ ル ズ ミア 島 に お け る モ レー ン上 の植 生 発 達
沖 津 進(千 葉 大)、 澤 口晋 一(新 潟 国 際 情 報 大)、 長谷 川 裕 彦(明 大)、 神 田 啓 史(極 地 研)
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PT-15カ ナダ ・エル ズ ミア島におけ るCassiope　 tetragona群 落 の生 態的研 究
増沢 武弘(静 岡大)、 上野 健 、神 田啓 史(極 地研)
PT-16航 空 レーザ ー測距 法に よる広域バ イオマス ・LAI変 化の検 出
末 田達彦、 日下 部朝子、都築 勇人(愛 媛大)
PT-17　 Ny-Alesund,Svalbard,の 炭坑跡 地 にお ける植生 遷移 一永久方形 区におけ る3年 間 の変化
小島 覚(東 京女子大)
PT-18北 極 圏のム カゴ トラノオ:む か ごの色変異 と発芽特性(予 報)
西谷里美(日 本医科大)、 増沢武弘(静 岡大)
PT-19異 な った高度 分布 を示すイタ ドリとオ ンタデ の富士 山樹 木 限界 にお け るフ ェノロジー と形態的 ・生理
生 態的特性
中野 隆志(山 梨 県環境科 学研)、 田 中厚 志(茨 城大)、 三 田村理 子(東 邦大)、
大塚俊 之、 安部 良子(山 梨県環境 科学研)、 山村靖夫(茨 城 大)、 丸 田恵美子(東 邦大)
PT-20富 士 山森林 限界付 近におけ る土壌CO2フ ラ ックス
木部 剛、増沢 武弘(静 岡大)
PT-21カ ナ ダ北 西部デ ンプスターハ イ ウェイ にお けるオオカ ミの食性 とその季節 変化
植 田彩容子(愛 媛大)、 佐 々木 尚子(京 大)
PT-22南 極 昭和 基地 におけ る土壌細 菌モニ タ リング
伊村 智、 神 田啓史(極 地研)
PT-23　 ThreatsofAlienOrganismstoSubantarcticIslands
　 　 　　 　 　 Whinam,J.,(Nature　 Conservation　Branch,　Department　of　Primary　Industries,　Water　and　Environment)
　　　　　　 Bergstrom,D.M.,　 Chilcott,N.(AAD)
PT24植 物標 本デ ータベー ス構 築 と地球環境研 究への利用
神 田啓 史、伊村 智(極 地研)
PT-25ロ シア、 アル タ イ山脈Sofiyskiy氷 河 にお ける 雪 氷微生物 を指標 としたアイス コア解析
植竹 淳、幸 島司郎(東 工大)、 中澤文男(名 大)、 河野 美香(極 地研)、
亀 田貴雄(北 見工大)、 鈴木啓 助(信 大)、 藤井理行(極 地研)
PT-26マ ヅケ ンジーデ ルタにおけ る埋 没木 を利用 した古気候復 元の可能性
小林和 生、佐 野雅規、末 田達彦(愛 媛大)
PT-27モ ンゴル ・フブスグル湖の堆積 物中 の有機成分 による最終氷期以 降の環境 変動の推定
井上源喜 、加 納涼子、佐藤知 香(大 要 女子大)、 松 山 由香、竹村 哲雄(東 京理科大)、
堀 内一穂(東 大,現:弘 前 大)、 河合崇欣、(環 境研,現:名 大)
PT-28南 極 宗谷海岸 におけ る湖沼 の底 質環境 と底生植 物群
瀬戸浩二(島 根大)、 伊村 智(極 地研)
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     2001/2002* AtplAlz 8 It Z*111/au-4*Mi7F56°A-PLA 
            ttAN  (1:13111±tRf5M) • 410k11 (*-4:'-'-'1'-• W-TRF5-Vifi) • 
Harvey Marchant ( —Z i% :51) 77A6ffl) • Steve Rintoul (CSIRO)  -  d‘ittiTA (IDAtfittia5M)
 Time-series observations with multi-ships operation in the Antarctic Ocean 
            during the  2001/2002 austral summer season 
Fukuchi,M. (NIPR), Terazaki M. (Tokyo Univ.), Marchant,H. (Australian Antarctic Division), 
                Rintoul,S. (CSIR, Australia), Odate,T. (NIPR)
Many works on the productivity of the Antarctic Ocean have been published elsewhere, 
however, most works are based on a single observation on one cruise in particular time of 
year. Time-series works are necessary for understanding a real process happening in water. 
Marine biologists working with JARE (Japanese Antarctic Research Program) has been long 
desiring to carry out a time series observations to cover a seasonal process of biological 
production. Also, the time series information is essential to understand and evaluate the 
importance of biological process to the global environmental change. In 2000/2001 season, 
the JARE firstly operated a marine science dedicated cruise (JARE 43). This is the first year 
of the 5 years term of JARE program  (phase-Vlth). Science plan of the STAGE (Studies on 
the Antarctic Ocean and Global Environment) of the JARE 43 was programmed after long 
discussion within an international and interdisciplinary frameworks. The main themes of 
STAGE are 1) Biogeochemical cycles between lower atmosphere and surface ocean, 2) 
DMS(P) production/formation in biological processes, 3) Sinking process from surface ocean 
to meso-and bathypelagic oceans, and 4) Roles of Antarctic sea-ice variation and bottom 
water formation in global climate system. The major target area in 2001/2002 austral summer 
was south of  61°S along  140°E, where a CTD observation as one of WOCE lines has been 
repeated by the ANARE (Australian National Antarctic Research Program). The time series 
observations by several research vessels, that is, Aurora Australis (Cruise leader: Dr. H. 
Marchant, ANARE-AAD) (October-December 2001), RV Hakuho Maru (Cruise leader: Dr. M. 
Terazaki, ORI, University of Tokyo) (January 2002), Tangaroa (Cruise leader: Dr. T. Odate, 
JARE-NIPR) (February 2002), and Shirase (Cruise leader: F. Nishio, JARE-Chiba University) 
(March 2002) were successfully completed. The Tangaroa was chartered by the JARE 43 and 
25 scientists covering the above four themes were on board. Throughout four cruises, several 
core measurements with standard methods were repeated to aquire a full picture of seasonal 
processes. Samples and data are still under processing, however, some results will be 
presented. During the coming season of 2002/2003 summer, the similar time serial/multi ships 
observation, but more on process oriented studies, will be conducted.
—9—
日本南極観測事業の中核機関である国立極地研究
所において、2001年(平 成13年 度)を 初年度とす
る第VI期5ヶ 年計画の立案が進められて、この中に
おいて も日本の主導による南極海洋研究の実現に
向けて、各種委員会等で検討 ・立案作業が行われた。
同時に3年 毎に共同研究航海計画を立案する東京大
学 ・海洋研究所においても、南極海航海 に向けた提
案、検討が進め られた。また、1998年 以降、日本
海洋学会の場 においてよ り広 くサイエ ンスプラン
の立案 ・検討が進め られてきた。
広大な南極海を相手に効率良 く観測航海計画を立
案 し、実行する上で、国際協力は不可欠であ り、日
本学術振興会のプログラムなどを活用 し、オース ト
ラ リア南極観測計画 との連携調整を図った。また、
これ までの 日本南極観測には観測隊員が中心 とな
る体制で運営されているが、昭和基地へ向かう 「し
らせ」とは別行動となる専用観測船の導入には、新
たな考 え方や運営 システムの導入が不可欠であっ
た。国立極地研究所を中心として、船の導入とシス
テムの導入が検討 され、今回の 「南極海における複
船時系列研究航海」プロジェク トが実現 した。この
プロジェク トはまさしく研究者をベースと し、日本
主導の積み上げで実現 した、南極海では じめてのプ
ロジェク トである。実現までの積み上げの過程は参
考文献を付 した。
本 プロジェク トの大 きな特徴は、南極海の基礎生
産が活発になる生産シーズ ンを時系列的にカバー
し、これ までの 一つの航 海 によ るスナ ップシ ョッ ト
の観測 では な く、ム ー ビーを 目指 した点 にあ る。そ
のた め に生産 シ ーズ ンの初期(11-12月)に オース
トラ リア観測隊 の　「Aurora　Australis号 」の航海 を
行 い、次 いで 、東 京大学 ・海 洋研 究所 「白鳳 丸 」、
日本 南極 観測隊 に よる傭 船　「Tangaroa号 」(ニ ュー
ジー ラ ン ド船籍)、 が観測を行 い、シーズ ンの終 わ
りの3月 末 に 日本 南極観 測隊 「しらせ」 が観 測 を行
った 。観測 海域 はWOCE計 画 の 中の国際 的な測 線 で
あ り、これ までオース トラ リア によ る観測 が継続 さ
れ て いる東経140度 線 と した。更 に、 これ ら4船 を
通 して 、観測 点 の統 一 、また 、 コア となる観 測項 目
および観 測方法(分 析 方法)の 統 一を 目指 した点 は、
これ ま で に 類 を 見 な い プ ロ ジ ェ ク トと い え る 。
本プロジェク トの研究目的を以下にまとめた。
1.氷 縁域の表層生産プロセスの検証
生物群集組成の変化
生産 と栄養塩 ・光環境
11.温 暖化関連気体の ダイナミクス
大気 海洋間のCO2交 換
生産プロセスによるDMS等 の生成
川.中 深層へのフラックス過程
表層 ドリフター、海底設置 トラップ観測
親生物元素循環
IV.南 極底層水の形成過程
CTD時 系列観測
化学 トレーサー　(CFCs等)
現時点ではいまだ全ての観測データが出揃 って
いないが、本シンポジウムでは観測の実施状況を整
理 し、今後に成果のとりまとめの方向を討議する。
参考文献
福地光男(1999):南 極海 と地球環境.月 刊海洋,
31,757-765.
福地光男 ・小達恒夫(2001):「 極域海洋研 究にお
ける複合領域研究立案 に関する研究小集会」
報告.南 極資料,45(1),148-156.
南極地域観測統合推進本部(2000):南 極地域観測
第VI期5か 年計画.27pp.
小達恒夫 ・福地光男(2000)二 「極域海洋 における
物理 ・化学 ・生物海洋学研究の将来展望に関
する研 究小集会」報告.南 極資料,44(2),
232-238.
小達恒夫 ・工藤栄 ・福地光男(2001):「 南極域海
洋研究における複合領域研究立案に関する研
究小集会」報告.南 極資料,45(3),362-370.
小達恒夫 ・福地光男(2002a):「 第43次 南極地域
観測における研究観測 に関する観測研究小集
会 専用観測船に よる南極海海洋観測」報告.
南極資料,46い),67-78.
小達恒夫 ・福地光男(2002b):「 第44次 南極地域
観測における南極海海洋観測に関する研究小
集会」報告.南 極資料,46(1),79-87.
牛尾収輝 ・小達恒夫 ・福地光男(印 刷中):南 大洋
研究計画に関す る日豪 ワークシ ョップ報告.
南極資料.
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OM　 2
WOCE・CLIVAR-SR3測線 に沿 った 海 洋物理環 境 ・海氷 分 布
Changes　 in　oceanographic　 condition　 and　 sea　 ice　 distribution　 along　 the　 WOCE-SR3　1ine
青木 茂(極 地 研)・ 蓮本 浩 志(東 大 ・海 洋研)　・　Steve　Rintoul　 (CSIRO,　 Australia)
木 下 秀樹(海 上保 安 庁 ・海 洋情 報 部)・ 牛尾 収輝(極 地研)
Aoki,S.　 (NIPR),　 Ilasumoto,H.(Tokyo　Univ.)　 Rintoul　 S.　(CSIRO,　 Austraha)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Kinoshita　 ,H.　 (JCG),　 Ushio,S.　 (NIPR)
Time　 serial　 hydrographic　 surveys　 were　 conducted　 by　 four　 ships　 (Aurora
Australis,　 Hakuho-maru,　Tangaroa,　 and　 Shirase)　 in　 the　 2001/02　 season
along　 the　 WOCE!CLIVAR　SR3　 section　 south　 of　60S.　 Sea　 ice　 edge　 was
completely　 retreated　 to　 the　 Antarctic　 coast　 in　 February.　 Frontal
structures　 were　 clearly　 revealed　 with　 some　 signifjcant　 eddy　 features
at　 about　 63.5S.　 Seasonal　 deepening　 of　 the　 surface　 mixed-layer　 was　 also
observed.　 These　 structures　 and　 their　 variations　 can　 have　 significant
effects　 on　 latera1　 (including　 coastal　 -　offshore　 exchange)　 and/or
vertical　 watermass　 exchange　 and　 hence　 distributions　 of　 biological
paramet£rs.
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2002年 氷縁域における栄養塩、溶存気体の分布
Distributions　 of　Nutrients　 and　 Dissolved　 Gases　 near　 Ice　 Edge　 area　 along　 140° 　 E　in　2002.
渡 邉 修 一(JAMSTEC)　 ・小 川 浩 史(東 京 大 学 ・海 洋 研 究 所)・ 浜 中純 子(　 JAMsTEC)
笠 松 伸 江(総 合 研 究 大 学 院 大 学)・ 吉 田 尚 弘(東 工 大 ・フ ロ ンテ ィア 創 造 研 究 セ ン タ ー)
吉 田 磨(北 大 ・院 ・地 球 環 境)
　 　 　 　 　 　 Shuichi　Watanabe(JAMSTEC),　 Hiroshi　Ogawa(ORI,　 Univ.　Tokyo),
　 　 Junko　 Hamanaka(JAMSTEC),　 Nobue　 KASAMArSU　 (Grad.　Univ.　Advanced　 Studies),
　 　　　 　　 　　 　 Naohiro　 Yoshida(T.1.T.),　 Osamu　 Y()shida(Hokkaido　 Univ.)
　 　 　 　 In　2001/2002　 Australian　 summer,　 nutrients　 and　 dissolved　 oxygen　 content　 were　 measured　 around
ice　 edge　 along　 140　 degree　 E　with　 Rハ/　 Aurora　 Australias,　 R/V　 Hakuho-Maru,　 R/V　 Tangaroa　 Dissolved
gases　 (methane,　 dimethylsulfide,　 and　 others)　 were　 determined　 In　this　stud)r7　 it　is　shown　 some　 results　 of
those　 distributions　 obtained丘om　 R/V　 Hakuho-maru　 and　 Tnagaroa　 cruises.
Distribut　 ions　 of　nutrients　 in　sea　 surface　 area　 were　 related　 with　 bio　logical　 activit　y.　 Howeveらitis
difficult　 to　oompare　 between　 the　 results　 of　R/V　 Hakuho-maru　 and　 Tnagaroa　 cruises　 to　eStimate　 an　 amount　 of
biological　 production　 owing　 vertical　 rnixing　 and　 changing　 stnlcture　 of　 seawater　 Higher　 contents　 of
dissolved　 oxygen　 and　 nutrients　 were丘)und　 near　 bottom　 of　continental　 slope.　 It　is　suggested　 that　 these
b()ttom　 water　 might　 originate　 from　 surface　 seawater.
　 　 　 　 Methane　 concentration's　 maXimum　 was　 near　 surface　 (about　 4　nmole/kg)　 and　 bOttom.　 Methane
distribution　 near　 bottom　 also　 indicates　 that　 the　 bOttom　 water　 was　 transpOrted　 fセomcontinentalself.　DMS
distribution　 was　 related　 with　 biological　 activity
2001/2002年 南半球の春から秋にかけ、オース トラリア南極観測船、白鳳丸KHO1-01航 海、
JARE43チ ャ一夕r船 タンガロアにより東経140度 線に沿った氷縁域で溶存酸素、栄養塩、硫化
ジメチル(DMS)、 メタン、亜酸化窒素等の化学成分の測定及び三 ミ柔取が行った。本講演では、
白鳳丸、タンガロアで観測された夏季から秋季の溶存酸素、栄養塩、溶存気体の分布の特徴につ
いて報告する。
白鳳丸(1月)、 タンガロア(2月)観 測時の栄養塩の表層分布は生物活動の結果を示していた。
しかし、1月 から2月 にかけてすでに鉛直混合が起こり、水塊構造が変化 しており、期間内の生
物生産に伴う変化量を求めることは難 しい。陸棚域の底層の栄養塩濃度は、低 く、表層水が影響
の影響が見 られた。溶存酸素濃度 も同 じ傾向を示した。
メタンの分布は、表層付近で極大(約4㎜ole永g)を 持つ分布をしてお り、中層域で低濃度と
なっていた。また、栄養塩、溶存酸素の分布と同様に陸棚底層で高い濃度が観測され、氷縁域か
らの持ち込まれている可能1生を示していた。植物プランクトン関わ りの深いDMSの 分布は、ク
ロロフィルの分布 と同様の傾向を示した。
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OM4
「C海 域 」で の 基 礎 生 産 過 程
PrjmaryproductionprocessintheTargetArea・C
工藤 栄 ・平諌 事(極 地 研)・ 古 谷 研 ・吉川 尚 ・三 木 周(東 大院 ・農 学 生 命)・ 田 口 哲 ・　Sandric　 Chee　 Yew　 Leong　 ・大 井 信 明(創 価 大)・
谷 口 旭 ・五 味 泰 史(東 北 大院 ・農 学)
Sa㎞eKudd口b㎞Hhawake(NIPR),KenFunrya,TakaSl}iYdShikavva,MeguruMiki(Univ.Tdkyo),Sat(xuTaguChi,San血cCheeYevvLe(mg,NObuaki
Ooi　(Sdka　Univ.),　Akra　1≧mi騨 戴andY紬G㎝亘(颪 め㎞U㎡v)
MUIti－ 計ゆd)servatioris　 on　the　prirnary　 produCtion　 process　 in　the　Target　 Area、 ・C　(60-66.5　 °S,　al㎝g140?E)hdb㏄en
ca㎡ed　 out　in　2001/02　 au翻summer㎜　 We　 pres㎝nt　hm　 several　 prelirninary　 resUltS　and　 w㎜ 疵esomefeatUres
of仕te　prirnary　 pro(辻1(ガon　 process.
㎝ α噛U◎o㎜ 励 ㎝ 血imsufaoewate[,Wiridlwasestimatedbysatelhte血]ages　and　 c(mtmcms　 r　ccords　on　bOard
of　the　research　 vesselS,　 revealed　 that　phyteplanktOn　 bloom　 started　 at　ice　edge　 in　the　early　 seasony　 eXpanded　 tO　sou血vvard
With　 the　decay　 of　sea　ice,　and　made　 sorne　 patchy　 high-chlorepbyll　 (>10mg/m3)　 areas　 near　 Antarctic　 Con加entinJanuaryr.
The(姐(mphyll　 distribution　 in　the　area　seemed　 tO　be　affeCted　 by　eddy　 (π 魎 ㏄c㎜ ちthed㎞buti㎝varied灘dy
and蜘1y　 IhF{輌y,　 the　chlorφphyll　 in　dle　surface　 vvater　along　 62.5-66.5　 (S　d㏄reased　 to　1/5　1evel　of　the　peak　 value
due　 to　seasona皿y(瀬verdcal　mix血g　 and　 flu(血 雌considerably　 with血t£ 祠sofαa,　 30　NM　 (he　 to　hOrL乙on凶
transportationbybecurrents.
Sセe－ 畳帥(mati(汎rnicrosc(pic　 and　 HPLC　 analyses　 revealed　 that　(五atoms　 of>　 10μmsizedonl自 滅inJanuary-Marc}L
㎞y　 pmducdv血y　 was　 estilnated　 expe血nen1汕y　 by　means　 of　l3C　methods　 (smulated加situ　 and　 in　situ　incubati(ms),　 the
蜘on血 剛e　 -　 was　 changed　 >10　 tirnes　Wi舳e騨曲ophyUb輌sc畑es,血e㎜ ㎞
pmducdon　 (193　 mgC/m3/day)　 in仕re　surface　 vvatrwas　 recorded　 at　640S　 in　January.　 Photosyn血esis-irradaanoeanalySiS
usingi4C－ 岬 血 ㎜ 幽 幽 姐P輌 ㎞ ㎜ 舳es　 collected丘 ㎝sev翻s㎞邸 ㎞Fe魎 伽k
曲ade-adap　 eOd爬$ponse,　 and　 the　 re卵pc　nse　 p臨ms　 between　 su由 ㏄ande中hodc　 bσ口om　 waters　 were　 quite　 s㎞ 虹,
sugge血 理 由eve由(汕mi幻 ㎎inFebn旧lywas蝕er出産m血e　phytoplankton's　 photo-aoclimation　 or幽)tationre緬e・
複数観測船による南極海 「C海域(東経140° 付近、南緯60° 以南の南極海域)」において時系列的観測が実
施され、南極海での植物プランク トンの基礎生産過程に関す る研究を実施 した。本講演では現在までに我々グ
ル ープが解析を進めつつある話題を中心に、基礎生産過程の特徴に関する総括的話題 を紹介す る。なお個々の
研究に関してはPo8ter講 演にて詳細に論 じる予定である。
衛星観測お よび航走連続観測により、「C海域」での表層植物プランク トン分布の変動性を検討 した。11月～12
月上旬にかけて現場海域では南緯63° 付近まで海氷が存在 し、この氷縁よりも北側(沖{帥でクロロフィル量が
大きく、12月 中旬以降、海氷の後退 とともに大陸側での分布量が増えだ してい起 パ ッチ状に濃密な領域がい
くつかあ り、そこでは1月 に10mglm3以 上に達 しているようで、この ときに実施 された白鳳 丸航海での観測記録
でこの大増殖現象が確認 された。 このパ ッチ状の高密度域は渦状に移動 ・拡散 しているようで、その周辺域の
表層 には網状の濃淡が描 き出されてお り、タンガロア航海において実施 した連続航走観測記録 には、62.5～
66.5°間でおよそ30マ イルおきに1.5mg/m3を 中心に1mg/m3程 度の変動幅で増減するとい う現象 を捉えた。
優 占植物プランク トンは1Qμm以 上の ミクロサイズの珪藻類であったことが、サイズ別 クロロフィル分析、
顕微鏡観察及びHPLCに よる色素分析結果か ら推察された。基礎生産量は南緯61° 及び64° において、11月、
1月及び2月 に13C擬 似現場法により測定した ところ、61° ではいずれも2.7～6.3mgC/M3/dayで あったのに
対 し、64° ではそれぞれ6.5、193、15mgC/m3/dayと な り、特にクロロフィル量の大きかった1月 の実験時に
大きな基礎生産量を発揮 していたことが明 らかとなった。14Cを 用いた光一光合成測定か ら、2月 の 「C海域」
の植物プランク トンは、最大光合成速度 ・光飽和定数が小 さい典型的な弱い光環境に適応した光合成反応を示
す群集であったことが示唆された。また、表層水 と有光層下部か ら採取 した植物プランク トン間で光 光合成速
度反応に差がないことから、2月 には植物プランク トンが光適応(馴化)できないほど鉛直混合が速 く頻繁であっ
たと推察 された。
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動 物 プ ラン クトン 群 集 の 季 節 変 化
Seasonal　 variabiRity　 of　zooplankton　 comm皿ity
高 橋 邦 夫(総 研 大)・ 川 口創(オ ー ス トラリア 南 極 局)・ 西 川 淳(東 大 海 洋 研)・
伴 修 平(滋 賀 県 立 大)・ 塩 谷 剛(広 大 生 圏)・G.ホ ー ジ ー(オ ー ス トラリア 南 極 局)
Kunio　 T.　Takahashi　 (Grad.　 Univ.　 Advanced　 StUdies)　 ,　So　Kawaguchi　 (Australian　 Antarctic　 Division),
　 　　　 　　　 Jun　Nishikawa　 (Tokyo　 Univ.),　 Syuhei　 Ban　 (Univ.　 of　Shiga　 PrefectUre),
　 　 Tsuyoshi　 Shiotani　 (Hiroshima　 Univ.),　 Graham　 W.　Hosie　 (Australian　 Antarctic　 Division)
Studies　 of　zooplankton　 ecology　 fbcusing　 on　the　 temporal　 variability　 in　the　 Southem　 Ocean
along　 140°E　 were　 carried　 out　 on　 fbur　 research　 vessels;　 .4urora　 Australis,　 Hakuho－ ル勉r〃,
Tangaroa　 and　 Shirase　 during　 the　austral　 summer　 season　 in　2001-02.　 The　 spatial　 changes　 of
zoop1独on　 co㎜ 剛were　 investigated　 by　means　 of　NORPAC　 net　and　 CPR　 (Continuous
Plankton　 Recorder)　 samplings　 on　 each　 cmise,　 and　 the　 temporal　 changes　 in　the　community
structure　 were　 evaluated.　 RMT　 net　 samplings　 were　 employed　 fbr　 macrozooplankton
distributional　 studies　 during　 the　 」Uakuho-」Varu　 and　 7加gαroαcnlises　 as　 wel1. In　 the
Antarctic　 Ocean　 area　 (60°S-67°S),　 salps　 and　 krill　segregately　 dominated　 the　northern　 and　 the
southem　 parts,　 respectively,　 and　 the　 boundary　 was　 well　 correlated　 with　 the　 phytoplankton
chlorophyll　 ab皿dance;salpsdominatedinthelowerchlorophyllarea.　Theboundaryshifted
southwards　 with　 the　 shift　of　chlorophyll　 abundance　 f()r　ca.　60　 nautical　 miles　 during　 late
s… 　 Several　 results　 and　 discussions　 丘om　 experimental　 s加dies　 on　 the　 燃tic
zooplankton　 will　be　given　 in　the　fbllowing　 talk　and　 the　poster　 sessions.
2001/02年 度に南極海マルチシップ時系列観測プラグラムがオ一-nラオーストラリス号、白鳳丸、
タンガロア号およびしらせの計4船 により東経140度 線上で実施された。このうち各船共通で行なわ
れた動物プランクトン関連の調査の概略を報告する。
動物プランクトン分布の時空間変化に関する情報を得る目的で、　NORPACネ ットによる動物プラ
ンクトンの標準採集、および表層小型動物プランクトンの連続分布パターンの季節変化を捉えるた
めのCPR(連 続プランクトン採集器)の曳航は全4船 で実施された。また白鳳丸、タンガロア号の2船
では大型動物プランクトンの採集を目的にRMTネ ットが実施された。両船ともナンキョクオキアミとサ
ルパが南北にゾーネーションする様が確認されたが、両観測一ヶ月間でその分布域は約1° 南下し
た。オキアミの分布は植物プランクトンブルームの中心の南下と良く対応し、一方でサルパはその北
側の植物プランクトンが比較的少ない海域に分布していた。
船上における飼育実験は、地球温暖化ガスの生成除去機構や物質の鉛直輸送過程の解明とい
うテーマに基づき、地球温暖化関連ガス成分である硫化ジメチルの海水中への放出と動物プランク
トン擬餌の関係、紫外線が動物プランクトンに与える影響評価、季節を通じた動物プランクトンの代
謝変化や貯蔵脂質の測定等に関する各種実験が行なわれた。個々の研究課題に関してはポスタ
ー講演にてその詳細が報告される。
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南 極 海 に お けるDMS生 成 に対 す る動 物 プ ラ ン ク トンの 摂 餌 効 果
EffeCtsofzooplanktOngraznngonDMSproductionintheAntarcticOcean
笠 松 伸 江(総 研 大)・ 川 口創(オ ー ス トラ リア 南 極 局)・
渡 辺 修 一(JAMSTEC)　 ・小 達 恒 夫 ・福 地 光 男(極 地 研 ・総研 大)
NobueKASAMArSU(Grad.Univ.AdvancedStUdies),SoKAWAGUC田(AAD),
　 　 　 　 　 　 　 　 ShUichi　WA[rANABE　 (JAMSTEC),
TsumeoODArEandMitsuoFUKUCHI(NIPRG磁UhivAdvancedStudies)
　 　 　 　 The　 role　 of　 zooplankton　 grazing　 in　 dimethylsulfide　 (DMS)　 and　 dissolved
dirnethylsulfbniopmpionate　 (DMSPd)　 producdon　 was　 invesdgated　 in　the　An倣cdc　 Ocean　 in　January　 and
Feb岬2002.恥 ㎡nant　 macrozooplankton　 of　the　Antarctic　 ()cα 叫Antar(ガc㎞ll　 (Emphausia鵬 珈)
and　 Salp　 (5ゆ α 伽 〃zpso〃り,　were　 used　 in　Shipboard　 incubation　 e)qxerimentS.　 DMS　 and　 DMSPd
concentration　 inereased　 in　water　 added　 v舳krill　 after　incubation　 and　 itS　pr(du(ガon醜was2.96±2.78
㎜olDMSPd+DMS・ ㎞ 皿'1・h"1(mean士SD,　 n　=　 12).　 DMSPd　 +　DMS　 prOduction　 rates　of　krill　were
SUongly　 correlated　 Wi血ingestion伽sof　 th㎝.　 DMSPd+DMSconcentrationsdidnotchangeWhensalp
was　 added.　 Krill　is　a　sloppy　 feeder　 and　 its　fecal　peUets　 con血ned　 broken　 phytoplankton　 cells.　 On　 the
other　han(L　 those　 of　salps　contamed　 unbroken　 phytoplankton　 cells.　 SloPPy　 f紬9(kr皿)seems　to　bea
mole　 e伍cientwaytOprOduoeDMSandDMSPdth乏m(hrectingestion(salp).　Integ醐ed　 values　(depth　 =　0　-
200m㎞ 噸ool㎜)ofDMSandDMSPddecrear蜘one－ 価d丘omJ剛(1舳d2.18㎜ol血2,
岬dve妙)toFe㎞ 剛0.54andO.75mmol・ ㎡2,陀 脚vely),　 however画c嘘DMSPpMS恥)
increased　 tWofold.　 Decrease　 of　DMS　 concent【ations　 from　 January　 tO　February　 may　 be　the　result　of　a
change　 in　zooplankton　 groups　 and　their　grazing奴pes,　 from　 krill　in　January　 to　salp　in　February.
2002年1月 と2月 に南極海において、硫化ジメチノゆMS)お よび溶存態ジメチルスルフォニ
オプロピオネー トΦMSPd)生 成に対する動物プランクトンの摂餌効果を見積もる調査を行った。
南極海に優占する南極オキアミ(Euphattsiaszgperbのとサルパ(Sblpathompsoni)を 船上培養実験に用
いた。培謝 奏 オキアミを加えた培養水中のDMSお よびDMSPd濃 度は増加し、その生成速度
は2.96±2.78　nmol　DMSPd+DMS　 krill'1　h'1　(mean　±　SD,　n=12)で あった。オキアミのDMSPd+DMS
生成速度 はオキアミの摂餌速度 と非常 によい相関があった。サルパ を加えた海水中の
DMSPd+DMS濃 度は実験の前後で変化がなかった。オキアミはスロッピーフィーダーとして知
られており、その糞粒には破砕された植物プランクトンが含まれていた。それに対し、サルパの
糞粒には破砕されていない植物プランクトンが含まれていた。オキアミが行うようなスロッピー
フィーディングはサルパが行うような直接的な摂餌よりも、より効果的にDMSお よびDMSPd
を生成すると考えられる。1月 から2月 に、海洋表面から200mま でのDMSお よびDMSPd積
算値は約3分 の1に 減少していた。それに対し、粒状態DMSPは1月 から2月 に2倍 に増加 し
ていた。1月 から2月 へのDMS濃 度の減少には、オキアミからサルパへの優占する動物プラン
クトン群集の変化つまり動物プランクトンの摂餌形態の変化が影響していた可能性がある。
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オース トラ リア南方の南大洋 におけ る2001-2002年 夏季の
海洋CO2の 分布 と変動
Temporal　 and　 spatial　 variability　 in　the　 oceanic　 CO2　 in　the　 Southern　 Ocean　 south　 of
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Australia　 in　austral　 summer　 2001-2002
石 井 雅 男(気 象 研)・ 橋 田元(国 立 極 地 研)　・　Bronte　 Tilbrook　 (CSIRO)　 ・吉 川 久 幸(北 海 道 大)
Masao　 Ishii　(MRI),　 Gen　 Hashida　 (NIPR),　 Bronte　 Tilbrook　 (CSIRO),　 Hisayuki　 Y.　Inoue　 (Hokkaido　 Univ.)
　 　 We　 made　 measulements　 of　the　 oceanic　 CO2　 parameters　 including　 pCO2,　 TCO2　 in　the　 Southem
Ocean　 sou出of　 Australね(140°E)　 in　 the　 austral　 summer　 2001-2002.　 Observa巨ons　 were　 repeated　 four
丘mes　 (in　 December,　 January,　 February,　 and　 March)　 asa　 part　 of　 an　 Australia　 -　Japan　 cooperadve
program.　 In　∫anuary　 during　 the　 cruise　 of　R/V　 Hakuhoman1,　 a　significant　 draw-down　 of　pCO2　 (<　200
patm)　 and　 TCO2　 (<　2070　 pmol　 kg-i　 at　S=34)　 due　 to　an　 intensive　 l)iological　 production　 was　 observed㎞
出e　 geasonal　 ice　zone.　 Net　 biological　 CO2　 consumption　 (=　Net　 Co㎜ 皿ity　 Production)　 calculated　 from
出e　 deficit　 in　TCO2　 above　 the　 remnant　 Tmin　 layer　 increased　 from　 8.7　 gC　 m-2　 at　61°S　 to　38.1　 gC　 m-2　 at
65°S.
オース トラ リア南方(140°E)の 南大洋における海洋CO2系 の季節変化と、季節変化に対する物理 化学的要因
や生物生産 の重要性を定量的 に評価 するため、 同海域におけ る海洋CO2系 パ ラメー タの観 測を 日豪共 同で
2001年12月 か ら2002年3月 にかけて合計4回 実施 した。2002年1月 に白鳳丸で行 った観測では、61°Sか
ら65°41'Sの 流氷縁 にわた る季節海氷域 で、活発な生物生産 にともなう　CO2の 顕著な低下が見 られ、表面海
水 中のCO2分 圧は200patm以 下、全炭酸 濃度は2060μmolkg'1(S=34に ノーマライズ した値)に 低下 して い
た(Fig.1)。 一方、他 の時期には、 これほ ど顕著な表面水のco2低 下は観測されなか った。
季節海氷域では、亜表層に冬季 混合層 のなご りの
温度極 小層が観測 された。観 測された温度極 小層 の
全炭酸濃度 がそれぞれの観測点 における冬季 の濃度
を保持 してい ると仮 定 し、夏季表層水 中の全炭酸濃
度の低下量 に基づいて、2001年 冬か ら2002年1月
までの生物生産に よる正味のCO2消 費量、 すなわち
純群集生産量 を評価 した。純群集生産量は季節海氷
域の南部 ほ ど大 きい傾向を示 し、61°Sで は8.7gC
M'2だ ったが、65°Sで は38.1gCm'2に 達 した。成層
が比較的弱 く、海氷が開いてか らの経過時 間も比較
的短 い と考 えられる65°41'Sの 求縁域では、クロロ
フィル量 は405mgm'2で あ り、停船観測点中の最高
値を示 したが、純群集生産量は19.7gCm-2で あ り、
65°Sの 純群集生産量の半分ほ どにす ぎなかった。
Figユ 　 Meridional　 distribution　 of　 the　 total
inorganic　 carbon　 normalized　 at　S=　34　 in　surface
seawater　 of　the　 Southem　 Ocean　 along　 140°E　 in
January　 2002.
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南極海の季節的海氷域の中深層における
沈降粒 子輸 送量 の季節 変動(2001-2002年)
Vertical　 particle且ux　 in　bathypelagic　 layers　 in　 seasonally
ice-covered　 zone　 of　the　 Antarctic　 Ocean　 (2001-2002).
鈴 木 英 勝(石 巻 専 大)、 佐 々 木 洋(石 巻 専 大)、 岩 舘 由 美(石 巻 専 大)、 工 藤 栄(極 地 研)、
福 地 光 男(極 地 研)
H.　Suzuki　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 H.　Sasaki　 (Senshu　 UnivＬshinomaki),　 Y　Iwadate
　 　 　 　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 S.　Kudoh　 (NIPR),　 M.　 Fukuchi　 (NIPR)
　 Observations　 using　 sediment　 traps　 have　 been　 made　 as　part　 of　JARE　 at　deep　 sites　 in
the　 seasonany　 ice-covered　 zone　 (SIZ)　 of　 the　 Antarctic　 Ocean　 during　 mid-March　 to
mid-December2001.　 Thetrapdeploymentsitewaslocatedat63°59'　S,　 139°55'　 E.
Downward　 particle　 fluxes　 at　the　 depth　 of　2200m　 and　 3200m　 in　this　 period　 were　 lower
than　 10mg　 POC　 m'2　 d'1　 (1.0～7.8　 mg　 POC　 m'2　 d'1),　 The　 sinking　 particles　 mainly
comprised　 of　phytoplankton　 and　 smal　 detritus.　 We　 compare　 the　 present　 result　 with
those　 of　summer　 periods　 at　the　 same　 site,　and　 of　deep　 fluxes　 observed　 at　other　 locations
in　the　 Antarctic　 SIZ.
南極 海 の 季 節 的 海 氷 域 にお け る生 物 生産 変 動 に伴 う表 ・中層 水 柱 内 の 物 質 輸 送 過 程 の 応
答 と季 節 的 変 動 特 性 を捉 え る こ とを 目的 と して 、 セ デ ィメ ン ト トラ ップの 係 留 実験 が 行 わ
れ た。
時 系 列 採 集 可能 な長 期係 留 系 セ デ ィメ ン ト トラ ップは2001年3月11日 に砕 氷 艦 「し ら
せ 」航 海 中 にJARE42次 観 測 隊 に よ り、南緯63°59',東 経139°55'水 深 約3700mに 設 置 さ
れ た。 トラ ヅ プ係 留層 は2200m、3200m層 で 、沈 降 粒 子の 採 集 間 隔 は10EJか ら1か 月 で 、
2002年2月15日 にJARE43次 専用 観 測 船 「タ ン ガ ロ ア 号」 に よ り回収 さ れ た。 試 料 は研
究 室 に持 ち帰 り、動物 プ ラ ンク トン(>100μm)を 取 り除 い た 後 、乾 燥 重 量 、粒 状 有 機 炭
素(POC)、 粒 状 有 機 窒 素(PON),安 定 同位 体 炭 素(δ13c)・ 窒 素(δ15N)比 の 分 析 に供 し
た。
2200m層 にお け るPOCフ ラ ヅクス は 全 期 間 を通 して10mgM'2d'i以 下(1.0～7,8mgCm-2
d-1)で あ った 。この 時期 は ほ ぼ海 水 面 が海 氷 で 覆 われ て お り、生 物 生 産 が低 い 時 期 で は あ っ
た こ とに起 因 す る と考 え られ る。 これ らの 結 果 は ほ ぼ 同 じ海 域 にお い て 低 次 生 物 生 産 が ヒ
弄 す る海 氷 後 退 時 期の1月 か ら2月 の 結 果 、 お よび 南 極 海 の他 海域 で 過 去 に観 測 され た デ
ー タ な ど と比 較 す る。
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海洋大気境界層内の生物活動起源
エア0ソ ル成分
原 圭 一 郎1・ 長 田和 雄2・ 西 田千 春2・ 三 浦 和 彦3・ 橋 田元1・ 小 林 拓4
塩 原 匡 貴1・ 山 内恭1・ 長 谷 正 博5・ 中 田滉5
(1:国 立 極 地 研 、2:名 大 院 環 境 学 、3:東 京 理 科 大 、4:山 梨 大 、5:名 大 太 陽 研)
Muiti　ship-borne　 aerosol　 measurements:　 Biogenic　 aerosol　 constituents　 in　the
　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　　 　 　marine　 boundary　 layer
Keiichiro　 HARAi,　 Kazuo　 Osada2,　 Chiharu　 Nishita2,　 Kazuhiko　 Miura3,　 Gen　 Hashida1,　 Hiroshi　 Kobayashi4,
　 　 　 　 　 Masataka　 Shiobarai,　 Takashi　 Yamanouchii,　 Masahiro　 Nagatani5,　 Hiroshi　 Nakata5
　 (1:　NIPR,　 2:　Nagoya　 Univ.　 Env.,　 3:　Sci.　 Univ.　 Tokyo,　 4:　Yamanashi　 Univ.,　 5:　Nagoya　 Univ.　 STE　 Lab.)
Atmospheric　 aerosol　 measurements　in　the　 marine　 boundary　 Iayer　 were　 carried　 out　 on　 Rハ/　 Hakuho
(KHOI-3Leg1-4),Rハ/　 Tangaroa　 (JARE43)　 and　 Shirase　 (JARE43)　 in　the　 Pacific　 and　 Antarctic　 Ocean
from　 the　 end　 of　November　 2001　 until　 early-March　 2002.　 Aerosol　 and　 gas　 samples　 for　chemical　 analysis
were　 collected　 basically　 tWice　 a　day　 (nighttime　 and　 daytime)　 using　 a　2-stage　 mid-volume　 impactor　 with
back-up　 filters,　annular　 denuder　 coated　 by　 Na2CO3　 and　 glycerol　 and　 alkaline　 (Na2CO3　 and　 glycerol)　 and
acidic　 (oxalic　 acid　 and　 glycerol)　 impregnated　 filters.　 High　 CH3SO3'　 concentration　 was　 obsen/ed　 in
Antarctic　 Ocean　 (>60°S)　 relating　 to　 biogenic　 activity　 in　 ocean.　 However,　 ciear　 spatial　 variation　 of
CH3SO3'　 concentration　 corresponding　 to　 location　 of　sea-ice　 margin　 was　 not　 obtained　 in　KHO1-3　 and
Tangaroa　 cruises　 because　 of　we‖ 　and　 fast　 mixing　 of　air　mass　 in　Antarctic　 ocean.　 Spatial　 distribution　 of
particulate　 oxalate　 shows　 an　 increase　 in　near　 equator　 and　 Antarctic　 Ocean　 due　 to　biomass　 burning　 and
biogenic　 activity　 in　ocean.
0ま じめ に 】 海洋 中の生物活動 によ り、生物活動起源物質(DMSや 有機物)が海洋か ら大気ヘガスや
海水飛沫 として放出 されている。大気へ放出 された生物起源物質の一部 はエアロゾル前駆体 とな り、最
終的 に大気中で光化学過程 を経て 、エ アロゾル粒子(例:　CH3SO3-,　 SO讃 とな る。大 気エアロゾル 粒子
は 、雲 粒の核 として機能 するだ けではな く、大気 中での化学反応の場 としても機能 するため 、雲 を介 し
た間接的な放射影響(気 候変動への影響)や 大気化学 ・物質循環過程において非常 に重要な役割 を果た
す 。以 上の観点か ら、夏 季南極海でのエアロゾルの分布や性質をよ り理解す るため に、複数 の観測船(白
鳳丸 ・Tangaroa・ しらせ)を用いて大気エアロゾルの観測を行な った。
観 測 】 エア ロゾル変化や特徴 を観測するために、東 大海洋研の白鳳丸(KHOI-3　 Leg」-4航 海)、
JARE43専 用観測船(Tangaroa)、 しらせ(JARE43復 路)によ り、大 気エアロゾル観測 を行な った 。船上で
行な った観測項 目は 、エア ロゾル物理的性質(粒 径分布 、光学特性)、 エ アロゾル粒子成分分析用サン
プ リング 、酸性 ガス ・NH3サ ンプ リング 、スス濃度(ス スによる光 吸収量)、03濃 度である。上記観測
項目は、荒天によκ観 測 ・保守作業 を控えた時以外は、連続で測定 ・サンプリングを行な った。
酷 果 と考 察 】Fig.1に エ アロゾル中 のCH3SO3'とOxalate　 ((OOCCOO)2-)の 空間分布 を示 す。
CH3SOiは 海洋生物活動起源物質であるDMSの 酸化生成物の一つであるため 、海洋 中での生物活動が
盛 んな(ク ロロフ ィルa濃 度 の高 い)海域 で 、高 濃度 を示す傾向 を示 して いた 。白鳳丸(KHOI-3)、
JARE43　 ・　Tangaroaに おいて 、海 氷縁 の移動に伴 う生物 活動海域の季節的な移動 に対応 したCH3SO3'
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濃度空間分布が得られると期待されたが、海氷縁
分布と対応した明瞭な空間分布は得られなかった。2.0
これは、空気塊の移動 ・拡散速度が速いために、
あ
局所的な分 布の傾向が見難 いため と考 え られる。 呈
しか しなが ら、南極大陸沿岸～南極海(60°S以 南)窪
や昭和基地や各南極沿岸基地でのエアロゾル観測 三
でのCH、S・ 濫 変化を見ると・中纐 海洋境界 鳶
層内と比べても非常に高濃度であるため、海洋生 器
物活動 の影響が南極大陸周辺の広範囲 に及 んで い
ることが 伺 える 。また 、KHO1-3　 Leg2航 海 におい
て2.3nmolm'3と 非 常 に高濃度のCH3SO3'が 得 ら
れ ていた 。昭和 基地 の観測 にお いて も、同様 の
CH3SO3'ピ ークが夏季 に時折見 られ てお り、盛 ん
2.0な海洋活動域か らの輸送 による影響 と考 え られ る
。
一方 、エ アロゾル中のOxalateは 、(1)化石燃料　　op
の燃焼 、(2)森林火災 、(3)生物活動な ど1こよ り、直 三1・5
接 的 に大 気ICI1il!(Hlanる だ けで はな く.(1-3)に よ ζ
り大気へ放出されたガス状有機化合物の大気中 ・ 穏
エア・ゾル粒子 中での酸化か らerfi子 状 ・xalate　 暮
が生成 する。ウェ リン トン、ホバ ー ト、シ ドニ ー
周辺に見 られた高濃度のOxalateは 、人間活動由
来のOxalateだ ろ う。外 洋上では非常 に濃 度が低
くな っていたが 、赤道周辺や南極海でやや濃度が
増加す る傾 向が確認 された 。他 の成分(CH3SO3',
nss-K+な ど)や粒子数濃度計測結果 な どとも比 較
すると、低 緯度域では森林火災や海洋生物活動の
Figure　 1.　Spatial　 distribution　 of　particulate　 CH3SO3'
and　 oxalate　 in　the　 marine　 boundary　 layer.
影響、南極海では海洋生物活動の影響が大 きいと考え られ る。赤道周辺や南極海での粒子状Oxalateの
多 くは 、海 塩粒子が主 に分布する粗大粒子域(特 に2-7pm)に 存在 して いた 。また 、透過型電子顕微鏡に
よ りエ アロゾル有機成分の混合状態 をベンゼン透析法 を用 いて観察 した ところ 、粗 大海塩粒子 に有機化
合物が内部混合 して いた(同一粒子 として存在 していた)。ベ ンゼ ン透析 法では 、　Oxalateの 混合状態 を直
接得る ことは出来ないが、粒径分布 も合わせて考慮する と、Oxalateも 赤道周辺や南極海の海洋境界層
内では、海塩粒子 と内部混合 して いる状 態 と推定され る。海塩粒子は海洋表面か らの飛沫(物 理的な破
砕)が ソースで あるため、森林火災か ら直接放出され た粒子状Oxalateで はな く、内部混合過程 として
次のよ うな 過程が寄与 して いる可能性がある:(a》ガス状有機化合物の気相 中での酸化 によ りガス状 シ ュ
ウ酸(HOOC-COOH)が 生成 し、アル カ リ表面である海塩粒子に取 り込 まれて いる;　(b)Oxalate前 駆ガ ス
が海塩粒子 に取 り込まれ 、粒 子内でOxalate生 成が起 きている;(c)海 水中の脂肪酸の海洋表面近傍で の
濃縮 によbh)ts塩粒子発生時 に既 に混合 していた 。(a-b)の 過程 については 、森林火災や海洋生物活動 の
いずれ も可能 とな るだろう。また 、(c)の過程に関 して は 、海水中生物活動と関 係 した有機物サイクルや
2-7μm以 外の粒径域の海塩粒子での有機物混合状態 との比較 ・検討 をす る必要が あろう。また 、Oxalate
やエアロゾル有機成分の関わる各過程 については、他の成分や空気塊の移動過程 も含めた気象要素 とも
含めて総合的 に検討す ることが重要 とな ろう。当 日は、他の成分や気象要素 とも合 わせて報告を行な う
予定である。
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北 極 ツン ドラ に お ける 広 域 分 布 蘇 類 カギ ハ イゴ ケ の 水 分 生 理 お よび 光 合 成 特 性
Water　 relations　 and　 photosynthetic　 traits　of　a　widespread　 moss,　 Sanionia
ω706η∂ta　growing　 in　different　 water　 conditions　 in　the　high　 arctic　tundra
上 野 健(極 地 研)
UENO,　 Takeshi　 (NIPR)
Sanionia　 uncin,∂ta,　 a　widespread　 moss,　 is　one　 of　the　 major　 plant　 species　 found　 in
the　 arctic　 tundra.　 It　occupies　 various　 habitats　 ranging　 from　 exposed　 dry　 grounds
to　swampy　 grounds.　 ]r()　reveal　 the　 ecophysiological　 characteristics　 of　S.μ ηdη ∂ta
growing　 in　different　 water　 conditions,　 the　 water　 relations　 and　 photosynthetic
traits　of　S.　u」ワcin∂ta　in　contrasting　 water　 conditions,　 i.e.　dry　 site　(fellfield)　 and　 wet
site　(snowbed),　 were　 investigated.　 Optimum　 water　 content　 for　photosynthesis　 in
S.μ ηdη ∂ta　growing　 in　dry　 site　and　 in　wet　 site　was　 ca.350%　 and　 ca.550%　 dry
weight,　 respectively.　 These　 values　 dosely　 coincided　 with　 the　 water　 content　 at　full
turgor.　 Osmotic　 potential　 at　full　turgor　 was　 lower　 in　S・　uncin,∂t`ヲgrowing　 in　dry　 site
than　 those　 growing　 in　wet　 site.　Water　 potential　 at　turgor　 loss　and　 free　 water　 loss
were　 also　 bwer　 in　S.　〃ηdη ∂ta　growing　 in　dry　 site　than　 those　 growing　 in　wet　 site.
Maximum　 photosynthetic　 rate　 was　 lower　 in　S.μ ηdη ∂ta　growing　 in　dry　 site　than
those　 growing　 in　wet　 site.　 These　 resu忙s　 and　 their　 ecological　 significance　 are
discussed.
カギハイゴケは北極域のツンドラ植生を構成する主要な植物であり,湿 地から乾燥
地まで幅広い水環境に生育している.カ ギハイゴケは生育地の水分条件に応じて生
理的な特性を変えているのだろうか.我 々は,水 環境の変化に対するカギハイゴケの
生理的応答を明らかにするために,異 なる水環境(湿 地と乾燥地)に 生育するカギハ
イゴケの水分生理,光 合成特性を比較した.そ の結果,カ ギハイゴケは生育地の水
分条件に応じて生理的特性を変化させていることがわかった.つ まり,乾 燥地のカギ
ハイゴケは湿地のものに比べて,最 大膨圧時の含水量が少なく,最大膨圧時の浸透
ポテンシャル,膨 圧消失時の水ポテンシャルの値が低かった.こ れらは,乾 燥地のカ
ギハイゴケに,よ り少ない含水量での最大光合成速度を実現させ,よ り低い水ポテン
シャル下での光合成活性を維持させた.ま た,両 者の最大光合成速度を比較すると,
乾燥地のカギハイゴケは湿地のものの半分程度であった.こ のことは,コ ケ植物にお
ける乾燥への対応と物質生産能力との間にトレードオフの関係があることを示唆する
と考えられる.
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RiSCC: where are we now and where are we going to? 
                   Dana Bergstrom 
Australian Antarctic Division, Channel Highway, Kingston, Tas 7150 Australia
In 2000, RiSCC (Regional Sensitivity to Climate Change in Antarctic Terrestrial 
Ecosystems) was ratified as an international research program by SCAR. The program 
aims to understand the interactions between biodiversity, functioning and climate of 
Antarctic terrestrial and limnetic ecosystems, and to predict regional sensitivity to the 
impacts of climate change. The thrust of the program is to identify and quantifying 
differences in environments and  biodiversity within and between ecosystems of the 
Antarctic region, seek understanding of the potential for ecosystem processes to respond 
to changes in climate and partition the effects of climate change among the key 
components of the ecosystems. There are two major elements to RiSCC. Firstly the AEG 
(Antarctic Environmental Gradient), an environmental gradient that spans 30° in latitude 
and range of macro-climatic zones from cool temperate islands to the frigid and  and 
continent. Along the gradient are core sites including Syowa. Secondly is the RiSCC 
Biodiversity database that now includes over 80000 records and make use of both historic 
and contemporary  biodiversity data.
RiSCC is developing well, with 13 nations, including Japan, involved in its activities. In 
June 2002, it was proposed by the new Life Sciences Standing Scientific Group within 
SCAR that efforts be aimed at developing a single international program that merged the 
keys ideas of RiSCC, EVOLANTA and EASIZ in a program focused on Evolution and 
Biodiversity in Antarctica (EBA) in a changing environment. I will present an overview 
of the RiSCC program and recent RiSCC outcomes and then discuss how the merger of 
the three international research programs may present exciting and worthwhile research 
outcomes in the many fields of biology currently being undertaken in Antarctica. I will 
propose what I believe to  be key themes and questions that EBA may adopt and ask for 
further ideas and comments on these ideas.
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RESULTS AND PERSPECTIVES OF BIOLOGICAL INVESTIGATIONS 
            OF THE ANTARCTIC ICE SHEET.
  Sabit  Abyzovl, Mitsuo Fukuchi2, Satoshi Imura2, Hiroshi Kanda2,  Irina Mitskevich 
1
, Takeshi Naganuma3, Margarita  Poglazoval, Lev Savatyugin4, Mikchail  Ivanovl. 
  1 Instit
ute of Microbiology Russian Academy of Sciences, Pr. 60-Letya Oktyabrya 
           7/2, Moscow, 117811, Russia,  e-mail:  ab!izovaiinmi.hostru
  2 
   National Institute of Polar Research, Kaga  I-chome, Itabashi-ku, Tokyo  173-851 
                         5 
   3    School of Biosphere Sciences, Hiroshima University, Higashi-hiroshima 739-852 
                        8 
  4    A
rctic and Antarctic Research Institute, Bering str., 38, St.Petersburg, 199397, R 
                                ussia
     The Antarctic glacier attracted a great attention of scientists for a long time, and 
preliminary microbiological and general biological studies of the ground surface, snow, and 
glacial cover were performed at the first steps. In the last decades, we discovered that the 
Antarctic ice sheet is a unique depository of paleoclimatic and paleomicrobiological 
information that reflects the previous ecological events on our planet. Thus, dust particles, 
spores, plant pollen, and different microorganisms, which were brought in to the glacier 
surface with air flows, appear to be gradually buried in the glacier layers and preserved in the 
frozen state for hundreds thousands years. These investigations have become especially 
important in the era of space researches, and many scientists consider the Antarctic as the 
most adequate model to solve some methodical problems in astrobiology. Further 
developments and improvements of drilling methods made it possible to penetrate into the 
deepest Antarctic  glacier's horizons, including the lower layers of so-called accreation ice 
above the sub-glacial lake Vostok. The initial glaciological and microbiological investigations 
were mainly focused on the glacier ice and gave very useful information on the history of the 
Earth climate and the distribution of dust particles and microorganisms in ice sheet during 
different periods. However, studies of the deep accreation ice and the sub-glacial lake Vostok 
are expected to gain more insight into relict microbial forms and give a rise to an absolutely 
new step in next investigations of the Antarctic ice cover. The program of these works should 
include the searches for microbial life in the accretion ice and the lake Vostok and requires 
the formulation of new general biological tasks and development of new multidisciplinary 
approaches and methods.
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南 極 湖 沼 観 測 計 画 の 成 果 と展 望
Lakes　 in　Antarctica　 -　now,　 past　 and　 future
伊 村 智 ・工 藤 栄 ・神 田啓 史(極 地研)
Imura,　 S.,　Kudoh,　 S.,　Kanda,　 H.　 (NIPR)
　 　On　 the　 ice-free　 area　 in　the　 vicinity　 of　Syowa　 station　 (39°35'E,　 69°OO'S),　 there
are　 many　 lakes　 without　 perennial　 ice　 cover.　 After　 the　 discovery　 of　 curious
aquatic　 moss　 vegetation,　 so　 called　 `七enthic　 moss　 pilars",　 by　 36th　 Japanese
Antarctic　 Research　 Expedition　 (JARE　 36,　 1994-1996),　 terrestrial　 biology　 group　 in
NIPR　 had　 f()cused　 on　 lake　 ecosystem,　 and　 named　 this　 project　 as　 REGAL
(Research　 on　 Ecology　 and　 Geohistory　 of　Antarctic　 Lakes).　 Unti　 now,　 about　 80
1akes　 in　this　 region　 were　 overViewed　 on　 the　 physical　 and　 chemical　 structure　 of
lake　 water,　 biodiversity　 and　 physiological　 characteristics,　 and　 pareohmnological
studies　 by　 sediment　 core　 analysis.　 In　 this　 report,　 we　 wi皿introduce　 the　 outline
of　these　 results,　 mainly　 on　 aquatic　 moss　 vegetation,　 and　 the　 research　 project　 in
JARE45(2003-2005).
第36次 日本南極地域観測隊(1994～1996)に よるコケ坊主の発見以来,陸 上生物研究
グループでは,南 極湖沼生態 系に焦点をあてて様々な観測を行っている.第VI期5カ 年計
画では,「南極湖沼生態系の構造と地史的遷移に関する研究計画(REGAL　 Project)」を立
ち上げ,昭 和基地周辺の湖沼の物理 ・化学的性質,生 物多様性やそれらの生理学的特徴,
堆積物のコア解析による古環境復元など,様 々な成果を上げてきた.ここでは,主 に水生蘇
類群落に関する多面的な研究成果と共に,2003年 に出発予定の第45次 観測隊で計画さ
れている観測内容を紹介したい.
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Seeking understanding of Heard Island terrestrial ecosystem
Dana  Bergstrom1, Kate  Kiefer1, James  Bennett'  & Niek Gremmen2
 lAustralian Antarctic Division
, Channel Highway, Kingston, Tas 7150 Australia 
 2Data-analyse  Ecologie, Hesselsstraat 11,7981 CD Diever, The Netherlands
Lying just south of the Polar Front is Heard Island, one of the coldest Southern Ocean 
islands. This location makes the island very susceptible to the impacts of climate change. 
The island is significantly glaciated, with ice-free areas limited to the coastal fringe. 
Glacial retreat and other changes associated with climate warming are occurring. We 
have been examining compositional and functional attributes of vegetation along major 
gradients on the island and quantifying major environmental parameters. An overview of 
our understanding of terrestrial biodiversity, species function and soil parameters will be 
presented. I will show the major vegetation types, examples of major landscape features 
and discuss the interaction between vegetation and landscape. This work is part of the 
RiSCC program.
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南 極 海 オ ー ス トラ リア セ ク タ ー の微 量金 属
Trace　 metals　 in　the　Australia　 sector　 of　the　Southern　 Ocean
則 末 和 宏 、 見 方 美 智 、宗 林 由 樹(京 都 大 学 ・化 学 研 究 所)、 武 田 重 信(東 京 大 学 ・農 学 生 命 科 学 研 究 科)、A.R.
Bowie　 ・　P.　Sedwick　 (Antarctic　 CRC,　 University　 of　Tasmania)
Kazuhiro　 Norisuye,　 Michi　 Mikata,　 Yoshiki　 Sohrin　 (Kyoto　 Univ.)　 Shigenobu　 Takeda　 (Univ.　 Tokyo),　 A.
R.　Bowie,　 P.　Sedwick　 (Univ.　 Tasmania)
JARE43の 南極海研究航海において、東経140° 線上で海水中微量金属測定用の試料海水を採水 した.　Mn,　Fe,
Co,Ni,Cu,Zn,Cdな どの分布の季節変化 と生物活動との関係を明 らかにする.
海水中の微量金属であるMn,　Fe,　Ni,α),　Zn,　Cuな どは、生
物にとって必須の元素である。すなわち、Feは 、光合成や呼吸
の電子伝達系、クロロフィルの生合成、硝酸 ・亜硝酸還元、窒
素固定などに必要とされ、また、　Ni,　Co,　Zn,　Cuな ども酸化還
元、加水分解、炭酸脱水酵素等の各種酵素やタンパク等に含ま
れている。　Martinら1)は 、アラスカ湾、赤道太平洋、南極海な
どのHNLC　 (High　Nutrient　and　bow　Chlorophyll)海 域では、
微量のFeが 植物プランクトンの成長を制限していることを示し
た。欧米の研究グループによる赤道太平洋 ・南極海での鉄散布
実験の結果、鉄散布により大型植物プランクトンが増殖するこ
とが見いだされた。　TakedaZは 、南極海、亜寒帯北太平洋、赤
道太平洋のFe欠 乏海水へのFe添 加実験から、Fe制 限はケイ
藻の栄養塩の取り込み比Si:N,　Si:Pに も影響を与えることを示
した。また、　More1ら3はZnの 不足が海洋生物生産を制限する
というZn仮 説を提唱しており、　Fujishimaら4)は 亜寒帯北太平
洋及びベーリング海ではFe及 びZnが 植物プランクトンの生産
の制限因子となりうることを示した。
最大のHNLC海 域である南極海における微量金属の挙動を明
らかにすることは極めて重要である。近年、高感度な検出法と
低汚染分析法が開発され、南極海における微量金属の研究が増
加してきている。　Sohrinら5)は 、1994/1995年 の観測で南極海
140°E上 における置換活性な鉄の分布を明らかにし、その海洋
生態系への影響を議論している。しかしながら、海水中のFeは
生物活動と深 く関わっているため空間のみならず時間的にも変
動している可能性がある。また、海水中のFeの 化学形もよく分
かっていない。海洋における鉄の挙動に関してより確からしい
知見を得るためには時間的および空間的変動を詳細に明らかに
することが重要であり、また、分析的に定義される置換活性な
Feと 溶存態Feの 挙動の違いについても調べる必要がある。生
物にとって必須な鉄以外の微量金属に関しても十分に研究する
必要がある。本研究では、東経140° 線上において、　Feを 始め
とする微量元素の分布の季節変動を明らかにし、また、微量金
属の存在状態(ス ペシエーション)も 検討する。
オース トラリアの専用観測船オーロラ ・オース トラリス号
(AuroraV3,2001年11月 一12月)、 東京大学海洋研究所白鳳丸
(KH-Ol-3,2002年1月)及 びニュージーランドの専用観測船
タンガロア号 σARE43,2002年2月 一3月)の3研 究航海を利
用して140°E上 の47°S-67°Sの 微量金属の観測を実施した(図
1)。 ほとんど全ての海水試料の採取には酸で洗浄したX－ ニス
キン採水器を用い、採水器はCTDカ ローセルシステムに搭載も
しくはケプラーワイヤーに直付けして用いた。KH-01-3次 航海
では、表面海水をペリスタルティックポンプで採取したが、接
水部分は酸洗浄により十分清浄化した後に使用 した。採取量500
mlの うち250mlは できる限り迅速に簡易クリーンボックス内
に設置した濾過系を用いて窒素加圧により濾過した。濾過及び
未濾過試料 は、簡易ク リーー ン プース内 にて 高純 度塩酸
σAMAPURE　 AA-10)の 添加によりpH　2に 調整し保存した。
試料は研究室に持ち帰り、含フッ素メタルアルコキシドガラス
に8一 ヒドロキシキノリンを修飾 したMAF-8HQ充 填カラムに
よる脱塩 ・濃縮を経て目的元素を抽出しICP－ 質量分析装置で定
量した。
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図12001-2002年の観 測点 。Stationl-11、Stn.12-20(KH)
及 びP4,　 P7　 (Aurora)は 、それ ぞ れJARE43航 海 、 白鳳 丸KH-
03-1次 航海 及 びAurora　 V3の 航 海 にお け る観測 点 を表 す 。 図
中 の直線 はJARFA3に お け る航路 を表 して い る。
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海色衛星から見た専用船海域のクロロフィル α濃度および海氷分布
Chlorophyll　 a　concentration　 and　 sea　 ice　distribution
at　Target　 Area　 C　(60-67　 °S,　140　 °E,　off　Terre　 Adelie)
inAntarcticOceanfromsatelliteoceancolorimage
平 言睾 享 、工 藤 栄(国 立 極 地 研 究 所)
Tbru　HIRAWAKE　 and　Sakae　 KUDOH　 (National　 Institute　of　Polar　Research)
Chlorophyll　 a　concentration　 (Chl　 のand　 sea　 ice　 distribution　 off　Terre　 Adelie,
Antarctica　 (Research　 Target　 Area　 C　 of　the　 program　 'JARE　 next　 STAGE)　 during
October　 2001　 -　March　 2002　 were　 analyzed　 using　 Orbview-2　 SeaWiFS　 (Sea　 viewing
Wide　 Field-of-view　 Sensor)　 data　 that　 were　 received　 on　 icebreaker　 Shirase　 and　 at
McMurdo　 Station。 　 Chl　 a　was　 higher　 in　10-30　 NM　 north　 from　 sea　 ice　edge　 during
October　 to　the　middle　 of　November　 and　 it　started　 to　increase　 in　water　 near　 the　continent
with　 rapid　 decay　 of　 sea　 ice.　 At　 the　 end　 of　 December,　 the　 sea　 ice　 disappeared
completely　 in　the　 observed　 area,　 and　 several　 extremely　 high　 concentration　 patches　 of
Chl　 a　appeared　 in　coastal　 regions,　 especially　 near　 glaciers.　 These　 high　 phytoplankton
biomass　 seems　 to　extend　 to　northward　 concomitantly　 with　 several　 eddies　 occurred　 at
63-64°Sand65°S.
　 　 Comparison　 with　 in-situ　 data　 and　 latest　SeaWiFS　 data　toward　 the　neXt　 cruises　 will
be　also　presented.
2001年10月 から2002年3月 にかけてのSeaWiFSデ ータを使用し、　Terre　Adelie
沖(JARE　 next　STAGE　 C海 域)に おけるクロロフィルa濃 度と海氷分布を解析した。
SeaWiFSデ ータは砕氷臆しらせおよび米国マクマード基地で受信したものである。10
月から11月 中旬まで、クロロフィルa濃 度は海氷縁の数十マイル北側で高い値を示し、
海氷の急速な後退に伴って大陸近くで増加した。12月 の終わりには海氷は姿を消し、
沿岸付近、特に氷河の先において高濃度のブルームが観察された。この高濃度の植
物プランクトンは北へ拡散し、南緯63～64° および65° において、いくつかの連なっ
た渦状に分布していた。
当 日は現場 デ ータと衛 星デ ータとの比較 および 、次の観 測 に向け、最 近の
SeaWiFS画 像による当海域のクロロフィル α濃度および海氷分布を紹介する予定であ
る。
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衛 星 か ら見 た2001年2月 ～2002年1月 、 リュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 沖 に お け る
ク ロ ロ フ ィル 分 布 と氷 縁 との 関 係
　　　　The　 relationship　 between　 distribution　 of　chlorophyll　 a　and　 the　sea　ice　edge
off　the　Lutzow-Holm　 Bay　 during　 February　 2001　 to　January　 2002　 using　 satellite　 images
荒 井頼 子(総 研 大 ・　RESTEC)平 言睾 享(極 地 研)小 達 恒 夫(極 地 研)福 地 光 男(極 地 研)
　　　　　　　　　 Ybriko　 ARAI(Grad.　 Univ.　 Advanced　 Studies,　 RESTEC),
　 　 　 　 　 　 Tbru　 HIRAWAKE　 Tsuneo　 ODATE,　 Mitsuo　 FUKUCHI(NIPR)
　 　 The　 distribution　 of　chlorophyll　 a　(Chl　 a)　and　 the　 sea　 ice　 edge　 off　 the　 Lutzow-Holm　Bay
were　 analyzed　 using　 the　 g.atellite　 images　 during　 February　 2001　 to　 January　 2002.　 Chl　 a
images　 of　SeaWiFS　 (Sea-viewing　 Wide　 Field　 -of　-View　 Sensor)　 and　 the　 sea　 ice　 edge　 product
published　 by　 NIC　 (The　 National　 Ice　 Center)　 were　 used　 fbr　 the　 analysis.
　 　 The　 sea　 ice　 edge　 moved　 to　northward　 during　 April-September,　and　 was　 located　 near　 the
56° 　 S　 early　 in　 October.　 The　 sea　 ice　 edge　 moved　 to　 southward　 slowly　 a丘1,er　 that　 and
approached　 the　 coast　 rapidly　 in　December-January.　High　 concentration　 of　 Chl　 a　more　 than
O.25mg　 m-3　 was　 observed　 during　 February-March　and　 November-January・　It　al)peared　 at　 10
degree　 north　 or　more　 away　 from　 the　 sea　 ice　edge　 and　 near　 the　 coast　 during　 Fel)ruary-March,
andsdegree　 north　 or　more　 away　 from　 the　 sea　 ice　edge　 and　 between　 the　 coast　 and　 the　 ice　edge
during　 November-January.　Most　 high　 concentration　 of　Chl　 a　was　 not　 observed　 within　 the
shift　 of　the　 sea　 ice　 edge　 except　 on　 the　 coast.
　 　 These　 results　 suggest　 that　 there　 was　 hardly　 any　 blooming　 and　 the　 relationship　 between
distribution　 of　Chl　 a　and　 movement　 of　the　 sea　 ice　edge　 was　 not　 strong　 within　 the　 shift　 of　the
sea　 ice　edge.
2001年2月 か ら2002年1月 の衛 星 デー タを川 いて、リュ ヅ ォホル ム湾 沖 にお け る ク ロロ フ ィ
ルa(Chla)と 氷縁 の分 布 につ いて調 べ た。Chlaと 氷縁 は それ ぞれSeaWiFS　 (Sea-viewingWi(le
Field　-of　-View　Sensor)　 とNIC(The　 National　 lc(、　Center)デ ー タ を用 い た。
氷縁 は4～9月 に北 一一ヒし、10月 上 旬 には56°S近 くに位 置 した。その後 ゆ っ くりと南 下 し、12
～1月 に急激 に沿 岸 に接近 した。0.25mgm'3ク 以上 の高 いChla濃 度 が2～3月 に氷縁 か ら10°
以上 北方 と沿 岸域 で、ll～1月 には 氷縁 か ら5° 以上 北 方 お よび氷 縁 と沿 岸 の 間で観 測 され た。
沿岸 域 を除 く氷 縁移 動 内 におい て は、 高いChla濃 度 は ほ とん ど観 測 され な か っ た。
本 研究 の 結果 、氷縁 の移 動 範 囲内 におい て、 グル ー ミング はほ とん ど見 られ ず、 ク ロロ フ ィル
a分 布 と氷縁 移 動 の関係 は 強 くな い こ とが 示唆 され た。
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2002年 南大洋イン ド洋区における珪藻群集の季節的お よび地理的変動
Seasonal　 and　 spatial　 variability　 of　diatom　 assemblages　 in　 the　 Indian　 Sector　 of　the　 Southern　 Ocean
in2002.
五味泰史(東 北大 ・院 ・農)、 岩舘 由美(石 巻専修大)、 平課享(極 地研)、 谷 口旭(東 北大 ・院 ・農)
Y.　Gomi　 (Tohoku　 Univ.),　 Y.　Iwadate　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 T.　Hirawake　 (NIPR)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 and　 A.　Taniguchi　 (Tohoku　 Univ.)
Seasonal　 variability　 of　phytoplankton　assemblage　 in　offshore　 region　 has　 not　 been　 revealed　 well
because　 of　difficulty　 in　 periodically　 repeated　 researchs.　 During　 the　 period　 from　 January　 to　March,
2002,　 a　 time　 serial　 samples　 of　 the　 diatom　 assemblage　 was　 obtained　 by　 three　 cruises　 along　 a
longitudinal　 line　 on　 140° 　E　in　the　 Indian　 Sec加r　 of　the　 Southern　 Ocean.　 This　 paper　 reports　 5easonal
variation　 in　 species　 composition　 and　 abundance　 of　 the　 assemblages.　 Spatial　 variability　 of　 the
assemblage　 in　February　 was　 also　 analyzed.
　 At　 the　 stations　 located　 at　 61° 　S　 and　 64° 　S,　total　 diatpm　 abundance　 decreased　 from　 January　 to
March.　 Species　 composition　 was　 diffbrent　 between　 both　 stations　 in　January　 but　 became　 similar　 in
February　 and　 March　 due　 to　 modi丘cation　 of　 the　 composition　 occured　 at　 64° 　 S.　 In　 Ja皿ary,
Pseu∂ か'nitzschia.ρro必 η騨Zoノ 施8andノ?ragilari'Oρsis　spp.　 dominated　 at　 64° 　S.　Then　 dominance　 of　P.
pro}ongatoides　 decreased　 markedNy㎜{1　domimancXes　 o{　Fragilariopsis　 kerguelensis,　 Fragilariopsis
spp.　 and　 Centric　 diatoms　 increased　 in　February　 and　 March　 at　64° 　S.
In　 south　 of　 Polar　 Front　 in　 February,　 total　 diatρm　 abundance　 tended　 to　increase　 with　 latitude,
attaining　 the　 longitudinal　 maximum　 in　6.1　×　105　 cellsll　 at　the　 southernmost　 station　 (St.　8;　66° 　 15'　S).
Fragilari'ρ ρ甜 冶spp.　 were　 predominant　 at　 almost　 all　 stations,　 except　 St.　 2　 (61° 　 45'　 S)　 where　 F.
kθrgαelensis　 was　 the　 most　 abundant　 species.　 In　 addition　 to　Fragi}ari'ρ ρ甜 言spp.,　 P.　prolongatoides,
Pseud∂ 一刀ノtzschia　 spp.　 and　 centric　 diatom　 such　 as　 Chaθtocθros　 dichaeta　 and　 O刀eglectuswerealso
dominantatSt.8.
　 Relation　 of　 these　 seasonal　 and　 spatial　 variability　 to　 variability　 of　 water　 mass　 and
physico・chemical　 environment　 is　also　 discussed.
南大 洋外 洋域 で は、基 地 のあ る沿岸 域 と異 な り定 期的 な調 査 が困難 な ため、植 物 プラ ンク トン群 集 の
季節 的変 動は詳 し くわか って い ない 。2002年 には 南大 洋 イ ン ド洋 区140°E上 で複 数観 測船 に よる時系
列観 測 が 行わ れ たので 、 その 試料 を用い て珪 藻群 集の経 時 変 動 を解 析 す るこ と と した。 また、2月 に行
わ れ たTangaroa航 海 で得 られ た試料 は、南 大 洋 にお け る珪 藻群 集の地 理 的変 動の解析 に も用 い る こ と
と した。
「白鳳 丸」、　「Tangaroa」 　お よび 「しらせ 」の三航 海 に共 通 す る61°Sお よび64°Sの 両鶴測 点 に お
い て、全 珪藻 細胞 数 は1月 か ら3月 にか け て単調 に減少 して い た。61°Sで は1月 か ら3月 の間で 種組
成 に大 きな変 動 はみ られ な か っ た。 一一方、64°Sで は1月 と2、3月 で種 組成 が大 き く異 な り、1月 は
Psθudo-nitzschia　 、ρrolongatoidθsお よ び　Fragilariopsis　 spp.　 が 優 占 して い た が 、2、3月 はP.
prolongatoidesの 優 占率 が 非 常 に小 さ くな り、代わ りにFragilariopsiskθrgUθlensis,　 Fragilarioρsis
spp.お よび 中心 目珪 藻 の優 占率 が高 くな った 。
2月 の極 前 線 以南 の 表面水 にお いて 、全 珪藻 細胞 数は 緯度 と ともに多 くな る傾 向がみ られ、 最 南の 測
点 で あ るSt.8(66°15'S)に お い て6.1×105cellsllで あ った。ほ とん どの 測点 にお いてFragilari'ρ ρ曲
spp.　が高 い優 占率 を示 したが、61°45'Sの 測点(St.2)で は、　F.　kerguelensisが 最 も優 占 し、St.8
ではChaetocθros　 dichaeta,　 C.　nθglθctus,　P.　pro}ongatoidesお よびPseudo　 -'nitzschia　spp.も 比較 的高 い
割合 を 占めた 。
この よ うな 変動 を水 塊 配置 や 海 洋環 境 の地 理的 お よび季 節 的変 動 との関 連 の下で 解析 す る。
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2001-2002年 夏 季 南 極 海 氷 縁 部 に お け る植 物 プ ラ ン ク トン ブ ル ー ム
Phytoplankton　 bloom　 in　ice　edge　 area8　 0f　the　Antarctic　 Sea　 in　the　 austral　 summer
of2001-2002
三木 周 ・東京大学大学院農学生命科学研究科
武田 重信 ・東京大学大学院農学生命科学研究科
古谷 研 ・東京大学大学院農学生命科学研究科
　 Meguru　 MIKI　 Graduate　 School　 of　Agricultural　 and　 Life　Science8,　 The　 Universityof　 Tokyo
Shigenobu　 TAKEDA　 Graduate　 School　 of　Agr　icultural　 and　 Ldire　Science8,　 TheUniver8ity　 of　Tbkyo
　 Ken　 FURUYA　 Graduate　 School　 of　AgricUltural　 and　 Life　Science8,　 The　 University　 ofTbkyo
Spatio・temporal　 variation8　 in　phyセ)plankton　 compo8ition　 wa8　 investigated　 with　 relation　 to
vertical　 8tability　 of　water　 column　 near　 ice・edge　 during　 summer.　 We　 conducted　 8urvey8　 0n　the
tran8ect　 along　 140°E　 from　 ice　edge　 area　 to　of島hore　 in　the　 Antarctic　 Sea　 in　January　 and
February　 2002.　 Marker　 pigment8　 were　 u8ed　 lbr　 analysiS　 of　clas8-8pec遁c　 algal　 compo8itio江
－Seven　 groups　 were　 identified。　 diatoms,　 hapto3s(typi丘ed　 by　 coccolithophorid8),
hapto48(including　 Phae㏄y8由antarctica)(Jef丘ey　and　 Wright,　 1994),　 dino且agelate8,
pra8inophyte8,　 chlorophytes,　 cryptophytes.　 The　 dominant　 groups　 were　 diatoms,　 hapto38,
hapto4s.　 Weobservedbloomof(五atom8　and　 hapto38　 at　ice　edge　 area　 with　 enhanced　 vertical
8tal)ility.　 Difference　 of　mixing　 layer　 po8ition　 and　 vertica1　 8tability>were　 con8idered　 to　be
importantin　 the　8patio-temporal　 (listribution　 of　diatoms,　 hapto38　 and　 hapto48.
南極海氷縁部においては夏季 に珪藻、ハプ ト藻等の植物プ ランク トンが しば しばブ ルー ムを起
こす ことが知 られている。 その理 由の一つ として融氷 に伴 う低塩分水の 流れ込みによる表層
での顕著な成層化が考 えられて きた。 しか しなが ら氷縁域では春か ら秋にかけての植物 プラン
ク トン群集動 態 に関す る時系列的な観測は殆 ど行 われて こなかった。 また顕微鏡観察では同
定が 困難な一部のハプ ト藻やナ ノ、ピコ植物プランク トンの生物量が氷縁ブルーム期 間中 にど
のよ うに変動す るかについてはあま り知見が得 られていない。 そこで本研究で は、 これ らも
含 めた植物プランク トン群集全体の氷縁ブル ーム期 にお ける時空間変動 と水柱安定度 の関係 を
明 らかにす るた めに、光合成色素を指標 に した植 物プランク ト ン群集組成の解析手法を用い、
東経140° 線にそ った氷縁か ら沖合域 にかけての断面観 測を2002年1月 と2月 の2回 行 った。
観測は、海洋研究所 白鳳丸 「KHO1・3」航海Leg.2(2002年1月)及 びJARE43専 用観測船 「タ
ンガ ロア号」航海(2002年2,3月)に おい て、南大洋 の東経140° 線 上で、南緯57° か ら南緯
66.43°まで行った。 試水は、各 測点にて200メ ー トル以浅か ら10-12層 採取 し、懸濁態物質
をGF/Fグ ラスファイバーー フ ィル ター上に捕集 し、HPLCに て脂溶性光合成色素の分布 を得た。
得 られたクロロフ ィルa濃 度 を、指標色素 を基にCHEMTAXプ ログラム(Mackey　 et　aL,　1996)
を用いて各藻 類 グルー プに分配 し、各植物プランク トングループの空間分布 を得た。 両航海で
存在 が認 められたのは珪藻、主に円石藻か らなるハプ ト藻3型 、　Phaeocy8tiS　antarcticaを 含む
ハプ ト藻4型(Je缶ey　 and　Wright,　1994)、 渦鞭毛藻、プラシノ藻、緑藻、ク リプ ト藻であ り、
なかで も珪藻、ハプ ト藻3型 、ハプ ト藻4型 が卓越 していた。KHO1-3航 海 にお いては、氷
縁の南緯65° にてハプ ト藻3型 が最大で6.6ptgChla1'1、 南緯65.68° にて珪藻が最大で7.agChl
a}1と 、それぞれブルームが観察 された。 こ れ らの海域においてKHO1-3航 海時 には混合層
が南緯65°で約30m、 南緯65.68° で1m以 下 と浅かったが、JARE43航 海時 には密度躍層が70m
付近まで深化 してお り、珪藻 、ハプ ト藻3型 によるブルームは確認 され なかった。 また、
JARE43航 海時には氷縁の南緯66.43° にて珪藻が最大4.aj　gChl　a　M存 在 しブルー ムが確認 さ
れたが、 この時は明 瞭な密度躍層は確認できなかった。 ハプ ト藻4型 の分布 は南緯61・64°に
か けて混合 層の底部に極大を形成する傾向を示 したが、最大で0.5恥g　 Chla　1-1程度 であった。
このよ うに夏季の氷縁において混合層深度や水柱安定度の違いが、珪藻、ハ プ ト藻3型 、ハプ ト
藻4型 の時空間分布パ ター ンに影響 を及ぼ してい ると考え られる。
一29一
PM6
夏季南極海における植物プランクトンによる一次生産と環境要因の関係
The　 relationship　 between　 primary　 production　 of　phytoplankton　 community　 and
　 　 　 　 environmental　 factors　 during　 summer　 in　the　 Antarctic　 Ocean
大 井信 明(創 価 大)、 工藤 栄(極 地研)、 青 木 茂(極 地研)　、　Sandric　Chee　Yew　Leong(創 価 大)、 山本真
也(創 価 大)、 田 口哲(創 価 大)
Nobuaki　 Ohi　 (Soka　 Univ.),　 Sakae　 Kudou　 (NIPR),　 Shigem　 Aoki　 (NIPR),　 Sandric　 Chee　 Yew　 Leong　 (Soka
Univ.),　 Shinya　 Yamamoto　 (Soka　 Univ.),　 Satoru　 Taguchi　 (Soka　 Univ.)
Highly　 variable　 primary　 production　 has　 been　 observed　 under　 high　 irradiance　 during　 summer　 in　the
Antarctic　 Ocean.　 In　general,　 primary　 production　 at　the　ice　edge　 is　higher　 than　 that　at　the　 open　 water.　 This
variability　 may　 be　 related　 with　 physical　 structure　 of　water　 column　 produced　 at　the　ice　edge.　 The　 aims　 of　this
study　 are　 (1)　to　examine　 the　 seasonal　 variability　 in　primary　 production　 at　the　 open　 water　 and　 the　marginal
ice　zone　 and　 (2)to　 determine　 the　effect　 of　physical　 structure　 produced　 at　the　ice　edge　 on　 the　variability　 in
primary　 production.　 In　 situ　 primary　 production　 was　 measured　 by　 13C　 method　 at　64°S,140°E　 (ice　 edge
station)　 and　 61°S,140(E　 (open　 water　 station)　 from　 December　 2001　 to　 February　 2002.　 Temperature,
salinity,　 nutrients　 (NO3,　 NO2,　 NHもSiO2,　 PO4),　 chlorophyll　 (Ch1)　 a　concentration　 and　 Photosynthetically
Available　 Radiation　 (PAR)　 were　 measured　 at　both　 stations.　 Mixed　 layer　 depth　 estimated　 from　 the　position
of　halocline　 was　 80m　 at　the　open　 water　 station　 and　 30m　 at　the　 ice　edge　 station　 in　January　 2002.　 Depth　 of
the　 euphotic　 zone　 was　 estimated　 as　45m　 at　the　open　 water　 station　 and　 27m　 at　the　ice　edge　 station　 in　January
2002.　 Chla　 concentrations　 were　 lower　 than　 O.2　 mgChl　 a/m3throughout　 the　 euphotic　 zone　 due　 to　deeper
su㎡ace　 mixed　 layer　 in　January　 2002.　 Primary　 production　 was　 also　 lower　 than　 lO　 mgC/m3/d　 at　the　 open
water　 station　 with　 little　 variability　 throughout　 the　 present　 study.　 At　 the　 ice　 edge　 station,　 Chl　 a
・・ncent・ati・n・ 　w・ ・e　high・ ・　th・n　2　mgChl　 a/m3　 i・　the　 euph・tic　 z・n・ 　in　J・nu・ry　 2002.　 Sea・ ・n・l　v・ri・bility
in　primary　 product{on　 was　 relatively　 high　 at　the　ice　 edge　 station.　 Maximum　 primary　 production　 was　 l93
mgC/m3/d　 whi・h　 w・ ・　30　 tim・ ・　high・ ・　th・n　th・　minim・m　 ・b・erv・d　 in　Decemb・r.　 Th・ ・ef・・e,　th・　p・e・ent
study　 may　 suggest　 that　 high　 variability　 in　the　 biomass　 and　 primary　 production　 of　ice　 edge　 phytoplankton
community　 may　 be　 induced　 due　 to　the　 formation　 of　the　 surface　 mixed　 layer　 by　 melting　 ice　Within　 the
euphotic　 zone.
南極海域では 日射量が極めて大きくなる夏季 に海洋の一次生産が高くなる。また、一次生産量は一般
的に夏季南極海では海氷付近で高く、外洋域で低くなることが知られている。夏季南極海 において、海氷
付近で一次生産 量が高くなる現象の季節変動と、その海洋構造 との関係を明らか にすることを目的とす
る。
調査は2001年12月 から2002年2.月 の期間に月1回 、海氷付近の64°S,140°Eと61°S,140°Eの定点
で行った。一次生産量の推定 には13C法 を用いた。環境要 因としては、水温、塩分、栄養塩(NO3,NO2,
NH4,　sio2,　Po4)　、　chh濃 度、光合成有効放射(PAR)を 測定した。
塩分躍層から、表層混合層の深度 は外洋域で80m、 海氷 付近で30mと 推定された。また、真光層 は、
外 洋域では深度45m以 浅、海氷付近では深度27m以 浅と推定された。外洋域では、Chla濃 度は1月 に
は0.2mgChla/m3以 下で、表層混合層 内ではほぼ一定であった。一次生産量は12月 、1月 、2.月とも
10mgC/m3/d以 下と、あまり季節変動を示さなかった。海氷付近では1月 にChlα 濃度は、2mgChla/m3
以上の高い値 を表層混合層 内で示した。一 次生産量も、193mgC/m3/dに 達する大規模な増加を示し、季
節 変動は30倍 の変動を示した。
以上のことより、融氷により、真光層内に表層混合層が形 成されるか否か によって、植物プランクトンの
現存量と一次生産量の変動がもたらされることが示唆された。
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夏季南大洋における植物プランク トン光合成光利用特性の時空間分布
Spatiotemporal　 pattem　 of　the　 photosynthetic　 parameters　 of　phytoplankton
　　　　　　　　　　　　　　　　 in　the　 Southern　 Ocean
吉川 尚 ・東京大学アジア生物資源環境研究センター
古谷 研 ・東京大学大学院農学生命科学研究科
■
Takashi　 YOSHIKAWA　・　Asian　 Natural　 Environmental　 Science　 Center,　 The　 University　 of　Tokyo
Ken　 FURUYA　 ・　Graduate　 School　 of　Agricultural　 and　 Life　 Sciences,　 The　 University　 of　Tokyo
　 　 To　 clarify　 how　 primary　 pr()duction　 is　controlled　 by　 many　 environmental　 factors　 in　the　S(}uthern　 Ocean,
spatiotemporalpattern()fthephotosyntheticparametersofphytoplanktonwereinvestigated.　Mcasuremen sof
photosynthetic　 parameters　 enable　 us　to　inquire　 the　relationships　 between　 each　 process　 of　ph()tosynthesis　 and　 the
factors.　 Also.　 they　 are　needed　 in　predicting　 primary　 production　 from　 remotely　 sensed　 ocean　 color　 information.
　 　 Field　 eXperimentS　 Were　 Carried　 OUt　 On　bOard　 R/V　 Tan8・arOa　 (JARE43)　 a10ng　 the　140　 E　tranSeCt　 dUring
February　 and　 March,　 2002.　 Photosynthetic　 rates　 were　 determined　 from　 uptake　 of　Hl4CO∫ 　with　 30　 min
incubationinaphotosynthetronunder221ightintensities.　Photosynthesis-lrradiance(P-E)parameterswere
derived　 by　 fitting　 with　 the　mathematical　 formula　 of　Platt　 et　a1.　(1980).
There　 were　 no　 Significant　 differences　 in　P*m、x,α'　 and　 Ek　between　 surface　 and　 1%　 light　 depth　 (p>0.05)　 .
This　 suggested　 that　 the　vertical　 mixing　 of　the　water　 column　 was　 strong　 and　 frequent　 enough　 to　prevent　 the
さ
population　 from　 adaptating　 to　the　ambient　 light　intensity.　 P　m。x　was　 within　 the　range　 of　previous　 reports　 in　the
SouthernOceanandlowcomparedwithlowormidlatitudes.　Whilethelightutilizationefficiencyatlowlight
ぴ
leve1,α,　 was　 not　so　low　 values.　 Ek　showed　 low　 values　 compared　 with　 other　 regi()ns.　 It　indicated　 that　 the
population　 adopted　 to　the　low　 light　level　 over　 the　water　 colu㎜.　 Relati()nshipsbetweentheseparametersand
the　environmental　 factors,　 such　 as　tem　 erature,　 nutrients　 and　 light　 intensit　 ,　will　be　shown　 and　 discussed.
南大洋において一次生産 が複数の環 境要 因によ りどの ように制御 されて い るの かを明 らか にする
ことを目的 と して、植物 プランク トン群集の光合成光利用特性 の時空間分布 につい て調べた。光合
成 光利用 特性 は、光合成 光曲線パ ラメー タや光吸収係数 と して得 られ、 これ らの測定 に よ り光 エ
ネルギー獲得 の諸過程 と環境要因の関係について解析 が可能 とな る。 また、光 合成光利用 特性 に関
す る知見は海色 リモー トセ ンシングか ら…次生産 を見積 も る際に必要であ る。
観測 は、　JARE43専 用観測船 「タ ンガロア 号」航 海(2002年2、3月)に 参 加 し、 東経140度 線 上
にて行 った。試水は、各測点の表層5m深 、相対光量1%層 か ら、 レバーア クシ ョン採水 器 または
ポ ンプ採水器 を用いて重金属類 に よる汚 染に留意 して採取 した。試料 を採 取後 、直 ちにフ ォ トシン
テ トロン内にて22段 階の光最下で30分 間培養 を行 い、14C重 炭酸塩の取 り込 み として光合成 速度 を
測定 した。得 られた結果 を強光 阻害 を考慮 したPlatt　 et　al,　(1980)の 回帰式 に 当ては め、 最大光合
成速度(P*max)、 立ち上が り勾配(α*)、 光飽和定 数(Ek)を 求 めた。
全体 として表層 と1%光 重層 で各 パラメータに有意な差はみ られず(p>0,05)、 水柱 の鉛 直混合 は
群集 が棲息深度 の光環境 へ適応 で きないほ ど、強 く頻 繁であ った と考 え られ た。P*m、、は これ まで南
極海 で報告 され た値 の範囲内であ り、 中 ・低緯度域 の もの よ り小 さいもので あ った。一方 、α*は、
特 に低い値 ではなか ったこ とか ら、低光量下 にお け る光合 成効率 は と くに低 下 していな か った。　Ek
は、他海域 に比べ て低 い値 とな り、水柱全体 で群集 が低光 量 に適応 してい るこ とが示 され た。発表
では、各パ ラメー タと水温、栄養塩、光強度 との関係 について検討 する。
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Biological and Optical Responses of the Marine Phytoplankton to Ultraviolet Radiation
-9--:,11)-  .-----,--  93:,  •  tgit  )'GA  -  H  H V
     Sandric Chee Yew  Leong', Mitsuo Fukuchi2 and Satoru  Taguchi' 
 (1Soka University, Faculty of Engineering; 2National Institute of Polar Research)
Seasonal stratospheric ozone depletion has become a predictable feature of the southern 
atmosphere particularly at the Antarctic region. Since the ozone layer serves as a primary 
protection against the biologically harmful UVB, the increased levels of UVB radiation may 
induce biological and ecological changes in the aquatic environment. The UV effects on 
primary productivity and optical properties of phytoplankton community in the Southern 
Ocean at different latitude were investigated in the present study. In general, phytoplankton 
exposed to only PAR had higher production rates than those exposed to PAR plus UVR. The 
relative inhibition rates of UVR on production ranged from 8 to 52%. Variations in 
productivity in response to the effects of natural UVR indicate differences in tolerance level. 
UVR also induced variability in the absorption properties of phytoplankton. 
Chlorophyll-specific absorption was high for  UVR exposed cultures particularly towards the 
shorter wavelengths. High absorption shows that a defense mechanism occurs in order to 
eliminate or reduce UVR exposure. The interaction between productivity and absorption 
may provide insights to understand and eventually to predict the  UVR effects on 
phytoplankton community in the Southern Ocean.
—32—
PM9
南 極 海 に お け る オ キ ア ミ幼 生 と か い あ し類 に 対 す る 太 陽 紫 外 線 の 影 響
Effect　 of　ultraviolet　 radiation　 on　survival　 of　krill　larvae　 and　 copepods　 in　Antarctic　 Ocean
伴 修 平(滋 賀 県 大)・ 大 井 信 明 ・　Sandric　 Leong　 ・田 口 哲(創 価 大)
Syuhei　 Ban　 (Univ.　 of　Shiga　 Pref.),　Nobuaki　 Ooi,　Sandric　 Leong,　 Satoru　 Taguchi　 (Soka　 Univ.)
Effect　 of　 ultraviolet　 radiation　 (UVR)　 on　 survival　 rate　 of　 Antarctic　 zool)lankton　 was
examined　 duringJARE43rd-R八7Tangaroa　Cruise　 in　2002.　 We　 investigated　 survival　 rate　 of
calyptopis　 larvae　 of　 Euphausia　 superba　 (Exp.1)　 and　 late　 copepo(lites　 of　 Calanoides　 and
Calanus　 (Exp.2)　 rearing　 in　quartz　 bottles　 with　 fbur　 treatments　 (i.e.　<400nm　 cut　 <313nm　 cut,
no　 filter　 and　 dark)　 on　 board.　 Average　 water　 temperatures　 were　 1.5　 and　 6.6清inExp.land2,
respectively　 Average　 intensities　 of　ultraviolet　 radiation　 were　 O.3,　 3.5,　 7.5,　 and　 lO.7オW/cm2
at305,320,340,and380nm,respectivelyinExp.1,andO.4,4.7,10.0,andl4.3オW/cm2,
respectively　 in　 Exl).2,　 In　 euphausid　 larvae,　 the　 survival　 rates　 decreased　 aft,er　 3　days　 from
start　 of　the　 experiment,　 being　 below　 50%　 at　 4　days　 in　 non　 filtered　 and　 <31:3nm　 cut　 bottles,
although　 most　 individuals　 could　 survive皿til　 the　 end　 of　the　 experiments　 in　dark　 and　 <400nm
cut　 bott}es.　 In　the　 large　 calanoi(l　 larvae,　 the　 same　 pattern　 of　survival　 curves　 were　 found　 as　 in
the　 euphausid　 larvae.　 These　 results　 and　 vertical　 profiles　 of　 UVR　 and　 zooplankton　 suggest
that　 not　 only　 UV-B　 but　 also　 UV-A　 affect　 the　 survival　 rate　 of　Antarctic　 zoc)plankton　 in　 the
upper　 layer　 above　 10-20m　 depth.
2002年2月 のJARE43タ ンガ ロア航海 にて、南極 海 の動物 プラ ン ク トン に対 す る太 陽 紫外 線 の
影響 を調 べ た。 実験 には ノルパ ックネ ッ ト(目 合 い、0.lmm)の 鉛 直 曳(<:300m)に て 採 集 し
た南極 オ キア ミ　(Euphausia　 superba)の カ リプ トピス 幼 生 「実験1」 、お よび僥 脚 類(Calanoides
+Calanus)　 「実験2」 を用 い、 異 な る4つ の処理 区を設 定 し た 。即 ち、1)UVAとUVBを遮 蔽
(<400nmcut)、2)UVBを遮 蔽(<313nmcut)、3)アル ミホイル で遮 光(dark)、4)無 処 理
(no　filt,er)。実験 個 体 は表 面海水 と共 に石 英瓶 に入 れ、上部 甲板 に設 置 した水 槽 にて イ ンキ ュベ
ー トした。 実験 期 間 中の 平均 水 温 は、 「実験1」 で].5□ 、「実験2」 で6.6□ で あ り、 日中の 平均
紫 外線 強度 は、 「実 験1」 では 、305、320、340お よび380nmで そ れ ぞれ0.3、3.5、7.5お よび
10.7オW!cm2、 「実 験2」 で は、0.4、4.7、10.0お よび143オW/cm2だった。 「実験1」 の カ
リ プ トピス幼 生 では、　no　田terと く313nm　 cutで 、 い ずれ も3日 目か ら生残 率が低 下 し始 め4
日目には50%を 下 回 り、7日 目 には 全て の 実験 個 体 が死 亡 した の に対 して 、　darkと く400nm　 cut
で は生 残 率は ほ とん ど減 少 せず 、7日 目で も60%以 上 が生 残 した。「実 験2」 の擁 脚 類で も同様
の結 果が 得 られ、　no　filter　で は 生残 率 は4日 目か ら急 激 に低下 し7日 目には10%を 下回 り、
<313nm　 cutで は2日 遅 れで 減 少 しは じめ7日 目には50%を 一ド回 った の に対 し、darkと く400nm
cutiで は ほ とん どが7日 目まで生 残 した 。 これ らの 結果 は、実 験 に用 い た動物 プ ラ ンク トンが い
ずれ も紫 外線 に対 して極 めて脆 弱 であ る こ とを示 し た。　UVBに よる 生物 へ の影 響は 良 く知 られ
てい るが、 ここではUVA領 域 で の紫 外 線照射 も生 残 率の低 下 に貢献 して い た。
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2002年 夏季南極海イン ド洋区における大 ・中型動物プランク トンの分布
と生物量一 タンガロア航海結果－
Distribution　 and　 abundance　 of　macro　 and　 meso　 zooplankton　 in　the
　 　 　 Indian　 sector　 of　the　 Southern　 Ocean,　 2002　 summer
-Results　 from　 Tangaroa　 cruise－
岡 信和(三 重大)・ 川 口 創(遠 洋水産研)・ 小達恒夫 ・福地光男(極 地研)・
谷村 篤(三 重大)
N.　 Oka　 (Me　 Univ.)・S.　 Kawaguchi　 (NRIFSF)・T.　Odate・
　 　 M.　 Fukuchi　 (NIPR)・A.　 Tanimura　 (Mie　 Univ.)
The　 distribution　 and　 biomass　 of　macro-　 and　 meso-　 zooplankton　 were　 investigated
in　the　 Indian　 Antarctic　 Ocean　 during　 the　 austral　 summer　 of　2002　 along　 140° 　E.
The　 main　 zooplankton　 were　 kri皿 　 (Euphausia　 superba)　 and　 salps　 (Salpa
thompsonl.)　 .　Kri皿 　 were　 found　 mainly　 in　 the　 most　 coastal　 area　 where
high-chlorophyll　 a　values　 were　 recorded.　 Salps　 occuerred　 higher　 biomass　 in　 the
oceanic　 area,　 where　 there　 were　 low　 chlorophyl　 a　concentrations.　The　 number　 of
kri皿ranged　 between　 O　 and　 852　 ind./1000¥　 and　 that　 of　salps　 was　 O　 and　 368
ind・/1000　 ¥　 ・　The　 average　 length　 of　the　 aggregate　 fbrm　 of　salps　 was　 larger　 in　the
coastal　 area,　 although　 the　 biggest　 specimen　 caught　 at　63° 　 15'S　 (St.4).　 There　 was　 a
tendency　 fbr　salps　 smaUer　 to　become　 going　 north.　 The　 pattern　 of　average　 length　 of
the　 solitary　 form　 salp　 was　 similarly　 to　the　 aggregate　 form　 with　 smaller　 specimen
more　 in　the　 northem　 area.
本調 査 は、2002年 夏 季 の2月13日 か ら3月2日 の 間、南極 海 イ ン ド洋 区 にお い て、
140°E上 の54°00'Sか ら66°26'Sの 間 に設 け られ た10測 点 で行 わ れ た 。標 本 は
RMT8ネ ヅ ト(目 合 い5mm)を 用 い て、0-200m層 を傾 斜 曳 き して採 集 され た。調 査
期 間 中 に得 られ た全 動 物 プ ラ ンク トン生 物 量 の うち、　Euphausia　 superba　 (オ キ ア ミ
目)(39.4%)とS勘a　 thompsoni　 (サル パ 目)(48.5%)で 全 体 の 約88%を 占め た。
その 他 、 端 脚 類(6.9%)、 カ イ ア シ類(2.2%)、 毛 顎 類(1.4%)等 が 出 現 した が、 こ
れ らの 出現 個 体 数 は 、　E.　superba、 　S.　thomρsoniに 比 べ て極 め て 少 な か っ た。
E.　superbaは 、ク ロ ロ フ ィルa濃 度 が高 い大 陸 に最 も近 い 点(St.8)で 、852ind./1000
¥出 現 した が、 その 他 の 測 点 で は ほ とん ど見 られ な か っ た。 出 現 したS.　thompsoni
の 大 部 分 は 、 連 鎖 固体 で あ っ た。 本 種 は、 大 陸 寄 りの2測 点 を除 く外 洋 域 の ク ロ ロ フ
ィルa濃 度 の低 い測 点 で広 く出現 し、 最大 で368ind./1000¥(St,2)が見 出 さ れ た。
S.　thompsoniの 連鎖 個 体 は 、63°S以 南 の 海 域 で 、 大 きい サ イ ズ の もの の 出現 割 合 が
高 く(3～4cm)、63°Sよ り北 方 で は、 よ り小 型(1～2cm)の 個 体 が優 占 した 。単 独 個
体 も また 、 連 鎖 個 体 同 様 、 大 陸 寄 りで 人型 サ イズ(>6cm)の もの が、 外 洋 域 で 小型 サ
イ ズ(〈6cn)の もの が 多 く出現 す る傾 向 を示 した。
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         Distribution and Feeding of Pelagic Chaetognaths 
                   in the Southern Ocean 
          Travis Johnson & Makoto Terazaki (ORI, Univ of Tokyo) 
The distribution and feeding of pelagic chaetognaths in the Southern Ocean was investigated during 
two cruises conducted during the austral summer of 1994-5 and 2001-2. The focus of the first cruise 
was the region of the Antarctic Divergence. Time series samples were collected by VMPS net at three 
stations: one north of the Antarctic Divergence, one within the divergence, and one south of it. The 
second cruise employed MTD and VMPS nets to track the submergence of the  chaetognath species 
Eukrohnia hamata on a north-south transect from the Antarctic to the equator. Additionally, further 
time series samples were collected during the second cruise by VMPS net in the region of the Antarctic 
Divergence and in the area north of it. 
The dominant species in  the Southern Ocean, in terms of abundance, was E. hamata. It was 
distributed through much of the upper  500m coming quite close to the surface at times. However, 
moving North, away from the continent, E. hamata sunk in the water column, reaching depths of 
 1000m or more and became less abundant. At the equator there appeared to  be a slight  upwelling–E. 
hamata rose a couple hundred meters in the water column. 
The other major species in the Southern Ocean were  Sagitta gazella, Sagitta marri, and Sagitta 
maxima. S. gazella was concentrated closer to the surface in water  100m or shallower. S. marri had a 
deeper distribution with peak abundance  often at  300m or deeper. S. maxima was distributed the 
deepest and was in very low abundance in waters above  500m. 
Feeding studies were limited to E. hamata because it was the dominant species of the  four. The main 
prey item appeared to be copepods,  but often times the gut contents were too digested to identify. 
Usually only a single prey item was remaining in the gut; multiple prey were rare. Chaetognaths 
containing prey made up a small fraction of the overall chaetognath population, so overall feeding 
activity was considered to be low. Furthermore, no discernible pattern was found in feeding activity 
during a 24 hour period.
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夏 季 の 南 極 海 季 節 的 海 氷 域 の 有 光 層 に お け る 粒 子 フ ラ ッ ク ス の 変 動
　 Variability　 of　particle　 flux　in　the　euphotic　 zone　 of　Ske　AntarCtic
　 　 　 　 　 　 seasonally　 ice・covered　 zone　 in　summer　 2002.
岩 舘 由 美(石 巻 専 修 大),佐 々 木 津(石 巻 専 修 大),鈴 木 英 勝(石 巻 専 修 大),
工 藤 栄(極 地 研),福 地 光 男(極 地 研)
　　 　 Y.　Iwadate　 (Senshu　 Univ.　Ishinomaki),　 H.　Sasaki　(Senshu　 Univ.　Ishinomaki),
　 　 　 H.　Suzuki　 (Senshu　 Univ.　Ishinomaki),　 S.　Kudoh　 (NIPR),　 M.　Fukuchi　 (NIPR)
Fluxes　 of　 POC　 all(j　b{oge11{c　 comp()豆1ellt～ 　(ph'ytoplanirt◎11　 ftlya　fec:al　 pel且e宣s)　 were　 measured　 using　 drifting
sediment　 traps　 to　identify　 factors　 controlling　 spatial　 and　 temporal　 variation　 in　biological　 production　 aiicS　expor{
pro{::㈱ses　 in　 the　 euphotic　 zone　 of　 Antarctic　 seasonally　 ice-covered　 zone　 (S{Z).　 The　 surface　 dri負ing　 buoy　 with
traps　 was　 deployed　 at斌ese・f61(:S、140°E,6(1°S、140cEa三1d　66° 　 S,　 140° 　 E　 in　January　 and　 February
2002.　 Five　 sediment　 traps　 were　 suspended　 at　 20,　 40,　 70,　 100　 and　 200m　 depths　 for　 24hs.　 The　 maximum
particulate　 organic　 carbon　 (POC)　 flux三E)言heu皇 塑er　 200m　 wa}e】'　 c(、iumE】 　i.rt　.Jamuayy　 was　 70.9mgC　 m-2d-1　 at　61°
S　in　ice　 free　 waters,　 and　 the　 flux　 in　 February　 increased　 to　 167.4mgC　 m-2d-1　 at　66° 　 S豆oca【ed　 closeω 乏he　ice
edge.　 Spatia豆variabilily　iB　the童hεx　 di(S　 n(黛(:OfTC≒spon{i　 ti}　th3t　 {)f手}rilnary　 pr("玉u(:ti()B　 represellted　 k:・y　sa∫ 重race..
{)}三10夏二{}互)11Lyll　st三ヨ1且(1三1【ig　slo(:皇9-s　iIi　Siz_　 lt　sliggeslsミ 圭1e　iIEII[二:d"i'ta三:ヒ(:e()量二]F}h・ysica旦(:()i1(三 」[ti()1三三～(icec{}、/erξ ミge)a三 〕L(垂t_h・e
(:()mposiii{)il・s　 ol"　p互a且lkl()斑co関 脇nls　 (Ph卿piarlktりn　alx≡　her|}iv1)期is　 zo(・ 幽 且iktoa)ほ}ξ 油 。f　w}ddl　 affe¢1　 t}且e
exPOf1銀D(　 iEi　surf3ceねyefS,
夏季 の 南極 海氷縁 域 は 生物:{手三座 が1:署 する ことが知 られて い るが.、海 氷の 分布'が不連 続で あlfL;、　時
間 と共 に南 方に 移動 す るため、 季 節 的海氷 域 全域 の」主物 生産 お よび それ らの輸 送過 程 も時空 濯約 に 一ー一
様 で は ない。 季節 的海 氷域 にお け る物 質輸 送過程 を観 測 す るため 、2002年1月(自 風鬼)、2月(タ
ンガ ロア)の 航 海 にお いて 、140°E線 一上に沿 って61°S,64°S,66°Sの 各 測点 で表層200m以 浅 の水
柱 に5層 のセ デ ィメ ン トトラ ップ(20,40,70,100,200m)を係留 し沈 降粒 子 の採集 を行 った。1月 の
最 大POCフ ラ ックスは 氷縁 よ り離 れ た61°Sで70.9mgCm-2d-1、2月では 氷縁 の66°Sで167.4mgC
m-2d-1に 増 加 してい る。 しか し季 節 的海 氷域 にお け るフ ラ ヅクスの 空 間変動 は、表層 の クロ ロフ ィル
現 存量 を指標 と した基 礎 生産 量 と必 ず しも一 致 しなか っ た。つ ま り基 礎生 産の 上昇 が ノ ラックス の 上
昇 に 単純 には対 応 して いな い。 これ は表層 で 移 出 フラ ヅクス に影 響 を与 え る、 海氷分 布 な どの物 理的
条 件 や慧 次 生巌 を担 う浮遊 生物 群 集 の縄 成 の違 い を反映Lttて い る もの と考 え られ る。
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2001・2002年 の南極 海 の季節 的海 氷域 表 層 にお け る
Th.234か ら推定 す るPOCエ クス ポー トフ ラ ックス につ いて
The　 POC　 export　 fluxes　 estimated　 from　 Th-234　 in　the　 SeasonaRly
Ice-covere《1　 Zone　 of　the　Antarctic　 Ocean　 during　 2001　 to　2002・
青野辰雄(放 医研)、山田正俊(放 医研)、岩舘由美(石 巻専修大)、
佐々木洋(石 巻専修大)、福地光男(極 地研)
T.　Aono　 (NIRS),　 M.　Yamada　 (NIRS),　 Y　 Iwadate　 (Senshu　 Univ.　 lshinomaki),
　 　 　 　 H.　Sasaki　 (Senshu　 Univ.　 Ishinomaki),　 M.　 Fukuchi　 (NIPR)
Th-234　 (tl/2=　 24.1　 day)　 was　 used　 as　 a　tracer　 to　investigate　 the　 scavenging　 and　 expρrUluxesof
particle　 transport　 processes　 in　thc　 surface　 ocean.　 The　 export　 nuxes.of　 POC　 were　 estlmated　 fromTh
-234　 in　the　 Seasonally　 Ice-covered　 Zone　 ofthe　 Antarctic　 Ocean　 durlng　 2001　 to　2002.　 Scawater　 and
settling　 particle　 samplcs　 werc　 takcn　 from　 the　 surface　 to　thc　 dcpth　 ()f　Zoom.　 Measured　 POC　 export
fluxes　 in　the　 depth　 of　 200　 m　 wcre　 from　 45　 to　62　 mgqm2/day　and　 cstlmate 鷹xport　fluxes　 of　 POC
踪縞 織ξ3漂}t鵬惚 玉:n。鵠8言b、1欄 蠕 」魁、t蠕蠕e識 蠕
communities　 in　the　 surface　 watcr　 column.
天 然放 射 性 核 種 である234Th(半 減 期24.1日)は 、海 水 には難 溶 性 で 、粒 子 に対 して吸 着 性 が
高 い特 徴 を持 つ 。これ を利 用 して、214Th除 去 フラックスと粒 子 中のPOC/234Th比 か ら海 洋 表 層 に
お けるPOCエ クスポ ー トフラックスを間接 的 に推 定す ることがで きる。そこで 、2001/2002年 南 極 海
複 船 時 系 列観 測 にお いて、海 水 と沈 降 粒 子 中のTh-234濃 度 か ら南 極 海 の季 節 海 氷 域 の海 洋 表
層 にお けるPOCエ クスポー トフラックスの推 定 を行 った。2002年1月 の観 測 で は 南緯61度 、64
度 にお ける海 水 か ら求 めたTh-234除 去フラックスは 、各 々1964、1962dpm/m2/dayで あった。水
深200mに お いて採 取 した沈 降 粒 子 中 のPOC/Th比 は、各 々41、11μgC/dpmで あった。これ ら
により水 深200mに お けるTh-234か ら推 定す るPOCエ クスポー トフラックスは 、各 々80.8、22.6
mgC/m2/dayと なった。2002年2月 の結 果 と合 わ せ て、海 洋 表 層 に お けるPOCエ クスポー トフラ
ックスの変 動 につ いて発 表 を行 う。
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タンガロア ・南極海航海における大気エアロゾル粒子
長 田和 雄1・ 原 圭 一郎2・ 西 田 千 春1・ 三 浦 和 彦3・ 橋 田 元2
1:名 大 ・院 ・環 境 、2:極 地 研 、3:東 理 大 ・理
Atmospheric　 aerosol　 particles　 during　 a　Tangaroa　 voyage　 to　 the　 Antarctic　 Ocean.
　 K.　 Osada　 (Nagoya　 Univ.),　 K　 Hara　 (NIPR),　 C.　Nishita　 (Nagoya　 Univ.),　 K.　 Miura　 (Tokyo　 Univ.　 of
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Science),　 G.　 Hashida　 (NIPR)
　 　 Number-size　 distribution　 of　atmospheric　 aerosol　 particles　 were　 measured　 on　 the　 research　 vessel
"Tangaroa"during　a　 voyage　 from　 Hobart　 to　 the　 Antarctic　 Ocean　 along　 140° 　E
.　Atmospheric
concentrations　 of　 CN　 (condensation　 nuclei),　 03　 and　 other　 parameters　 were　 also　 measured.　 Most　 of
lower　 values　 (below　 -3)　 of　Junge'sβexponent　for　 O.1　 to　 O5　 ptm　 were　 observed　 under　 the　 specific
meteorological　 condition　 of　low　 (below　 85　 %)　 relative　 humidit)i.　 Number-size　 distributions　 of　Aitken
mode　 du血g　 such　 conditions　 showed　 bimodal　 shape,　 except　 for　one　 event　 at　the　 most　 southern　 station
(St.8).
【は じめ に】
海洋大気 中のエアロゾル粒子 は、質量でみ
れ ばスーパー ミク ロン領域 の海塩粒子 が大
半を占めるが、個数で見 るとサブ ミクロン領
域のエアロゾルが圧倒的に支配的である。こ
れ らのエア ロゾルは、雲の形成や物質循環の
担い手として関心 を持たれているが、サブミ
クロン粒子 が生成 して生長 ・熟成 して行 く過
程は良くわかっていない。 この報告では、人
為起源 物質 の影響 が ごく少な い南極海 にお
けるエ アロゾル粒子 の個数粒径分布やCN濃
度の観測結果 について、いくつかの特徴を述
べる。
【観測】 観測は、極地研究所がチャーター
したNIWAの 「タンガロア」(第43次 日本南極
地域観測隊)で 行った。エアロゾルの観測は、
2002年2月6日 のホバー ト出港時か ら開始 し、
3月6日 に帰港する前日まで継続 した。タンガ
ロアの航跡図を図一1に示す。試料大気取 り込
み 口をア ッパーデ ッキ左舷前端に取 り付 け、
機器 による測定はブリッジにて行 った。イン
レッ トか ら室内マニホール ドまでは7mで 、補
助ポ ンプ と観測用 の試料大気 とを合わせ る
と、室外か ら測器 まで約2秒 かか って いた こ
とになる。室内のマニホール ド内の温湿度を
モニター してお り、観測期 間の大半で相対湿
度は40%以 下に落ちていた。粒径分布 の測定
は、直径6nm程 度 か ら230nmま で を走査 型モ
ビ リテ ィ粒子 径測 定 器(SMPS:TSI-3025A+
3071A)で 、直径0.1pmか ら5μmま でを2台 の光
散乱式エアロゾルカウンター(RION:　 KC18と
KCOID)で 測定 した・この他、凝結核濃度(CN:
TSI-3025A)や オ ゾン濃度(1006AHI)も 観測
した。観測値は、船か らの汚染の影響を除 く
ため、10分間のCN濃 度の相対変動率が10%以
下の場合のみを用 いた。 また、観測 に支障 を
きたすよ うな悪天時 には欠測 とした。
【結果 と考 察 】 図一2に結 果 を時系 列 で示す 。
上 か ら順 に、観測 位 置(緯 度)と 視 程(Vis:
右軸 、値 が低 い ほ ど濃 霧 な どで 視程 が悪 い)、
エ ア ロゾル濃 度(値 の 高 い順 にCN、D>0.1、
>1.Opm濃 度)、0.3～2.Opm(KCOID)でのユ ン
ゲ 指数(β)、0.1～0.50pm(KC18)でのβ、相
対 湿度 と風速 で あ る。
CN濃 度 は、 ホバ ー ト出 港 直後 か ら1x103ヶ
/cm3以 下 の濃 度 で 、外 洋 で の最 大値(図 中の
↓)は 最 南 端 のSt-8(2月13日)で 観 測 され た
5100ヶ/cm3、 最 小値 は帰港 直前 の3月4日 に30
ヶ/cm3で 、 他 はお お よそ 数 百 ヶ/cm3の 濃度 で
あっ た。　CN濃 度 の 日変 化 に つ いて は、現地 時
間 の午 後 に 高 く夜 半 か ら午 前 ま で が 低 いケ
ー スが2例 あ り、図一3にSt-8で の様 子 を示 した 。
KC-01Dで 観 測 され たD>0.3～2.0μmの 範 囲
を両対 数 で 直線 近似 した βは、 濃 霧や 吹 雪 な
ど、視程 の悪 い条 件 下 で傾 きが著 し く急 にな
って いた 他 は 、 ほ ぼ一1.5程度 を示す ことが 多
か った 。 これ に対 して 、0.1～0.50pmの 範 囲
(KC-18)に お け るβは、値 の変 化 が大 きか っ
た。 特 に 、湿度 が85%以 下 で 風速 が 低 めな 時
には 、傾 き が急(-3～-4)に な る特徴 が 見 ら
れた(図 一2中の○ 囲 い)。
これ ら0.1pm付 近 の蓄 積 領 域 で傾 きが 急 な
場合 につ いて、SMPSとKC.18と か ら得 られ た
粒 径 分布 を図一4に示 す。 これ を見 る と、 黒丸
で示 した2月13日 の ケー ス を除 いて 、50-80nm
に谷 を持 つ よ うな2峰 分布 を示 して いた 。 こ
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れ らの事例 が得 られ た観 測地点 上空 の高度
500mか ら遡った後方流跡線解析の結果は、多
くの場 合 に1～4㎞ の高度か ら下 降 してきた
ことを示 して いた　(NOAA　 HYSPLIT.4に よ
る)。
発表では、このような特徴的な粒径分布 を
もた らす要因 について も考察 をすすめたい。
図一2観 測 結 果　 Vis:視 程 コー ド(右 軸 、+)、
RH:相 対湿 度(+)、WS:風 速(実 線)。 ↓は
最南 端St-8で 高CN濃 度 を示 す 。
Utv'　 1,ro 1v,
」 ＼y'
〆－
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図一1タ ンガ ロア航 跡 図。2002年2月6日 に
ホバ ー トを出港 し、 デ ュモ ンデ ュ ビル基 地 の
沖で 反 転 して3月6日 にホ バ ー トへ 帰港 。
図一3St-8で のCN濃 度 の 時 系列 変 化 。
???
図一4β の 値 が低 い時 のSMPS(実 線)とKC-18
(点 線)で 観測 した 粒 径分 布 。黒 丸 付 き の プ
ロ フ ァイ ルが 最 南端 の 観測 点St-8に お け る観
測例(2月13日 、6.7hUT)を 示 す。
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   Southern 
H. Marchant,
Ocean coccolithophorids: indicators of a changing ocean? 
A. McEldowney, A. Davidson (Australian Antarctic Division)
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The Antarctic Sea Ice Ecosystems
                         Igor A. Melnikov 
P.P. Shirshov Institute of Oceanology, Moscow, Russian Federation,  migor@online.ru
Abstract – Sea ice biota production during the austral winter in the extensive Antarctic sea ice zone is 
recently considered as an important contribution to the phytoplankton production in the Southern Ocean 
where sea-ice covers more than 80% of its surface. It is important to know the contribution of different 
types of the sea ice to biological production within pelagic and coastal ecosystems. The goal of this paper 
is to show the portion of the ice algal biomass (in terms of chlorophyll a and particulate organic carbon) 
in two different marine environment: (1) western part of the Weddell Sea (pelagic system) with the high 
concentration of one-year and two-year sea ice, and (2) the coastal region of Admirality Bay, King-
George  Isl., Antarctic Peninsula, with different types of the fast ice. It was shown that high chlorophyll a 
concentrations in a range of 20-50  4  g/1 testify to very intensive biological processes within the thickness 
of all types of the sea ice during the early austral winter in the pelagic system and in a range of  1500-
1800  u  g/I in the coastal zone, correspondingly. Both in the pelagic and coastal sea-ice zones the portion 
of organic carbon is sufficient more comparable to the underlying seawater. During the winter, a large 
amount of living and dead organic material are probably flown out from the sea ice thickness into the 
underlying sea water providing food sources to invertebrates associated with sea ice surface such as 
copepods, krill and fish larvae. These results indicate that sea ice algae developing during the austral 
winter in the Antarctic sea ice zone should be considered an important factor in future biological models 
of the Antarctic marine ecosystem.
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宇宙か ら見たべー リング海生態系の変化
一最近の衛星観測結果よ り－
Bering　 Sea　 Ecosystem　 observed　 from　 Space
-Recent　 Satellite　 Evidences－
齊藤 誠一
溝端 浩平
飯田 高大
笹岡 晃征
北海道大学大学院 水産科学研究科 資源計測学講座
北海道大学大学院 水産科学研究科 資源計測学講座
北海道大学大学院 水産科学研究科 資源計測学講座
宇宙開発事業団 地球観測研究センター
Sei-ichiSaitoh　GraduateSchoolofFisheriesSciences,HokkaidoUniversity
KoheiMizobata　 GraduateSchoolofFisheriesSciences,HokkaidoUniversity
Takahiro　 Iida　 Graduate　 School　 of　Fisheries　 Sciences,　 Hokkaido　 University
Kosei　 Sasaoka　 EarthObservationResearchCenter(EORC)/NASDA
　 　 Our　 objective　 is　to　demonstrate　 several　 topics　 on　 the　 recent　 satellite　 observation　 of　the　 Bering
Sea　 ecosystem　 using　 multi-sensor　 remote　 sensing・ 　We　 apPlied　 multi-sensor　 remote　 sensing　 data　 sets
including　 ocean　 color　 (OCTS　 and　 SeaWiFS),　 sea　 surface　 temperature　 (AVHRR),　 sea　 surface　 height
(TOPEX/Poseidon)　and　 sea　 ice　 (SSM/1)　 to　understand　 complexity　 of　Bering　 Sea　 ecosystem.　 We
attempt　 to　calculate　 primary　 productivity　 by　 VGPM　 Model　 (Behrenfeld　 and　 Falkowski,　 1997)　 using
satellite　 chlorophyll-a　 and　 SST　 data　 sets.
　 　 Major　 satellite　 evidences　 are　 as　fbllows:
(1)　 Coccolithophore　bloom　 dynamics　 during　 1997-2001
(2)　 Seasonal　 and　 interanual　 variability　 of　Bering　 Sea　 Eddies　 along　 the　 green　 belt
(3)　 East-west　 seesaw　 distribution　 of　phytoplankton　 biomass　 during　 1997-1998
　 　 Further　 discussion　 will　be　made　 on　the　spatial-temporal　 differences　 in　distribution　 patterns　 of　chl-a　 and
rimar　 roductivit　 ,　and　 their　controllin　 factor　 in　the　Berin　 Sea　 in　relation　 to　EN　 SO　 events.
本 研 究 の 目的 は、 マル チ セ ンサ ー を利 用 した衛 星 リモ ー トセ ン シ ン グ を用 い て最 近 解 析
たべ ー リン グ海 生 態 系 の い くつ か 特徴 的 な トピ ックス を紹 介 す る こ とで あ る。 マル チ セ ン
ー デ 一 夕 と して は 、 海 色 デ ー タ(OCTSお よびSeaWiFS)　 、　海 面 水 温 デ ー タ　(AVHRR)　 、　海 面
高 度 デ ー タ　(TOPEX/Poseidon)　 、　海 氷 分 布 デ ー タ(SSM/1)を 用 い た 。 さ らに、 海 面 温 度 、
ク ロ ロ フ ィルa濃 度 な どか ら基 礎 生 産 量 も算 出 して 用 い た。
大 きな トピ ックス は以 下 の3つ で あ る。
(1)1997年 一20001年 にお け る円石 藻類 ブル ー ムの 時 空 間 変 動
(2)ベ ー リン グ海 グ リー ンベル トに沿 った 中規 模 渦 の季 節 変 動 ・年 々 変動
(3)1997-1998年 に見 られ た春 季 ブル ー ム の東 西 シー ソー 現 象
発 表 時 に、 これ らの 現 象 の メ カ ニ ズ ムやENSOイ ベ ン トとの 関係 につ いて さ らに議 論 す る
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夏 期 の 東 部 ベ ー リ ン グ 海 に お け る植 物 プ ラ ン ク トン色 素 組 成 の
鉛 直 分 布
Vertical　 distribution　 of　phytoplankton　 pigments　 in　the　eastem
　　　　　　　　　　Bering　 Sea　in　summer
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Hiroshi　 Hattori　 (Hokkaido　 Tokai　 Univ.),　 Naoaki　 Uzuka　 (FORSGC,　 IARC),　 and
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The　 Bering　 Sea　 shelf　 area　 is　known　 to　be　 one　 of　 highest　 biological　 productive　 area　 in　the　 world.
This　 high　 production　 has　 been　 considered　 to　 be　 depending　 on　 the　 phytoplankton　production
particularly　 diatom　 species.　 However,　 coccolith　 bloom　 has　 been　 observed　 in　 the　 shelf　 area　 since
l997.　 Coccolith　 bloom　 in　the　 shelf　 area　 is　considered　 to　be　 indicating　 that　 the　 warming　 of　 the　 Bering
Sea,　 because　 coccolith　 is　mainly　 inhabiting　 in　the　 warm　 subtropical　 area.　 The　 aim　 of　 this　 study　 is　to
know　 the　 phytoplankton　 succession　 by　 analyzing　 the　 phytoplankton　 pigments.　 Samplings　 were
carried　 out　 by　 the　 Oshoro-maru　 cruise　 in　late　 July　 and　 by　 the　 Mirai　 cruise　 of　 late　 August　 in　 2001,
respectively　 from　 55　 to　59　 °N,　along　 the　 l66　 °W.　 The　 phytoplankton　 pigments　 were　 analyzed　 with　 a
HPLC.　 Chlorophyll　 a　concentration,　 representing　 phytoplankton　 biomass,　 in　July　 and　 August　 from
55　 to　 59　 (N,　 reveals　 that　 phytoplankton　 was　 accumulating　 in　 the　 subsu㎡ace　 layer　 of　 20　 m　 depth
reaching　 3.5　 ug　 LI　 in　 July,　 however,　 phytoplankton　 was　 not　 abundant　 in　 August,　 they　 only
inhabiting　 in　the　 surface　 layers.　 Fucoxanthin　 concentration,　 considered　 as　 diatom　 biomass,　 shows
.1
that　 diatoms　 were　 distributing　 in　the　 subsu㎡ace　 in　July　 with　 high　 concentration　 reaching　 l.7　 ug　 L
then　 decreasing　 to　 1/3-1/10　 1evel　 in　 August.　 Diatoms　 were　 dominant　 phytoplankton　 in　 July　 and
August　 because　 distributing　 pattems　 of　 chlorophyll　 a　 and　 this　 pigment　 are　 almost　 same.
19'-Hexanoyloxyfucoxanthin　representing　 coccolith　 standing　 crop　 was　 also　 abundant　 in　 the
subsurface　 in　July,　 however　 in　August,　 it　became　 l/10　 10wer　 than　 that　 in　July.　 Seasonal　 change　 in
the　 pigment　 composition　 between　 July　 and　 August　 will　 be　 discussed　 with　 the　 physical　 environmental
conditions.
ベ ー リング海陸棚域 は世界的 に見て も生物生産の高い海域である.こ の高い生産は主に
植物 プランク トン,特 に珪藻類 の生産 に依存 していると間がえられてい る.し か し,
1997年 以来,こ の海域 においても円石藻類の増殖が観察 されるようになって きた.円 石
藻類の主 な分布域 が亜熱帯海域 であることか ら,ベ ーリング海での円石藻類の増殖 は温
暖化 していることを示 しているかもしれない.本 研究 では植物 プランク トン色素組成の
季節変化 か ら,植 物 プランクトン群組成 の季節変化 を推定すること目的 とした.植 物色
素分析 にはHPLCを 用いた.植 物 プランク トン現存量の指標であるChl.aは7月 の20m
水深 に多 く,最 高35ugL1に 達 していたが,8月 には表層 に多い ものの濃度は低 くなっ
ていた.珪 藻類 の分布を表すFucoxanthinはChl.aと 同様な分布型 を示 し,7月 には亜表
層 で1.7ugL-1に 達 していたが,8月 にな ると1/3か ら1/10の 濃度 に減少 した.こ れ ら2
つの色素の分布型が類似 していたことから,植 物 プランク トンの中では珪藻類 が優 先 し
ていたと推定 できた.円 石藻類 の分布の指標 といわれる19LHexanoyloxyfucoxanthinは8
月 には表層 で多いものの,7月 になると約1/10程 度 にまで減少 していた.植 物色素組成
の季節変化 について,現 場の物理環境 と対応 させて論議 を行う.
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オホーツク海における春季ブルームの経年変化 と海氷分布 との関係
一衛星マルチ リモー トセ ンシングによるアプローチー
INTERANNUAL…1-NGBLOOMINTHEOKHOTSKSEAAND
　　　　　　　　　 THEIR　 RELATION　 TO　 SEA　ICE　])ISTRIBUTION
　 　　 　 ・APPROACH　 USING　 SATELLITE　 MULTI-SENSOR　 REMOTE　 SENSING・
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In　the　 seasonal　 ice　zone,　 there　 are　 three　 kinds　 of　spring　 bloom　 The　 first　type　 is　the　 `ice　edge　 bloomラthat
results　 from　 salinity-based　 water　 column　 stratification;　 the　 second　 type　 is　the　 `open　 water　 bloom'　 that　 results
from　 salmity-based　 water　 column　 stratification　 with　 increasing　 insolation;　 the　third　 type　 is　an　 `under-ice　 bloom'
without　 stratification.　 While　 the　 first　two　 types　 of　blooms　 can　 be　 readily　 identified　 from　 satellite　 imagery,　 the
latter　 type　 cannot　 be　 identified　 because　 of　high　 reflectance　 from　 the　ice　surface.　 Our　 obj㏄tive　 for　this　study　 is　to
understand　 the　 m㏄hanism　 of　interamual　 variability　 of　 ice　edge　 bloom　 and　 open　 water　 bloom　 in　the　 O㎞otsk
Sea,　 using　 multi-sensor　 remote　 sensing　 from　 1998　 to　2001.　 Satellite　 data　 sets　used　 for　our　 analysis　 were　 ocean
color　 and　 photosynthetically　 active　 radiation　 (PAR)　 (SeaWiFS),　 sea　 ice　 distribution　 (SSM/1)　 and　 sea　 surface
temperature　 (SST)　 (AVHRR).　 Primary　 production　 was　 calculated　 by　 Kameda　 and　 Ishizaka　 (2000)　 model　 using
satellite　 data　 of　ocean　 color,　 PAR　 and　 SST.
　　Our　 result　 are:
　 (1)Northwestshelf(NWS)tendedtooccuriceedgebloomdominantly,ontheotherhan40penwaterbloom
　 was　 dominant　 in　the　 central　 area　 (CA).　 Large　 year-to-year　 variability　 of　dominance　 of　 ice　edge　 bloom　 and
　 open　 water　 bloom　 showed　 in　the　 northeast　 shelf　 (NES)　 (ice　 edge　 bloom:　 1998,1999,　 0pen　 water　 bloom:
　 2000,2001)　 and　 the　southwest　 (SW)　 (ice　edge　 bloom:　 1999,2001,　 0pen　 water　 bloom:　 1998,2000).
(2)　 The　 timing　 of　sea　 ice　retreat　 is　most　 important　 factor　 and　 variation　 of　solar　 radiation　 is　s㏄ondly　 factor
　 for　the　occurrence　 of　ice　edge　 bloom　 and　 open　 water　 bloom.
(3)　In　the　 case　 when　 the　 area　 ice　edge　 bloom　 expan¢ 　chl-a　 concentration　 tend　 to　b㏄ome　 lager　 than　 that　 of
　 open　 water　 bloom,　 however　 it　does　 not　largely　 contribute　 to　the　increase　 of　primary　 production　 in　the　 regions
　 ofNWSandSW.
季 節 海 氷 域 の 春 季 ブ ル ー ム は 、① 海 氷 融解 に よ る塩 分成 層 内で 発 生 す る'ice　edge　bloom'、 ② 日射
量 増 加 に伴 う昇 温 に よ る成 層 内 で 発 生 す る'open　 water　bloom'、 ③ 海 氷 底 面 で 成 層 せ ず に発 生 す
る'under-ice　bloom'が あ る 。　'ice　edge　bloom'と'open　 water　bloom'は 衛 星 画 像 か ら同定 す る こ とが可 能 で
あ る が'under-ice　 bloom'は 海 氷 表 面 の高 反 射 率 の た め 衛 星 画 像 か らの 同定 は不 可 能 で あ る 。本 研 究の
目的 は衛 星 マ ル チ セ ンサ ー リモ ー トセ ンシ ング に よ り1998年 か ら2001年 の オホ ー ツ ク海 に お け る
iceedgebloomとopen　 water　bloomの 経 年 変化 とそ の メカ ニ ズ ム を明 らか にす る こと で あ る 。 マ ル チ セ
ンサ ー と して 海 色 デ ー タ 、 光 合 成 有 効 放 射 デ ー タ(SeaWiFS)、 海 氷 分 布 デ ー タ(SSM/1)、 海 面 水 温 デ
ー タ(AVHRR)を 用 い た。 さ らに ク ロ ロフ ィルa(chl-a)濃 度 、海 面 水 温 、光 合 成 有 効 放 射 を用 い て基 礎
生産 量 を算 出 した 。
解 析 に よ り以 下 の結 果 が得 られ た 。
(1)Iceedgebloomは 北 西 大 陸棚 域 で 最 も広 範 囲 に発 生 した 。 中 央部 で はopen　 water　bloomが 大 部 分 を
占 め た 。 両 ブ ル ー ム の 優 占 率 の経 年 変 化 が 大 き い地 域 は 北 東 大 陸 棚 域(ice　edge　優 占:1998,1999,
open　water優 占:2000,2001)と 南西 部(ice　edge優 占:1999,2001,0penwater優 占:1998,2000)で あ った 。
(2)Iceedgebloomの 発 生 に は 、海 氷 融解 時 期 の 影 響 が最 も大 き く、次 い で 日射 量 の影 響 が大 きい 。
(3)北 東 大 陸 棚 域 と南 西 部 に お い て 、　ice　edge　bloomの 発 生領 域 が 大 きい 年 の ほ うがchl-a濃 度 は高 濃
度 を示 す が 、基 礎 生産 量 の 差 は な く寄 与 は 小 さ い。
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2002年 根室海峡における流氷後退後のクロロフィルaの 分布
Distribution　 of　chlorophyll　 a　after　 sea　ice　retreated　 in　the　Nemuro　 Strait　 in　2002
清 水 幾 太 郎 ・宮 本 千 鶴 ・関 二 郎 ・斉 藤 寿 彦(さ け ・ま す 資 源 管 理 セ ン タ ー)
SHIMIZU,　 Iklltaro,　MIYAMOTO,　 Chizuru,　 SEKI,　 Jiro　and　SAITO,　 Toshihiko
　 　 　 　 　 　 　 　 　 (National　 Salmon　 Resources　 Center)
　 　 　 　 Our　 observation　 has　 been　 started　 off　coastal　 waters　 of　Matsunori,　 Rausu　 of　the　 Nemuo
Stmit　 since　 1998　 to　explain　 the　 rebtions　 between　 sea　 ice　and　 biological　 pmduction.　 The　 fbUowing
things　 became　 clear　 from　 the　observation.　 High　 concentmtion　 of　nutrient　 contained　 in　the　water
under　 sea　ice　The　 water　 that皿trient　 concentration　 was　 high　 reached　 a　coaSt　 before　 sea　ice　came
副ongside.　 Primary　 production　 increa　 eed　after　 sea　ice　ret岡ted.　 Salinity　 deci℃ased　 and　 pycnecline
was　 formed　 in　the耐 ㎜t画()d　 of　sea　ice.　Relevance　 was　 suggested　 in　the　 retrea"ime　 of　sea　ice
and　 size　of　primary　 pmduction.　 However,　 it　was　 Still　a　thing　 of　doubt　 whether　 primary　 production
b㏄ame　 high　 in　any　 time　 in　the耐reat　 period　 of　sea　 ice　 It　was　 di伍cult　 to　catch　 the　 time　 ofa
phytoplankton　 bloom　 precisely　 b㏄ause　 a酊nterval　 of　observation　 until　 now　 was　 once　 in　March
and　 April　 and　 two　 times　 after　 May　 in　a　month.　 Thus　 an　observation　 intervaR　 between　 the　end　 of
MarchandtheeariyMaythisyearwasshortenedtocatchthetimeofaphytoplankionbloom.
The　 observation　 times　 were血eofMarch20,A画1　9,　April　 16,　ApriR　 23,　May　 8,　May　 22,
June　 5,　」皿e　 26　and　 July　 17.　As　 a㎜ 脆,　dist曲ution　 of　chlorophy皿a　 has　 been　 observed　 fh)m　 the
coast　 to　the　offshore　 direction　 on　March　 20　when　 sea　ice　has　begun　 to　Ieave　 the　coast　 and　 the　eXtent
of　diStribution　 of　chlorophyll　 a　has　been　 observed　 vertically　 fn)m　 the　coast　 to　the　of舳ore　 on　April
9.　It　became　 clear　that　a　phytoplankion　 bloom　 was血nished　 on　April　 16　by　haVing　 remained　 in　local
distribution　 of　chlomphyllα.　 It　was　 suggested　 that　 primary　 pmduction　 was　 started　 at　the　 same
time　 as　sea　ice　had　 beg皿to耐reat　 and　 nasted　 for　approXimately山reeweekS.
海氷 と生物生産の関係 を明 らかにするため,1998年 か ら北海道根室海峡の羅臼町松 法沖(北緯43度
50-56分,東 経145度11-15分)で 観測 を開始 した.今 までの観測から①海氷直下の水には栄養塩が高 い
濃度で含 まれる,② 栄養塩濃度 が高い水は海氷が接岸す る前 に沿岸に到達 する,③ 一次生産 は海氷退行
後に高 くな る,④ 海氷退行期には塩分が低下 し密度躍 層が形成 され る,⑤ 海氷の退行時期 とその後 の一
次生産の大 きさには関連性 が示唆 された,と いうことが明らかになった.し か し,一 次生産 は海氷の退
行期の如何 なる時期に高 くなるのかについては依然 と疑問のままであった.そ の理 由は今 までの観測 が
3月,4月 に1同 ずつ,5月 以降になって月2回 の間隔であったため,グ ルーミングのタイミングを的確
に掴 むことが困難であったからである.そ こで本年は3月 下旬か ら5月 上旬 にかけて観測間隔 を短縮 し
てグルーミングの時期 を掴 む ことを主眼に行 った.
観測時期 は3月20日,4月9日 ・16日 ・23日,5月8日 ・22日,6月5日 ・26日,7月17日 の9回
である.そ の結果,ク ロロフィルaは 海氷が沿岸 から離れ始めた直後の3月20日 にはすでに沿岸域か
ら沖合域方向への分布 が見 られ,4月9日 になると沿岸か ら沖合域にかけての表層 から鉛直方向への分
布の広が りが見 られた.し か し,4月16日 には局所的な分布にとどまったことから,グ ル ーミングが収
束 したことが明 らかにな った.す なわち,一 次生産は海氷 が退 き始めた と同時に開始され3週 間ほ ど持
続する ことが示唆 された.
一45一
PM21
海氷藻類の増殖速度は現場海氷下面の光強度で飽和する
Growth　 rates　 of　some　 ice　algal　 strains　 isolated　 from　 Saromako　 lagoon　 were　 saturated　 at　in
situ　light　 intensities　 under　 sea　 ices　.
森 啓祐、鈴木 祥弘、北島 正治、村上 悟
神奈川大 ・院 ・理 ・生物科学
Keisuke　 Mori,　 Yoshihiro　 Suzuki,　 Masaharu　 Kitashima,　 Satom　 Murakami
Department　 of　Biological　 Sciences,　 Graduate　 School　 of　Science,　 Kanagawa　 University
Microalgal　 strain　 of　Thalassiosira　 nordenskioeldii　 Cleve.,　 isolated　 from　 Saromako　 lagoon
were　 cultured　 under　 a　simulated　 sea　 ice　biota　 with　 a　blue　 light　 LED(475nm).　 Its　growth
つ あrate　under　 low　 light　 intensity　 (10μmol　 photons　 m　 s　 )　was　 enough　 high　 to　maintain　 its
rather　 high　 primary　 productions,　 although　 the　 rates　 declined　 to　one　 third皿der　 higher
light　 intensities　 of　 100μmol　 photons　 m'2s-l　 or　 more.　 Composition　 of　 pigments
responsible　 for　harvesting　 blue　 light　 were　 analyzed　 by　 HPLC　 method,　 and　 totaled　 to　five
species　 of　carotenoids.　 The　 amounts　 of　some　 carotenoids　 were　 found　 to　increase　 in　low
light　 intensity　 rather　 than　 in　high　 light.
極 域 海 洋 の 海 氷 下 の 光 環 境 は 、 海 氷 に よ る 反 射 と吸 収 に よ り青 色 が 卓 越 し、 光 強
度 は 海 氷 上 面 の1%以 下 に 低 下 す る。 さ ら に 海 氷 下 の 水 温 は 海 水 の 氷 点 に あ る 。
こ の 特 殊 な 環 境 下 で 微 細 藻 類 は 高 い 一 次 生 産 を行 う こ と が 知 られ て い る 。 本 研 究
で は 、 北 海 道 サ ロ マ 湖 の 海 氷 下 よ り 単 離 し た 珪 藻 類2種Thalassiosira
nordenskioeldii　 Cleve、　Detonula　 confervacea　 (Cleve.)　 Granを 青 色 発 光 ダ イ オ ー ド
(475nm極 大)を 用 い た 海 氷 環 境 シ ミュ レー シ ョ ン培 養 装 置 を 用 い て 培 養 し、 一
次 生 産 能 力(増 殖 速 度 を 指 標 と し た)と そ の 維 持 機 構 を 解 析 した 。 こ れ ら の 藻 類
の う ちT.nordenskioeldiiの 増 殖 速 度 は 、　10/"emol　 photons　 m'2s"iで0.69分 裂/日 、100
,ttmol　photons　 m'2s'iで0.92分 裂/日 に達 した 。 しか し、200μmolphotonsm2s-1で
は0.3分 裂/日 に 低 下 した が 、400μmol　 photons　 m'2s'1で も0.24分 裂/日 を 維 持 し
て い た 。低 光 強 度(　10　jUe　mol　photons　 m'2s'i)で も 一 次 生 産 を 維 持 す る能 力 を 解 析 す
る た め 、青 色 光 の 集 光 に 重 要 で あ る と考 え られ る カ ロ チ ノ イ ドの 組 成 に着 目 した 。
T.nordenskioeldiiの 色 素 を高 速 液 体 ク ロマ トグ ラ フ ィ ー で 分 離 す る と450nm付 近
の 青 色 域 に 強 い 吸 収 が 認 め られ る5種 の 色 素 が 検 出 さ れ た 。1種 は 、 低 光 強 度 で
培 養 し た と き の み 発 現 し、 他 の1種 は 低 光 強 度 で 培 養 す る と100μmol　 photons
m'2s'iで 培 養 した 細 胞 に 比 べ2.13倍 増 加 して お り、 カ ロ チ ノ イ ドの 組 成 は 培 養 光
の 強 度 に よ り変 動 す る こ と が わ か っ た 。
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　 　 　 Environmental　 Variability　 of　Antarctic　 KrilR　 between　 the
CCAMLR-2000　 and　 KY・1988　 Surveys　 in　the　 Scotia　 Sea,　 Atntarctica
OMikio　 Naganobu　 (NRIFSf),　 Mark　 Brandon　 (Open　 Univ.,　UK),　 Kiyoshi　 Ito　(ESL),　 Kyouhei
　　　　　　　　　　Segawa　 (NRIFSF)　 and　 volker　 Siegel　 (SR1,　 Germany)
南極スコシア海における2000年CCAMLR調 査 と1988年 開洋丸調査での
ナンキ ョクオキア ミの環境変異
○永延幹男(遠 洋水研),M,ブ ラン ドン(英 ・オープン大),伊 藤喜代志(環 境シ ミュレー ション研)
瀬川恭平(遠 洋水研),V,ジ ーゲル(独 ・海洋漁業研)
　 　 　 We　 assesscd　 thc　 cnvironmental　variability　 of　 Antarctic　 krill　 (Euphausia　 superba)
distribution　 with　 comparison　 bctween　 the　 CCAMLR　2000　 Survcy　 (Japan,　 UK　 USA　 and　 Russia)
sets　 partially　 by　 thc　 Rハ/Kaiyoル1aru　Survcy　 (Japan)　 987/88　 austral　 summcr　 in　thc　 Scotia　 Sca.
　 　 　 　 Thcrc　 wcrc　 distinct　 dif1℃rcnccs　 bctwccn　 the　 2000　 and　 1987/88　 Survcys　 with　 rcgard　 to　 sca
ice　 cxtcnt,　 occanographic　 structurc　 and　 krill　 distribution.　 Thc　 sca　 icc　 cover　 in　 1987/88　 cxtended
northward　 widcly　 during　 thc　 last　 wintcr　 season　 such　 that　 sca　 icc　 rcmaincd　 around　 thc　 South　 Orkncy
Islands　 until　 Dccember　 1987.　 In　 contrast,　 thc　 sca　 icc　 covcr　 in　 1999/2000　 reduccd　 southward　 such
that　 no　 sca　 ice　 remaincd　 aro皿d　 thc　 South　 Orkncy　 Islands　 in　Dcccmbcr　 1999.　 Thc　 Antarctic　 Surface
Watcr　 mass　 in　1987/88　 cxtendcd　 northward　 and　 covered　 a　largc　 arca　 in　the　 Scotia　 Sca.　 In　 contrast,
the　 Antarctic　 Surface　 Watcr　 in　2000　 rcduccd　 southward.　 Geographical　 distribution　 of　 krill,　 which
approximates　 the　 arca　 of　 thc　 Antarctic　 Surfacc　 Water,　 in　 1987/88　 extended　 northward　 with　 high
dcnsity.　 In　contrast,　 the　 distribution　 of　krill　 in　2000　 reduced　 southward　 with　 low　 dcnsity.
　 　 　 　 To　 generally　 undcrstand　 the　 abovc　 rclationships　 bctwccn　 oceanographic　 structurc　 and　 krill
distribution,　 we　 introduccd　 intcgrated　 watcr　 tcmpcrature　 from　 thc　 surfacc　 to　 200m　 (ρ2x))　 as　 an
environmcntal　 index　 indicating　 the　 structurc　 of　 thc　 upper　 occan,　 that　is　referred　 to　as　thc　Environmental
Index　 (EIC2(x)　 ).　The　 arca　 bclow　 O.0°C　 of　 EIρ2(x}　 in　 1988　 was　 2.4　 times　 as　 largc　 as　 in　2000.　 The
diffcrcnccs　 bctwccn　 maximum　 and　 minimum　 of　 EIC2(n　 wcrc　 widcr　 and　 indicated　 highcr　 gradient
in　 l988　 than　 in　2000.　 It　also　 suggested　 that　 thc　 gc(、graphical　 distribution　 of　 thrcc　 krill　 size　 clusters
in　the　 2000　 Survey　 roughly　 corresp(mded　 with　 thc　 distribution　 pattcrn　 of　EIρ2(x).
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Figure　 l.　Distribution　 of　kri11　(Euphausia　 superba)　 overlaying　 the　integrated　 temperature　 (℃)　 from　 the　surface　 to
200m(ρ2〔x)　 )　in　the　whole　 scale　 of　the　CCAMLR　 2000　 Survey　 in　the　Scotia　 Sea.　Abundance　 circles　 are
　 　 l・9・・ithm・t・k・iUd・n・ity(91103m3).X・sampli・g・it・・wh・ ・en・k・illwasc・ ・ght
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ナンキョクオキアミの消化管内寄生者"真 グレガリナ(原 生生物)"の 生残戦略
Parasite　 eugregarines　 change　 the　spacial　 distribution　 within　 the
host　 digestive　 tract　 of　Antarctic㎞ill,　 Eupha"sia　 superba
高 橋 邦 夫(総 研 大)・ 川 口創(オ ー ス トラリア 南 極 局)・ 小 林 正 樹 、戸 田龍 樹(創 価 大)
Kunio　 T.　Takahashi　 (Grad.　Univ.　Advanced　 StUdies)　,　So　Kawaguchi　 (Australian　 Antarctic
　 　 　 　 　 Division),MasakiKobayashi,andTatsukiToda(SokaUniversity)
The　 spatial　 distribution　 of　gregarine　 Cephaloi吻hora　 」pacifica　Avdeev　 (Order　 Eugregarinida)
within　 the　 digestive　 tract　 of　the　 Antarctic　 krill　 EUphausia　 superba　 was　 examined　 using
samples　 collected丘om　 the　vicinity　 of　the　Antarctic　 Peninsula　 in　order　 to　evaluate　 the　strategy
fbr　maintaining　 their　 population.　 Eugregarines　 were　 observed　 to　accumulate　 in　the　 front
section　 of　the　gut,　which　 is　the　p血cipal　 site　of　absorption　 of　digestive　 food　 in　krill.　 Their
nutritional　 success　 in　the　 digestive　 tract　may　 be　related　 to　the　host's　 digestive　 activit)㌃　 The
results　 of　statistical　 analysis　 showed　 that　eugregarines　 at　immediately　 pre-moult　 stage　 of　krill
decreased　 significantly　 in　posterior　 of　hind-gut.　 Thus,　 moult　 stage　 of　krill　may　 be　the　one
負ctor　 affecting　 the　 spatial　 distribution　 of　eugregarines.　 As　 a　strategy　 fbr　 avoidance　 of
discharge　 to　the　 outer　 environment　 by　 moulting,　 eugregarines　 may　 move　 to　a　safety　 zone
(mid-gut).
ナンキョクオキアミ(Euphausia　suρerba)の消化管内に寄生する原生生物真グレガリナ
(Cephaloidphorapacifica)は 南極海に普遍的に分布し、その寄生数は宿主の体サイズに起
因することが明らかとなっている。本研究は南極半島周辺海域で採集された383個 体のナ
ンキョクオキアミを用い、真グレガリナの消化管内における分布の局在性を調べ、宿主の成
熟段階、脱皮段階との関係から、彼らの生残戦略についての考察を行なった。
真グレガリナは胃のすぐ後ろの中腸、および後腸前部に集 中して存在した。このことから
真グレガリナは宿主の消化吸収が行なわれる中腸腺付近の高い栄養環境下において効率
よく成長していると考えられた。一方、胃にはほとんどみられず、餌を破砕するために発達し
た咀噛器や大量な消化酵素の存在が、真グレガリナの成長に適さないと考えられた。
ナンキョクオキアミは胃や後腸の内面もクチクラで覆われているため、脱皮時には外皮だ
けではなく消化管内壁も剥がれ落ちる。そのため、消化管内後部に存在する真グレガリナ
は、脱皮殻とともに体外へ排 出される可能性が高いと考えられた。しかし本研究の結果、宿
主の脱皮直前に真グレガリナは後腸後部で有意に減少し、後腸前部では増加していた。こ
のことから真グレガリナは脱皮時に消化管前部や 中腸腺に移動し、体外への排 出を逃れて
いるものと考えられた。一方、宿主の成熟段階と真グレガリナの消化管内分布 に有意な関
係性はみられなかった。
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南 極 海 に生 息 す る二枚 貝Laternula　 eUipticaの
貝殻微細構造と成長解析
MicrostructUral　 characteristics　 and　 growth　 analysis　 of
A血tarctic　 biva1[ve　 Lαtem協 αeUiptica
大 越 和 加(東 北 大 院 ・農)・ 大 越 健 嗣(石 巻 専 修 大 ・理 工)
Waka　 Sato・Okoshi　 (Tohoku　 University)　 and　 Ke哺Okoshi　 (lshinomaki
　　　 　　　　 　　　　 　　Senshu　 University)
Growth　 performance　 in　Antarctic　 bivalve肋fθrη 〃a　 e〃iptica　 whose　 she11　 1ength　 varied
from　 6.5　 mm　 to　 14.8　 mm　 inhabiting　 Skarvsnes　 was　 examined　 both　 by　 microstructural
observation　 using　 SEM　 and　 using　 a　Iluorescent　 substance.　 tetracycline　 as　a　growth　 marker　 The
shcll　 of　Laternula　 e〃iptica　 is　elongated　 elliptically,　 thin　 and　 inllated　 with　 truncatcd　 posterior
end.　 The　 resilium　 is　located　 under　 umbo　 and　 the　 chondrophore　 is　protruded.　 The　 periostracum　 is
rathcr　 thick　 and　 it　covered　 marginal　 region　 of　 the　 shell　 surface.　 The　 shell　 composes　 of　 two
calcarcous　 laycrs.　 The　 outcr　 layer　 consists　 of　homogeneous　 structure.　 Thin　 inncr　 layer　 consists
of　 nacreous　 structure　 which　 usually　 observcd　 in　 the　 shells　 of　 family　 Mytilidac.　 The
microstructure　 is　diffcrcnt　 bctween　 outcr　 layer　 and　 inner　 one.　 The　 difference　 in　gr()wth　 rate　 was
obscrvcd　 among　 differcnt　 parts　 of　 the　 shcll　 from　 the　 dorso-ventral　 section　 analysis　 undcr　 UV
light.　It　is　suggested　 that　 thc　growth　 rate　 in　length　 was　 highcr　 than　 thc　growth　 rate　 in　thic㎞ess.
南極 海の 浅海 に生 息 す るオキ ナガ イ科の 二枚 貝 類Lαtemula　 e〃ipticaの 成 長過程 にっい
て 、走査 型 電 子顕 微鏡 を用 い た貝 殻 微細 構造 の観 察 と、 貝殻 へ の蛍 光色 素標 識法 を用 いて
解析 ・検 討 した.南 極 海 リュ ヅオ ・ホル ム湾 の スカ ル ブス ネ スで ドレ ッジ によ り採 集 され
た殻 長6.5mmか ら14.8mmのLater〃 〃1a　e〃ipticaの 貝殻 は 、長楕 円形 で よ く膨 らみ後 端 は開
く.殻 頂下 に弾 帯 があ り,弾 帯受 けは殻 内に突 き出 す.殻 皮 は比 較 的厚 く殻 質層 は2層 に
わ かれ てお り,観 察で は外 層 は均 質構 造(homogeneous　 structure)　、内層 は真 珠構 造(nacreous
structure)で 構 成 され て い る.内 層 に 真 珠 層 を も つ ア コ ヤ ガ イや イ ガ イ 類 と比 較 して
Later〃〃1a　e〃ipticaは 真珠 層 が非 常 に薄 く、殻 質層 の大 部 分 は外層 が 占めて い る とい う特 徴
が あ った.外 層 は 内層 よ りも有機 質 が多 い と考 え られ、 そ れ が 貝殻 の弾 力 に関 連 して い る
もの と考 え られ た.　Later〃ula　e〃igticaは 肥厚 方 向の貝殻 成 長 量は伸 長 方 向の 成 長 量よ りも小
さい こ とが 考え られ た.蛍 光 顕微 鏡 下で の貝 殻 の背腹 切 片 の解 析 か らは、 貝殻 の成 長 量は
部 位 に よ り異 な る こ と、 貝殻 の伸 長 方 向の成 長は 肥厚 方向 の成 長 よ りも 単位時 間あ た りの
成 長 量が多 い こ とが推 察 され た.
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深海および南極産棘皮動物のホメオボックス遺伝子群の分子系統学的解析
Phylogenetic　 characterization　 of　homeobox　 genes　 of　the　echinoderms　 from
　　　　　　　　　　　　　　　　Antarctic　 and　 deep-sea　 habitats.
小 川 麻 里1,伊 村 智2,神 田 啓 史2,小 島 茂 明3,倉 持 卓 司4,長 沼 毅5C広 島 県 産 業 科 学 技 術 研 究 所,2国 立 極 地 研 究 所,3
東 京 大 学 海 洋 研 究 所,4葉 山 しお さい 博 物 館5広 島 大 学 大 学 院 生 物 圏 科 学 研 究 科)
Mari　OGAWAi,　 Satoshi　 IMURA2,　 Hiroshi　KANDA2,　 Shigeaki　 KOJIMA3,　 Takashi　 KURAMOCHI`　 and　Takeshi　 NAGANUMA5　 (iHiroshima
Prefectural　 Institute　 of　Industrial　 Science　 and　 Technology,　 2NIPR,　 30cean　 Research　 Institute,　the　 University　 of　Tokyo,　 4Hayama
Shbsai　 Museum,　 5School　 of　Biosphere　 Science,　 Hiroshima　 University)
The　 Phylum　 Echinodermata　is　 regarded　 as　 the　 most　 recent　 common　 ancesto「 　 (MRCA)　 of　 the
Deutrosomes.　 The　 Echinodermata's　MRCA-ship may　 be　 characterized　 from　 the　 molecular　 viewpoint　 of
morphological　 evolution　 as　 partly　 represented　 by　 the　 homeobox　 gene　 (Hox)　 f㎝ily.　 We　 have　 collected
total　 21　 Echinoderm　 species　 from　 different　 habitats,　 such　 as　 shallow　 and　 deep　 seafloors　 and　 the　 coastaI
Antarctica,　 Genes　 of　 18S　 rRNA　 and　 Hω(　 famiIy　 were　 sequenced　 to　construct　 phylogenetic　 trees.　 The
tree　 based　 on　 18S　 rRNA　 genes　 was　 consistent　 with　 the　 traditional　 morphology-based　tree.　 By　 cont ast,
the　 Hox-based　 tree　 was　 partly　 incoherent　 with　 the　 traditional　 tree.　 This　 suggests　 that　 Ho)(　 genes　 evolved
at　different　 speeds　 among　 the　 Hox　 groups　 and　 among　 species,　 and　 thus　 may　 represent　 an　 example　 of
the　 mixture　 of　pre-/para-/post-speciation　mutation　 of　the　 genes.
棘皮動物門(ウ ニ、ナマコ、ヒトデ、クモヒトデ、ウミユリ)は脊椎動物など後生動物の共通祖先(the　most　recent　common
ancestor　=MRCA)と 考えられており、原始的な形質を持つ動物門である。特に深海棘皮動物は系統・進化的により古いと目され
ることから、形態形成に関わる種々の遺伝子の分子進化速度を比較することで、形態の進化と遺伝子の変化の関わりを解明で
きると考えられる。さらに棘皮動物は「五放射相称」の特異な体制(body　plan)を持つこと、幼生期と成体では大規模な体制の転
換が行われることなどの特徴を持つことから、後生動物の体制進化に関する知見も得られると考えられている。
そこで我々は形態形成遺伝子のひとつであるホメオボックス(Hox)遺 伝子群に着目し、棘皮動物門内における分子系統学的
解析を行った。深海産10種(日 本海、日向灘、ハワイロイヒ海山、スルー海)、南極産1種(テ ラノバベイ)、比較対照として浅海産
10種(瀬 戸内海、三浦半島)の棘皮動物のゲノムDNAを 用い、　18S　rRNA　遺伝子およびHox遺 伝子群の塩基配列を決定して分
子系統樹を作製した。
18S　rRNA遺 伝子塩基配列による分子系統樹は形態形質による一般的な系統・分類と概ね一致したが、Hox遺 伝子群の塩
基配列に基づく系統樹は一部独自の分岐パターンを示した。つまり、〃似 遺伝子群の変異(進 化)は 、種分化の前後、また同時
に進行し、必ずしも18S　rRNA遺 伝子の分子進化とは一致しない場合もあることが示された。
【ホメオボックス遺伝子群(home・box　genes,　Hox)】
多細胞生物が共通して持つ形態形成遺伝子群で、主に体の前後軸に沿った空間秩序の決定に働くことが知られている。Hox遺 伝子群は遺伝
子重複や染色体重複で生じた十数種類以上の遺伝子グループからなる大きな遺伝子ファミリーで構成されるため、近縁種間の差異でも鋭敏に
検出することができると期待される。
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好冷性生物 からの熱 ショックタンパク質遺伝子のクローニングお よびその発現機構の解析
Functional　 analysis　 of　genes　 encoding　 heat　 shock　 proteins　 in　the　 psychrophilic　 bactρrium,αo/wellia
manS
山内清司、奥山英登志1、 林秀則(愛 媛大院 ・理工、1北 大 ・地球環境)
Seiji　 Yamauchi,　 IHidetoshi　 Okuyama,　 Hidenori　 Hayashi
Graduate　 School　 of　Science　 and　 Engineering,　 Ehime　 University
iGraduate　 School　 of　Environmental　Earth　 Science,　Hokkaido　 University
　 The　 heat　 stress　 promotes　 the　 synthesis　 of　a　set　 of　highly　 conserved　 proteins　 called　 heat　 shock
proteins　 (HSPs).　 The　 temperature　 range　 fbr　 the　 induction　 of　 HSPs　 varies　 depending　 on　 the
growth　 temperature　 of　organisms.　One　 of　 the　 psychrophilic　 bacterium,　 Co/wθllia1ηar/8　 grows
around　 5～15℃,　 and　 HSPs　 of　 this　 bacterium　 are　 expected　 to　 be　 induced　 at　 relatively　 low
temperature,suchas20℃.　 TorevealspecificfeatureofheatshockI)roteinsinpsychrophiles,we
have　 cloned　 groEL　 and　 dna/igenes　 and　 analyzed　 their　 expressions.
　 Northern　 blot　 analysis　 showed　 that　 both　 groEL　 and　 dna.K　 gene　 expressions　 were　 markedly
inducedat20℃.　 ThededucedaminoacidsequencesindicatedthattheC.marisGroEI.andDnaK
are　 highly　 homologous　 to　 these　 of　 ∬ 　coli.　 It　was　 noted　 thata　 putative　 consensus　 sequence
recognizable　 by　 o32　 0f　 /2.　oo万was　 fbund　 in　 both　 promoter　 regions.　 The　 deduced　 untranslated
regions　 containedamuch　lower　 G,　 C　 content　 as　 compared　 to　 those　 in　 mesophiles.　Thus,　 it　 s
suggested　 that　 the　 regulation　 of　o32　 synthesis　 and　 the　 low　 G,　 C　content　 would　 be　 characteristics　 to
the　 heat　 shock　 response　 in　psychrophiles.
生物は高温ス トレスを感 じると、熱 ショックタ ンパ ク質(HSPs)と 呼ばれる一群のタ ンパ ク質の発
現を増加 させ、高温に対する耐性 を獲得する。HSPsが 発現する温度は生物の最適生育温度 に依存 し、
好冷性細菌Co/wellia　 MariS　 (最適生 育温度5～15℃)で は比較的低温である20℃ 程度でIISPsが 発
現すると予測 され る。このような好冷性生物のHSPsの 機能や発現機構を明 らかにする目的で、C.　maris
か らHSPsの1つ である8γo、肌 およびdnaK遺 伝子 を単離 して、塩基配列および発現機構の解析を行
った。
ノーザン分析 の結果、groEL,　 dnaK遺 伝子 ともに約20℃ で発現が誘導 されることを確認 した。遺伝
子か ら推定 されるア ミノ酸配列は、　GroEL,　DnaKと もに大腸菌のものと約80%の 相 同性 を持 っていた。
また双方とも上流には熱ショックプロモーターの配列が確認 され、推定非翻訳領域のA,　T含 量値が非
常に高かった。このためO　 maz1討 こは032に よるHSPs発 現調節機構が存在 してい ることが示唆され、
032発 現調節の温度依存性お よび非翻訳領域の塩基配列が好冷性細菌 におけるHSPsの 特異的な発現 に
関与 している と推測 される。
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マイ ク ロデータ ロガー を用 いた ウ トウの採餌海域推定及 び潜水 パター ン解析
Estimation　 foraging　 area　 and　 dive　 pattern　 of　rhinoceros　 auklet
松本経 、綿貫豊、 出口智宏(北 大院農)、 加 藤明子(極 地研)、 和 田昭彦(道 稚 内水試)
　 　 K.Matsumoto,　 YWatanuki,　 T.Deguchi(Hokkaido　Univ),
A.　 Kato(NIRP),　 A.Wada(Hokkaido　Fisheries　 Experimental　 Station)
We　 can　 know　 characteristics　 of　 water　 mass　 from　 the　 vertical　 pro丘les　 of　water　 temperature
shown　 by　 data　 loggers.　 Therefore　 we　 would　 estimate　 f()raging　 area　 of　seabird　 by　 using　 logger
data.　 We　 equipped　 5　Rhinoceros　 Auklets　 with　 data　 loggers　 during　 chick　 rearing　 period　 on
Teuri　 Island　 in　 2002.　 We　 compared　 logger　 data　 with　 CTD　 data　 from　 research　 vessel　 belonged
to　 Hokkaido　 Fisheries　 Experimental　Station　 and　 estimated　 their　 foraging　 area.　 Our　 result
showed　 that　 auklets　 fbraged　 both　 northern　 and　 southern　 area.　 We　 would　 discuss　 the
relationship　 between　 diving　 pattern　 and　 characteristics　 of　water　 mass.
海鳥類の採餌活動のモニターから海洋環境を予測することは、海鳥類の採餌活動に与える海洋
環境変動の影響を解明する上で重要である。しかしながら、外洋域において採餌を行う小型海鳥
類の採餌行動追跡はこれまで困難であった。近年、小型海鳥類に装着可能なマイクロデータロガ
ーが開発され、潜水性海鳥類の採餌行動追跡が可能となった。海鳥に装着したデータロガー及び
海洋観測船によるCTD観 測データから得られる水塊プロファイルを比較することで、海鳥の潜
水位置が推定される。
本研究は北海道天売島で繁殖するウトウにデータロガーを装着し、潜水毎のプロファイルを得
ると同時に、北部日本海で実施された北海道稚内水産試験場所属調査船によるCTD観 測データ
との比較を行い、ウトウの採餌海域を推定した。結果としてウトウは天売島の北部及び南部の広
範な海域を採餌海域として利用していることが示唆された。本報告では、さらに採餌海域と潜水
パターンの関係についても紹介する予定である。
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      Recurrent foraging strategies in Little Penguins 
              Yan  Ropert-Coudert1  , Belinda  Cannell2, Akiko  Kato' 
1- National Institute of Polar Research, Japan; 2- Murdoch University, Perth, Australia
Data on the diving activity of Little Penguins, Eudyptula minor, as recorded by data loggers are few 
due mainly to the small size of this seabird species. We recently monitored the foraging 
parameters of free-ranging Little Penguins, breeding at Penguin Island, Western Australia, using a 
miniaturized, hydrodynamically-shaped time-depth recorder. Data were obtained for one, two 
and three consecutive foraging trips of three, one and two birds, respectively. These data showed 
that Little Penguins present individual, distinct diving depths that are consistent from one trip to 
the next. Four birds exploited shallow depths, ie. around 1-5 m but two other birds always choosed 
to dive deeper. No trends could be established between the adult mass (and sex) or the chick 
mass and the preferred diving depths. The causes and consequences of these recurrent diving 
strategies are discussed.
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アデリー ペンギンは潜水深度 に応 じて呼吸器宮内空気量を調節しているか?
　 　 Evidence　 for　 regulation　 of　air　volume　 in　the　 respiratory　 system　 of
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 dMngAdeliepenguins
佐 藤 克 文(極 地 研),綿 貫 豊(北 大 農),内 藤 靖 彦(極 地 研)
Katsu:f　 4mi　Sato　 (NIPR),　 Yutαka　 Watαnuki　 (Hokkaido　 Univ.),　 Yasuhiko　 Naito　 (N∬PR)
　　　　　　Penguins　 are　outstanding　 divers.　 Particularly　 intrigUing　 is　the　observation　 that
they　 seem　 to　dive　 on　 inspiration,　 which　 contributes　 to　increasing　 oxygen　 stores　 but
which　 increases　 their　 buoyancy・ 　It　has　 been　 concluded　 that　 buoyancy　 is　a　major　 factor
in　determining　 the　 energetics　 of　shallow　 diving　 birds　 and　 there　 is　a　positive　 correlation
between　 estimated　 air　volume　 in　the　 body　 (respiration　 system　 and　 feathers)　 and　 the
maximum　 depth　 in　 the　 dive　 of　 free-ranging　 penguins.　 However,　 it　is　not　 known
whether　 the　variation　 in　the　 total　 air　volume　 is　caused　 by　 the　 variation　 in　the　 air　volume
in　 respiratory　 system　 or　 in　 plumage.　 In　 the　 present　 study,　 underwater　 weights　 of
restrained　 Ad61ie　 penguins　 Pygoscelis　 adeliae　 (n=27　 birds)　 were　 continuously
measured.　 The　 birds　 lost　 much　 air　from　 their　 feathers　 within　 1-2　 min　 of　submergence.
The　 maximum　 weights　 in　the　 water　 were　 used　 to　calculate　 the　 minimum　 air　volumes
that　 diving　 birds　 are　 expected　 to　 have　 in　their　 body　 at　least.　 These　 volumes　 were
compared　 with　 estimated　 air　 volumes　 from　 two　 free-ranging　 Ad61ie　 penguins.　 Most
estimated　 values　 were　 larger　 than　 values　 from　 restrained　 bird,　 which　 indicates　 that
variation　 in　the　 total　 air　 volume　 is　likely　 caused　 by　 the　 variation　 in　the　 air　 in　the
respiratory　 system.　 Penguins　 seem　 to　adjust　 the　 volume　 of　air　inhaled　 to　the　 maximum
depths　 of　their　 dives.
潜水中の海鳥類にとって,浮 力が主な負荷となる事が知られている.ペ ンギンでは,空 気を吸い
込み潜水を開始した観察例がある.吸 気により,保有酸素量は増えるが,同 時に負荷(浮 力)も高
まってしまう.彼 らはいかにしてこのジレンマを解消しているのだろうか?過 去の研究により,ペン
ギンの潜水深度と,保有空気推定量との間に,正 の相関があることが明らかとなった.しかし,この
潜水深度 に応じた空気量の違いが,呼 吸器宮内の空気量に因るのか,羽 毛中の空気量に因るも
のなのか,よ くわからなかった.本 研究では,この問いに答えるために,ア デリー ペンギン27羽 の
水 中重 量を連続 測定した.測 定結果によると,水 没後1-2分 で,水 中重量は平衡状態に達し,
その後は,間 欠的に行われる排気と吸気に応じて,時 々水中重量は上昇した.最 大水中重量か
ら計算した最小空気量と体重との間に得られた回帰式を,過 去の研究結果に当てはめたところ,
潜水中の推定空気量はいずれもこの最小空気量よりも大きかった.こ のことは,ペ ンギンは潜水深
度に応じて能動的に呼吸器宮内の空気量を調節していたことを意味する.
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プ リ ン ス オ ラ フ 海 岸 お よ び リー セ ル ラ ル セ ン 半 島 に お け る ア デ リ ー
お よ び コ ウ テ イ ペ ン ギ ン の 繁 殖 状 況
Breeding　 s†o†us　of　Adelie　 ond　 emperor　 penguins　 along　 †he　Prince
　　　　　　　　 Olav　 Coas† 　and　 (t†　F≧iiser-Larsen　 Peninsula
加 藤 明 子 、 渡 辺 研 太 郎 、 内 藤 靖 彦(極 地 研)
Akiko　 Ka†o、　Ken†aro　 Wa†anabe、 　Yasuhiko　 NCi†o　(NIPR)
The　 †rends　 of　se(ibird　 popul(1†ions、 　especialIy　 †hose　 of　penguins,　 are　 †hough†
†o　be　reliable　 indic(1†ors　 of　ecosys†em　 changes　 in　†he　sou†hern　 Ocean.　 There
ore　 7　 Ad61ie　 penguin　 colonies　 (1nd　 one　 emperor　 penguin　 colony　 olorlg　 †he
Prince　 Olav　 Coas† 　and　 one　 emperor　 penguin　 colony　 o†　Riiser-Larsen　 Peninsula
These　 colonies　 were　 moni†ored　 occasionally　 during　 †he　Japanese　 An†orc†ic
Rese(rch　 Expedi†ion　 programs.　 We　 compiled　 and　 analyzed　 †he　avCtlable　 da†a
collec†ed　 by　 airborne　 or　ground　 census　 be†ween　 1971㎝d　 2000　 in　order　 †o
define　 †he　breeding　 s†a†us　of　penguins　 in　†his　area.
南極大陸で繁殖するアデリーペンギンやコウテイペンギンの個体数変動は南
極海洋生態系における変動の指標 となると考えられている。
プ リンスオラフ海岸沿岸にはアデリーペンギンの繁殖地が7カ 所、エンペラ
ーペンギンの繁殖地が1カ 所あ り、リーセルラルセン半島にもエンペラーペン
ギンの繁殖地が1カ 所あることが知られている。これらの繁殖地は宗谷海岸沿
岸のアデ リーペンギン繁殖地と同様、日本南極観測隊によって発見された。し
かし昭和基地に近い宗谷海岸の繁殖地がこれまで観測隊によって比較的まめに
観測されてきたのに対 し、遠隔地であるため、観測は主に航空機を用いて断続
的に実施されてきた。
近年、リュッツォホルム湾内の宗谷海岸沿岸で営巣するアデリーペンギンは
増加している。プ リンスオラフ海岸の営巣地は外海に面しているため、夏期に
海氷はほとんど流出し、夏期も湾内に海氷が残る宗谷海岸沿岸の営巣地とは繁
殖期の採餌域の環境が大きく異なると考えられる。これらのセンサスのデータ
をとりまとめ、プ リンスオラフ海岸およびリーセルラルセン半島のアデ リーお
よびコウテイペンギンの繁殖状況を明らかにする。
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昭和基地周辺におけるウェッデルアザラシ個体数のセンサス結果
内藤靖彦、(国立極地研究所)高 橋裕子(東 北大学)
Census　 Result　 of　Weddell　 Seal　 Population　 in　the　 Vicinity　 Sea　 of　Syowa　 Station
　　　　　　 　Naito,Y,　 (NIPR)　 Takahashi,Y　 (Tohoku　 Univ.　)
The　 aerial　 census　 of　 the　 seal　 population　 in　 the　 east　 coast　 of　 Lutzow-Holm　Bay,
Antarctica,　 was　 conducted　 from　 1986　 to　 1997　 to　 monitor　 the　 status　 of　 the　 seal
population　 in　 this　 area.　 In　 the　 census　 survey,　 transect　 survey　 method　 was　 not　 adopted
due　 to　the　 rather　 narrow　 area　 of　the　 survey.　 Instead,　 we　 counted　 all　seals　 appeared　 in　the
area.　 In　 order　 to　 assure　 counting　 accuracy　 of　 number　 of　 seals,　 we　 divided　 the　 census
area　 into　 three　 sub-areas.　 We　 used　 the　 upper　 winged　 single　 engine　 airplanes,　 Pilatus
Poter　 PC-6　 and　 Cesna　 A-185　 and　 one　 observer　 on　 board　 the　 plane　 engaged　 in　counting
seal　 numbers　 from　 the　 side　 window　 at　the　 altitude　 of　 less　 than　 300m.　 To　 maximize　 the
seal　 number　 in　 the　 area,　 we　 conducted　 the　 census　 in　 late　 pupping　 season　 from　 late
October　 to　early　 November　 and　 on　 the　 fine　 days　 when　 cloud　 occupy　 less　 than　 50　 %　 of
sky　 and　 wind　 speed　 was　 less　 than　 10m/s.　 We　 found　 only　 two　 species,　 weddell　 sealss　 and
crabeater　 seal　 but　 crabeater　 seals　 were　 rarely　 fbund.　 The　 total　 number　 of　 seals　 varied
from　 236　 to　453　 year　 to　year.
南極アザラシ個体数の変動をモニターするためリュツオ ・ホルム湾東海岸域において
1986か ら1997年 にセンサス調査を行なった。センサス調査はセンサス調査の海域が
狭いことと、平坦な海氷上のアザラシの発見が容易であることから、トランセクト調査法
を採らず、海氷上に出現するアザラシの全数を計数して行なった。調査に当たり、計
数の精度を上げるため、調査海域を3つ の小海域に区分して行なった。使用した航空
機は上翼式のピラタス・ポーターPC-6、 およびセスナA-185を 用い、観察者1名 により、
サイドの窓から高度300m以 下で行なった。海氷上に出現するアザラシの個体数を最
大にするため、センサスは繁殖期後期の10月 末から11月 中旬の雲量50%、 風速
10m以 下の天候条件で実施した。調査の結果、出現種はウェッデルアザラシとカニク
イアザラシの2種 のみ、しかも、ウェッデルアザラシが圧倒的に多かった。出現数は
236頭 から453頭 と大きな年 ・々変動 が見られた。
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浮力が最適潜行速度に与える影響は動物によってどう異なるか?
How　 different　 is　the　effect　 of　buoyancy　 on　optimal　 descent　 speed　 among　 the　diving
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 animalS?
南 川 真 吾(日 本 学 術 振 興 会 科 学 技 術 特 別 研 究 員)
Shingo　 Minamikawa　 (Japan　Society　 for　the　Promotion　 of　Science)
It　has　becn　 suggested　 that　cost　 of　transport　 curve　 shifts　 right　 up　when　 the　animal　 descend　 against
upward　 thrust　 of　buoyancy　 and　 the　speed　 of　minimum　 energy　 requirement　 per　 unit　travel　 distance
(COTmin　 speed)　 increases　 with　 the　 buoyancy　 (Minamikawa,　 1999　 XXII　 Symposium　 on　 Polar
Biology).　 However,　 the　degree　 of　the　change　 in　COTmi。 　speed　 is　different　 among　 the　animals.　 The
model　 suggests　 that　 the　effect　 of　buoyancy　 on　 COTmi.　 speed　 depends　 on　 the　 rate　of　change　 in　the
inverse　 of　 net　 energy　 efficiency　 around　 the　speed　 and　 the　 inverse　 of　 the　 efficiency　 is　concave
monotonous　 d㏄rease　 function　 of　swimming　 speed.　 Therefore,　 the　 effect　 of　buoyancy　 decreases
with　 increasing　 of　COTmi.　 speed.　 Because　 COTmi.　 speed　 of　the　 animals　 that　 have　 greater　 basal
metabolic　 rate　 is　generally　 faster,　 the　 change　 of　 the　 speed　 caused　 by　 buoyancy　 is　small　 in
homoiothermal　 animal　 such　 as　Ad61ie　 penguins　 (Pygoscelis　 adeliae♪ 　and　 large　 in　poikilothermic
animals　 such　 as　loggerhead　 turtles　 (Caretta　 carettの.
これまで、動物が浮 力に逆らって潜水する場合 には、遊泳速度 に対 して移動 距離あたりのエ
ネルギーコストの描く曲線 が右 上 にシフトし、その結果移 動コスト最 小速度 は浮力が大きいほ
ど大きくなることが報告されている。(南川1999第22回 極域生物シンポジウム)。しかしながら
移 動コスト最小速度 の変化の度合 いは動物 問で異なっている。モデル は浮力が移動コスト最
小速度 に与える影響 はその速度 付 近におけるエネルギーの変換 効率 の逆 関数の変化 率に
依存しており、その関数 は遊泳 速度 に対 して下に凸の単調減 少関数 となっていることを示して
いる。従って、移 動コスト最小 速度 が大きいほど、浮力の影響 は小 さくなるといえる。一般 に基
礎 代謝 の高い動物ほど移 動コスト最小 速度 も大きくなるため、その浮 力による変化は 、アデ リ
ーペンギン(Pygoscelis　adeliae)のような'匡1温動物 では小さく、アカウミガメ(Caretta　caretta)のよ
うな変 温動物では大きくなると考えられる。
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AUVを 用いた海氷域海洋観測システムの開発
Development　 of　under-ice　 marine　 observation　 system　 employing　 AUV.
渡邉研太郎、牛尾収輝(極 地研)、深町康(北 大低温研)、 中根健志、門元之郎、小原敬史(三 井造船)、
小島淳一(KDDI研 究所)、 白崎勇一、浅井輝之、手塚賢(国 際ケーブル ・シップ)、
浜岡荘司(オ ホーツク流氷科学研究所)、福地光男(極 地研)
－E,　 Kentaro,　 USmO,　 Shuki　 (NIPR),　 F…,　Yasushi　 (Hokkaido　 Univ,　 LTRI),
NAKANE,　 Kenji,　 KADOMOTO,　Yukio,　 OBARA,　 Takashi　 (MES),　 KOJIMA,　 Junichi　 (KDDI　 R&D　 Lab),
　 　 　 　 　 　 　 　 　 SHIRASAKI,　 Yuichi,　 ASAI,　 Teruyuki,　 TETSUKA,　 Ken　 (KCS),
　 　 　 HAMAOKA,　 Soshi　 (Okhotsk　 Sea　 Ice　Science　 Research　 Co.),　 FUKUCHI,　 Mitsuo　 (NIPR)
　 In　polar　 regions,　 climate　 change　 is　expected　 to　be　 the　 greatest　 among　 any　 region　 on　 earth　 and　 rich
marine　 fiora　 and　 fauna　 inhabit　 with　 great　 seasonality　 in　polar　 waters.　 However,　 the　sea　 ice　cover　 limits
the　opportunity　 for　oceanographic　 observations　 in　those　 waters.　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expeditios
(JAREs)　 have　 been　 carrying　 out　 oceanographic　 observations　 in　the　 Antarctic　 Ocean,　 mostly　 in　open
water　 by　 R/V　 SHIRASE.　 In　ice　covered　 water　 near　 Japanese　 Antarctic　 Station,　 Syowa,　 oceanographic
observations　 have　 been　 performed　 through　 ice　holes　 for　physical　 and　 chemical　 oceanography,　 marine
biology　 and　 bottom　 topography.　 More　 extensive　 observations　 are　 needed　 for　 better　 understanding　 of
oceanographic　 processes　 in　ice　covered　 water.
　 　To　 open　 up　 new　 horizon　 for　oceanographic　 observations　 in　ice　covered　 waters,　 authors　 planned　 to
develop　 AUV　 (autonomous　 underwater　 vehicle)　 platform　 system,　 utilizing　 Aqua　 Explorer　 2　(3m　 in
length,　 260kg　 weight　 in　air,　3kt　 max　 spee¢ 　500m　 max　 depth),　 which　 was　 built　 by　 MES　 and　 has　 been
used　 for　 submarine　 cables　 insp㏄tiorL　 Here　 we　 present　 some　 results　 of　the　 experiment　 carried　 out　 in
Monbetsu　 port　 in　February,　 2002　 as　collaborative　 study　 between　 MES　 and　 NIPR.
南北両極域 では,地 球の気 候変動が他 の地域よりも顕 著に現われると予想 されてお り,極海域 には
豊かな海洋生態 系が大きな季節性 をもって生命活動を営んでいる.しかし季節 的に大きな消長 を繰り
返す海 氷 により観 測の機 会が極 めて限定され,こ れまでの海氷域 における海 洋観測 の殆どは砕氷観
測船から,又 は海氷 に穴を開け,氷 上から観 測機や採集 器を海 中へ垂 下することにより行われてきた.
そのため多数の点 で観測 を行 うことには大きな困難 が伴 い,氷 海域の海 洋物理,化 学,生 物 学的 デ
ータは断 片的であると言わざるを得ない.広 範囲の海 洋情報 を得るのに極めて有効な人 工衛星を用
いたりモートセンシング技術も,多 くは海 氷の存在のために利 用できない.
我 が国の南極観 測 においても,船 上から行う海 洋観測の殆 どは海氷の無い場所 で実施されてきた.
これまでの海 氷域 での海洋観 測は,主 として昭和基 地周辺の定着氷 に穴を開 けて行われてきたもの
で,リュツォ・ホルム湾 東部 の海 底地形測量や,海 洋物理,海 洋生物観測のみである.海 氷縁辺域 で
の植物プランクトンのブルームの状況も海 氷下については観 測データが乏しく,生 物過程を充分解明
するには到っていない.海 氷の無い海洋 に対す る理解が深まったことに比べ,海 氷 に覆われた海 に
関する情報が少なく,大 きな格差 が残 存している.
この様な観 測上の制約 を切 り開くため,海 氷下を自律航行 するプラットフォームを利用した海洋観測
システムを開発す ることを計画 した.現 在我 が国で南極海域の海氷下観測 に利用 可能なプラットフォ
ームとして,三 井造船(株)が 建造 し,　KDDI研 究所が所有して海 底ケーブルの検査 等に使われてきた
AUV(Autonomous　 Underwater　Vehicle;自 律型 無人潜水機),　Aqua　Explorer　2　(AE-2;全 長3m,空
中重量260kg,最 大速度3kt,最 大潜水深 度500m)が ある.本 機をベースとし,事 前に設 定したコー
スを自律 的 に航 行 し,搭 載 した測機 で観 測 を行 うシステムを 目指 した.こ こで は昨年 度,三 井 造船
(株)と国 立極 地研 究所 との共同研究で2月 の結氷期 に紋別港で実施した現場 実験の結果を主として
紹 介する.
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南 極 す り ば ち 池 の 細 菌 群 集 構 造
Bacterial　 diversity　 of　Lake　 Suribachi,　 Antarctica
○澤 辺 智 雄 ・安 田格 司(北 大)・ 伊 村 智(極 地研)・ 伴 修 平(滋 賀 県 立 大)　Tomoo　 Sawabc1,
　 　 　 　 　 　 　 　 KakujiYasudai,SatoshiImura2,SyuheiBan3
1　Graduate　 School　 of　 Fisherics　 Scienccs
,　Hokkaido　 University,　 2　Univcrsity　 of　Shiga　 Prcfccturc,　 3
　 　 　 　 　 　 　 NIPR　 9-10,　 Kaga　 1-chome,　 Itabashi-ku,　 Tokyo　 173-8515,　 Japan
　 　 　 Bacterial　 divcrsity　 of　 Lake　 Suribachi,　 Antarctica,　 which　 is　a　hypcrsalinc　 meromictic　 lakc,
was　 estimatcd　 using　 l6S　 rDNA　 clone　 library　 mcthods.　 Microbial　 community　 DNA　 was　 cxtractcd
from　 lake　 watcr　 samplcs　 collcctcd　 at　8m　 and　 10　 m　 dcpth　 on　 10　 to　 12　 January,　 2001.　 Bactcrial　 16S
rDNAs　 wcrc　 amplificd　 using　 univcrsal　 primcr　 sct　 f()r　Bacteria　 and　 cloned　 into　 TOPO　 TA　 ckming
vcctor　 (lnvitrogcn).　 A　 sct　 of　 clonc　 library　 was　 constructcd　 R)r　 analyzing　 bactcrial　 divcrsity　 of　 8m
and　 10m　 samplcs.　 Partial　 (500bp)　 scqucnccs丘om　5'　termini　 (、f　16S　 rDNA　 scqucncc　 of　 both　 sct　 (、f
cloncs　 wcrc　 dctcrmincd.　 Thc　 phylogcnctic　 analysis　 rcvcals　 varicty　 of　 n()vcl　 bactcrial　 lineagcs　 in
both　 samplcs;　 major　 phylotypcs　 estimatcd　 in　 8m　 sample　 was　 1)　 Rhodobactcriacca-relatcd
phototrophs,　 2)ルfarinoわacter-rclatcd　Y Pr(、 obactcria,　 3)　 Bacteroidcs-rclativcs,　4)　 1)sychrcゾlexus
gondwanense-rclativcs,　and　 5)　 dccp-branching　u known　 linage,　 and　 those　 in　 lOm　 samplc　 was　 1)
Sphingoわacteria-relatcd,　2)ル1arinobact(ク7　 -rclatcd　 Y-Protcobacteria,　3)　 Desuljbto〃iaclt〃i・-rclativcs,
4)　Haloanacrobiacca-rclatcd　obligatc　 anacrobic　 halophiles.　 Bacterial　 diversity　 of　 Lake　 Suribachi　 is
closcly　 rclatcd　 to　that　 of　Ekho　 Lakc　 and　 Organic　 Lakc　 scdimcnt,　 Vestfold　 Hills,　 Antarctica.
高 塩 分 部 分 循 環 湖 で あ る す りば ち池 の 微 生物 群集 構 造 の 特 徴 を、 培 養 に依 存 せ ず細 菌 群
集 構 造 の 推 定 が 可能 な16S　 rDNAク ロー ンラ イ ブ ラ リー 法 を 用 い て 解 析 した 。2001年1月
10-12日 に す りば ち池 の 水 深8mお よび10mで 採 取 した湖 水 試 料 か ら微 生物 コ ミュニ テ ィー
DNAを 抽 出 した。このDNAを 鋳 型 に して増 幅 したBacteriaの16S　 rDNAをTOPO　 TAク ロ
ー ニ ング ベ ク ター(pCR4ベ ク ター、　Invitrogcn)に ク ロー ン化 し、 南極 す りば ち池 の 細 菌16S
rDNAク ロー ンラ イ ブ ラ リー を構 築 した 。8mお よび10m試 料 の ク ロ ー ンラ イ ブ ラ リー の 中
か ら、そ れ ぞ れ36お よび35ク ロー ン を無 作 為 に選 び、16SrRNA遺 伝 －rの5'末 端 側 約500bp
の 塩 基 配 列 を決 定 した 。 こ れ らの ク ロー ンにつ い て分 子 系統 解 析 を 行 っ た結 果 、 ス リバ チ
池 の8m試 料 か らは、 ①Rh・d・bacteriaceaに 近 縁 な 光合 成 細 菌 、 ②MMarin・bacter　sp.に 近 縁 な
y-gr・upの グ ラム 陰性 細 菌 、③Bacteroides近 縁 細 菌、④Psychr・IZexus　g・ndwanense近 縁 細 菌 、
⑤ 分 岐 が 深 い 系 統 未 確 定 細 菌 、 の 存 在 が 示 唆 さ れ た 。 ま た 、10m試 料 か ら は 、 ①
Sphingobacteria近 縁 細 菌 、 ②Marin・bacter　 sp.に 近 縁 なy-gr・upの グ ラ ム 陰 性 細 菌 、 ③
Des〃lf・t・〃iaclum　sp.近縁 種 、 ④Hal・anaer・biaccaに 属 す る好塩 性 偏 性 嫌 気Vi三細 菌 の 存 在 が 示
唆 さ れ た 。 す りば ち池 の微 生 物 群 集 の 特 徴 は、 南極 ベ ス トフ ォル ドヒル に あ る 部 分 循 環 高
塩 湖 、 エ クホ(Ekho)湖 お よび オ ー ガ ニ ヅ ク(Organic)湖 の 底 泥 の 微 生物 群 集 と類 似 して い た 。
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南 極 す りば ち池 か らのDMSO呼 吸 可 能 菌 の 分 離
Isolation　 of　a　bacterium　 which　 is　capable　 of　DMSO　 respiration　 from　 Lake　 Suribachi
久 保 田 景 子 ・松 崎 雅 広 ・佐 藤 敏 生(広 島 大 ・院 理)
　 　 Keiko　 Kubota,　 Masahiro　 Matsuzaki,　 Toshio　 Satoh
　 　 　(Graduate　 School　 of　Science,　 Hiroshima　 Univ.)
We　 have　 been　 stUdying　 molecular　 genetics　 of　DMSO　 (dimethyl　 sulfoxide)　 respiration,　 one
of　the　 anaerobic　 respiration　 systems　 to　produce　 DMS　 (dimethylsulfide),　 in　a　denitrifying
phototrophic　 bacterium,　 Rhodobacter　 spharoides.　 f,　sp.　 denitrificans.　 In　 nature,　 DMSP
(dimethylsulfoniopropionate),　which　 takes　 a　 role　 in　 osmoregulation　of　 marine
phytoplanktons,　 is　released　 when　 those　 phytoplanktons　 senesce　 or　are　 grazed　 upon　 by
zooplankton,　 and　 changes　 into　 DMSO　 by　 some　 mechanisms.　In　 recent　 years,　 it　has
reported　 that　 the　 volatile　 DMS,　 upon　 oxidation,　 eventually　 forms　 methylsufonate　 (MSA)
or　other　 oxidized　 acidic　 forms,　 which　 serve　 as　nucleation　 sites　 for　the　 formation　 of　clouds.
It　has　 been　 suggested　 that　 the　 sulfer　 cycle　 serves　 as　 a　biological　 feedback　 system　 to
modulate　 the　 temperatUre　 of　earth　 by　controlling　 cloud　 formation　 and　 hence　 the　 albedo　 of
the　 planet.　 However,　 it　has　 not　 been　 studied　 how　 many　 bacteria　 have　 the　 ability　 of
DMSO　 respiration　 on　 the　 earth　 or　how　 much　 influence　 DMS　 has　 on　 the　 earth　 environment.
We　 isolated　 a　 bacterium　 which　 is　capable　 of　 DMSO　 respira廿on　 in　 Lake　 Suribachi,
Skarvsnes,　 Antarctica,　 to　darify　 those　 problems　 by　 analyzing　 dmsA　 genes　 quantitatively　 in
environmental　 bacteria.
私 達 は脱 窒光合 成 細菌　Rhodobacter　spharoide5.　f,　sp.　deηi噸c顔5に お け る　DMSO
(dimethyl　sulfoxide)呼 吸の遺伝生化学的研究を行 っている。DMSO呼 吸は嫌気呼吸の一つ
でDMS　 (dimethylsulfide)が 生成される。 自然界では植物プランク トンの一部が自身の浸
透圧調整のために生産するDMSP　 (dimethyl　sulfoniopropionate)が 、自身の分解や動物プ
ランク トンの捕食な どによ り環境 中に放 出され、機構は不明だがDMSP由 来のDMSOが
海洋に豊富に存在することがわかってきた。最近、揮発性DMSが 空気で酸化 されてメタ
ンスルフォン酸やSO2に 変換 され、雲の核 とな り、雲の形成を促進 し、結果的に地球の寒
冷化に関与 している可能性が示唆された。
多 くのバクテ リアはDMSO呼 吸能 をもち、生成物 としてDMSを 放 出する。 しか し、海
洋を含めて地球上にはどの位の割合でDMSO呼 吸能をもつバクテ リアが存在 し、　DMSの
生成にDMSO呼 吸はどの位寄与 しているのかは全 く研究されていない。そこで、海洋にお
けるDMSO呼 吸の寄与をDMSO呼 吸遺伝子の解析から定量的に明らかに しようと考えた。
国立極地研究所 から南極昭和オアシスのスカル ブスネスにあるす りばち池の水の提供を受
け、その水 からDMSO可 能細菌の分離を試み、い くつかの単独コロニーを得た。現在、16S
rRNAをPCRに よって増幅させ、塩基配列の決定を行い、種の同定を行っている。
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南 極 お よ び 北 極 域 か ら単 離 さ れ た イ オ ウ 酸 化 細 菌 の 炭 酸 固 定 酵 素(ル ビ ス コ)遺 伝 子 の
分 子 系 統 的 多 様 性
Phylogenetic　 diversity　 of　RuBisCO　 genes　 of　sulfur-oxidizing　 bacteria　 isolated　 from　 Antarctic　 and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Arctic　habitats
長 沼 毅 ・杉 山 千 乃(広 島大)、 伊 村 智 ・神 田啓 史(極 地 研)
Chino　 SUGIYAMA,Takeshi　 NAGANUMA　 (Hiroshima　 Univ.),　Satoshi　 IMURA　 &　Hiroshi　 KANDA　 (NIPR)
Arctic　 and　 Antarctic　 habitats　 are　 known　 to　 hostiIe　 for　 primary　 production　 by　 eukaryotic　 photoautotrophs.
lnstead,　 prokaryotic　 photoautotrophs　 (e.g.cyanobacteria)　and　 chemoautotrophs　(e.g.　 sulfur-oxidizing　 bacteria
=thiotrophs)　 may　 play　 a　central　 role　 in　primary　 production　 in　the　 cold　 and　 dry　 habitats.　We　 have　 isolated　 >10
thiotrophic　 strains　 both　 from　 Arctic　 deep-sea　 (hydrothermal　 vent-related)　 samples　 and　 Antarctic　 terrestrial
samples.　 Certain　 isolates　 were　 characterized　 as　 euryhaline　 halophiles　 belonging　 to　the　 genus　 Ha/omoηas.
The　 genes　 encoding　 the　 CO2-fixing　 enzyme　 (RuBisCO)　 of　the　 thiotrophs　 were　 characterized.　 A　 RuBisCO
gene　 from　 an　 Arctic　 strain　 was　 closely　 related　 to　that　 of　Rho(tob∂cter　 caρsulat〃s.
【はじめに】
イオウ酸化細菌は、元素状硫黄(S°)や、硫化水素(H2S)、 亜硫酸(SO32-)、チオ硫酸(S2032つ などの硫黄化合物を
酸化することによってエネルギーを得て、無機物(CO2)か ら有機物を合成する化学合成独立栄養細菌であり、海底熱
水噴出域の主要な一次生産者として深海生物群集の形成と維持に寄与していることが知られている。
北極海には大西洋中央海嶺系熱水噴出孔の北端があるとされ、その周辺では、熱水ブルームが観察されている。
熱水ブルームは、適度な濃度の硫化水素と酸素を含んでおり、イオウ酸化細菌にとって好適な環境が作られている。
一方、南極大陸の一次生産者には地衣類 ・藻類・コケ類などの隠花植物(光 合成独立栄養)が 知られているが、その
生育範囲は時間 ・空間的に制限されているので、イオウ酸化細菌なども一次生産者としての役割を果たしている可能
性がある。われわれは北極海 ・南極大陸から分離したイオウ酸化細菌の系統・生理について調査してきたが(第24回
極域生物シンポジウム)、本発表ではそれらの炭酸固定酵素(ル ビスコ)遺伝子に関する予備的な知見を報告する。
【結果と考察】
イオウ酸化細菌用の培地を用いて、北極海域か ら10株 以上 、南極 大陸か らも10株 以上 単離した。16S
rRNA遺 伝子解析の結果 、南極 北極両方か ら単離された菌株 はHa!b/ηoη∂s　vanl∂bilisに近縁な種 が8株 分類 さ
れた。Halomonas　 variab/「/isは、広い塩分濃 度領 域で生育できる広塩 性細菌であり、塩分生育特 性を調べたとこ
ろ、Halomon∂s　variab・「/isに近縁な種であるDR20-6(北 極から採取)は0～27%の 広い塩分で生育が確 認され た。
よって、広塩環境 に適応できるイオウ酸化細 菌群が南極および北極域 に分布していることが示唆され た。
また、北極海DR20-5株 のルビスコ遺伝子はRh・d・b∂・ter　・apsulatusに近縁であることが分かった。
O,1
Thiobacillus　 denhr爾cans
　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　 HvdroqenoDhaqa　 pseudoflava
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16SrRNA遺 伝 子 解 析 に よ る 雪 氷 微 生 物 の 同 定 と定 量
　　　 Studies　on　snow　bacterial　flora　by　16　S　rRNA　 analysiS
瀬川 高弘(東 工大)・牛 田一成(京 都府 大)・岡 田典弘 ・幸 島司郎(東 工大)
SegawエT*,　 Ushida,K**,　 Okada,N.*　 &　Kohshim亀S.*
　 (*Tokyo　 Institute　 of　Technology,　 **Kyoto　 Prefectural　 University)
BaCterial　 flora　 in　the　 snow　 from　 Tateyama　 Moutains　 of　Japan　 Alps　 (Tbyama,　 Japan)　 was
analyzed　 based　 on　the　sequenoe　 of　16s　 rRNA.　 Apsycrophilic　 baCterium,　 C.psychrophilurn,　 and
two　 psycrotrophic　 bacteia,　 Vρ αrα伽 硲and∫ 加 嵌 ㎜ ちwere　 identified　 from　 the　snow　 samples
colleCted　 at　Tateyama　 mountains　 by　 16s　 rRNAanalysis.　 The　 real-time　 PCR　 revealed　 that　these
three　 bacteria　 showed　 different　 seasonal　 growth　 pattem,　 suggesting　 that　 they　 depended　 on
different　 resouroes.　 J.livic加n　 andVparadOxus　 were　 also　isolated　 from　 Alaskan　 and/or　 Antarctic
snow,　 and　 could　 be印ltured　 on　 in-situ　 melt-water　 medium　 The　 results　 suggested　 that　 these
species　 were　 specialiZed　 to　snow　 and　 ioe　environment.
氷河 や雪渓 といった寒冷 で過酷 な雪氷環境 にも、昆 虫や ミミズか ら、藻類 ・バ クテ リア などの雪
氷微 生物 まで 、様 々な生物 が生 きて いる ことが明 らかにな って きた。 しか し従 来の雪氷微生物研究
で は、微 生物 朋包の直接観察 しか行われて こなかったため 、雪氷微 生物群 集、特 にバクテ リアの正
確 な組成 や生物量 の測定 には問題 があ った。そ こで本研 究で は、　16SrRNA　遺伝子 配列の比較 による
雪氷環境 に生 息するバクテ リアの同定 と定量技術 を確立す る ことを目的に、北ア ルプスやア ラスカ、
南極 な どの雪氷 試料 中のバ クテ リア解析 をお こな った。
これ まで本研究室の研 究 によ り、微 生物 の季節変化 が明 らカ・に なって いる北アルプス雪渓で 、3・
6・8月 に採取 した雪氷試料 か らDNAを 抽出 し、907F・1407Rを 用 いて16SrDNAをPCR増 幅 させ 、得
られ た塩基配列の相同性検索 をお こな った。全ての季節 か ら南極土壌 か ら単離 された好冷菌であ る
Cryob∂CterデM　 pSychrophllumが 、6・8月 の試料 か らはJanthlnobaCterlum　 7Mdum,　 Variovorax
ρ∂radoxusな どの耐 冷菌 が検出 され た。また 、雪渓表面 を融雪水培 地で培 養 した ところ、V.ρ∂r∂doxus、
J.　7ividumな どが検出 され た。そ こで 、 これ らのバ クテ リア が雪氷 中で増殖 している可能 性が高 い
と考 え、 リアル タイムPCR解 析 システム を用 いた各菌種 の定量 を行 った。その結果 、多 い月では、
これ らがDAP工 蛍光染色 法による細菌数 の推定値の14%を 占め ること、0.psychrophilum、 ノ.1ルブdum
は4・5月 の融解初期 と8月 か ら9月 の融解後 期に増加 す るの に対 して、V.ρ∂radOXUSは5月 か ら10
月 まで増加 し続 けることが分 り、 これ らのバ クテ リアが種 に よって異 なる資源 や環境 を利用 して い
る ことが示唆 され た。またV.　P∂　radoxusは 南極 とアラスカの雪氷試料か ら、ノ.1ivldUMは アラスカ
の雪氷 試料か ら検出 され 、さ らに この2種 はアラスカ氷河の融雪培地上で培養 された ことか ら、様 々
な地域 の雪氷中で増殖 して いる可 能1生が高 いと考 え られ る。 また0.psychroρhVumも 南極 土壌 か ら
単離 され た ことか ら、 これ ら3種 は雪氷環境 に適応 したバ クテ リアであ る可能1生が示唆 された。
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雪腐病菌の生産する不凍タンパク質
Antifreeze　 proteins　 from　 snow　 mold　 fungi
星野 保,切 明路子,湯 本 勲,横 田祐 司,
近藤英 昌,西 宮佳志,津 田 栄(産 総研)
T.Hos輌o,M.K廠 ㎞,1.Y㎜oto,　 Y.　Yokota,　 H.　 Kondo,
　　 　　　 Y.　Nishimiya,　 S.　Tsuda　 (AIST,　 Japan)
Abstract:
Many　 living　 organisms　 have　 biochemical　 strategies　 to　protect　 thcmselves　 against丘eezing.
Antifrecze　 protein　 (AFP)　 are　 onc　 of　 biochemical　 defense　 mechanisms　 by　 which　 intraccllualr　 ice
fbrmation　 is　inhibitcd.　 Typ加1a　 lshikariensis　 ,　one　 of　snow　 mold　 f皿gi　 sccrcted　 a　22kDa　 protcin　 that
only　 accumulatcd　 In　 culture　 at　a　subzero　 tempcrature.　 Reported　 fish　 AFPs　 bound　 to　 prism　 faces　 of
ice　 crystals　 that　 wcre　 fbrmed　 hcxagonal　 bipyramid.　 The　 short　 axcs　 (a-axis)　 of　 ice　 crystals　 of　 fish
AFPs　 wcre　 limited　 by　 size　 of　thc　 initial　 ice.　 However,　 fungal　 AFP-bound　 icc　could　 grow　 not　 only　 in
the　 c-axis　 direction　 but　 also　 in　 the　 a-axis　 direction.　 Thcrefbre,　 fUngal　 AFP　 fbrmed　 ice　 that　 was
10-fbld　 larger　 than　 that　 of　 fish　 AFP-bound　 ice　 and　 became　 a　distorted　 hcxagonal　 bipyramid　 shape
resembling　 Stone　 Age　 knivcs.　 Fish　 AFPs　 can　 cover　 all　 ice-growth　 sites　 of　 prism　 faces　 and　 those
AFP-bound　 ice　 crystals　 can　 grow　 only　 in　the　 direction　 of　 basal　 faces　 (c-axis).　 Our　 rcsults　 showed
that　 fungal　 APF-bound　 ice　 could　 grow　 not　 only　 in　 the　 c-axis　 direction　 but　 also　 in　 the　 a-axis
direction.　 Thcrefbre,　 It　Is　assumed　 fungal　 AFP-bound　 ice　 has　 extra　 space　 fbr　 crystal　 growth　 in　prism
faces.　 It　is　thought　 that　 the　 numbcr　 of　binding　 fUngal　 AFPs　 per　 area　 of　 prism　 face　 is　less　 than　 those
of　fish　 or　plant　 AFPs.　 However,　 the　 highest　 measurable　 values　 of　 anti丘eeze　 activity　 of　 fungal　 AFPs
is　highcr　 than　 average　 values　 rcp()rtcd　 fbr　 fish　 AFPs.　 It　is　thereforc　 thought　 that　 fungal　 AFPs　 inhibit
icegrowthbyanothermechanism.
要 旨
雪腐病菌Typhula　 ishikarien.sisより、不凍タンパク質(AFP)を 単離し、その性質を明らかとした。
本菌の至適増殖温度は10℃ であるが、培養温度を0℃ 以下に下げることによって、培地中に著し
い蓄積が認められた。本タンパク質の分子量は22kDaで あり、N－末端アミノ酸配列の異なる4種 の
アイソマーが存在した。
魚類および植物から精製された既知のAFPで は、核となる氷結晶のプリズム面に結合すること
により、ベイサル面のみが成長し、AFPが 結合した氷結晶は綺麗な嫉形となることが知られている。
このため、魚類あるいは植物由来AFPが 結合した氷結晶では短軸(a－軸)の 長さは測定に用いた
氷結晶の直径とほぼ同様であるが、雪腐病菌由来のAFPで は長短いずれの軸も成長し、「打製
石器」のような歪な嫉形となった。この結果から、菌類由来のAFPで は氷結晶の結合能力が弱く、
核となる氷結晶の成長を抑えられない可能性が容易に想像される。しかし、本タンパク質の不凍
活性はこれまで報告されている魚類由来の活性と比較して高いことから、既知の不凍メカニズムと
は異なる機構を持つ可能1生が示唆される。
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スバ ー ル バ ル 諸 島スピッツベ ル ゲ ン島 にお ける雌 雄 異 株 性
PYthium属 菌 の分布
東條元昭1,箱 田暁穂1,藤 井宏和1,星 野 保2,神 田啓史3,大 木 理1
1大阪府立大学大学院農学生命科学研究科,2産 業技術総合研究所,
3国立極地研究所
1)istribution　 of　a　heterothaElic　 bthium　 sp.　on　Spitsbe㎎en　 Island,　 Svalbard
　 　 　 　 Motoaki　 Tojo1,　 Akiho　 Hakoda1,　 Hirokazu　 Fujii,　Tamotsu　 Hoshino2,
　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 Hiroshi　 Kanda3　 and　 Satoshi　 T.　Ohkil
l　Graduate　 Sch・ ・1　・f　Agriculture　 and　 Bi・1・gical　 Scie
nces,　 Osaka　 Prefecture　 University,
Japan;　 2Nati・nal　 Institute　 ・f　Advanced　 lndustrial　 Science　 and　 T・chn・1・gy　 (AIST),　 Japan;　 3
National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Japan
Pythium　 spp.　 are　 known　 as　 soi1-borne　 plant　 parasite　 with　 a　 worldwide
distribution　 but　 has　 rarely　 been　 fbund　 in　Polar　 Regions.　 We　 previously　 reported
heterothallic　 Pythium　 spp.　 indigenously　 inhabit　 in　moss　 on　 Spitsbergen　 Island,
Svalbard　 and　 they　 caused　 discoloration　 of　 the　 moss　 (Sanionia　 uncinatのafter
artificial　 inoculation.　 This　 report　 investigates　 species-specific　 distribution　 of
Pythium　 spp.　 in　moss　 on　 Spitsbergen　 Island　 and　 demonstrates　 that　 at　least　 single
の くラ
specles　 of　heterothallic　 」Pythium　 distributes　 in　Longyearbyen,　Ny-Alesund　 and
Barentsburg　 on　 the　 Island.
Pythium属 菌は,世 界的 に分布 する土壌伝染性の植 物病原 菌として知 られるが,
極球 での分 布 はほとんど知 られ ていない.著 者 らはこれ まで に,カ ギハイゴケ
(Sanionia　uncinata)に 病原性 を有する雌雄異株性 のPythium属 菌が,ス バールバ
ル諸 島スピッツベルゲン島のコケに生息 していることを明らかにしてきた.今 回は,
スピッツベルゲン島におけるPythium属 菌の分布 を種毎 に調 べた.そ の結果,雌
雄異株性 のPythium属 菌 の少 なくとも1種 が,ス ピッツベルゲン島のニーオルスン,
ロングイヤービエンおよびバレンツブルグのいずれ の地域 にも生息していることが
確認された.
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キ ン グ ジ ョー ジ 島 か ら分 離 され る雌 雄 異 株 性 」肋 伽m属 菌 の 同 定(予 報)
東 條 元 昭1,　Hermann,　 A.　MUhlhauser2,星 野 保3,藤 井 宏 和1,箱 田暁 穂1,
神 田 啓 史4,大 木 理1
1大 阪 府 立 大 学 大 学 院 農 学 生 命 科 学 研 究 科,　2Universidad　 Central　de　Chile,　3産 業 技 術 総
合 研 究 所,4国 立 極 地 研 究 所
A　 preliminary　 report　 on　 a　heterothallic　 Pythiuηsp.　 fmm　 King　 George　 lsland,　 Antactica
　 　 Motoaki　 Tojol,　 Hermann,　 A.　MUhlhauser2,　 Tamotsu　 Hoshino2,　 Hirokazu　 Fujil,　Akiho
　　　　　　　　　　　　　Hakoda1,　 Hiroshi　 Kanda3　 and　 Satoshi　 T.　Ohkil
　 l　Graduate　 School　 of　Agriculture　 and　 Biological　 Sciences,　 Osaka　 Prefecture　 University,
　 Japan;　 2Universidad　 Cent・al　 d・　Chil・,　Chil・;　 3Nati・nal　 In・titut・　・f　Advanc・d　 lndu・trial
　 Sci・nce　 and　 T・chn・1・gy　 (AIST),　 Jap・n;　4　Nati・nal　 In・titute　・f　P・}a・　R・ ・ca・ch,　Jap・n
In　the　 course　 of　 studics　 on　 moss　 pathogenic　 fungi　 in　Fildcs　 peninsula　 (62°12'S,　 58°58'W),　 Kjng
Gcorge　 Island　 in　thawing　 duration　 from　 13　 December　 2000　 to　8　January　 2001,　 compatible　 isolates
of　 heterothallic　 Pythium　 sp.　 wcre　 frcquently　 isolated　 from　 dying　 moss　 (Sanionia　 unc加atの.
Morphological　 analysis　 of　 the　 isolatcs　 showed　 the　 lbllowing　 features.　 Thc　 main　 hyphae　 were　 up
to　 6μm　 wide.　 Oogonia　 wcre　 mostly　 terminal,　 globose,　 smooth-wallcd,　18-30μm　 in　 diameter.
Antheridia　 were　 tcrminal,　 l　 to　 5　 per　 oogonium,　 sac-like　 and　 diclinous.　 Oosporcs　 were　 single,
aplerotic,　 rarely　 plcrotic,　 globose,　 16-26μm　 in　diamcter.　 The　 thickness　 of　 the　 oospore　 wall　 was
up　 t・　 1μm.　 Sp・r・ngia　 w・ ・e　gl・b・se,　 m・ ・tly　 tc・minal,　 ・cca・i・nally　 int・ ・cal・ ・y・　 Diam・tcr　 ・f
・n・y・t・d・ …p・ ・c・ ・ang・d廿 ・m10-11μm・　Optimal　 g・・wth　 ・f　mycelia　 ・ccurred　 at　 25°C・ 　thc
minimum　 temperature　 fbr　 the　 growth　 was　 O.5°C,　 and　 maximum　 was　 28℃.　 The　 rDNA　 intcrnal
transcribcd　 spaccr　 scqucnccs　 of　 thc　 isolates　 wcre　 diffcrent　 to　 those　 of　 Pythium　 spp.　 in　 the
GcnBank　 database.　 The　 results　 suggested　 that　 a　new　 hetcrothallic　 Pyt乃i〃m　 sp.　 occurred　 on　 King
George　 Island.　 This　 seems　 to　bc　 a　first　record　 of　isolation　 of　Pythi〃m　 species　 in　Arctic　 rcgions.
南極 キングジョージ 島フィル デス半 島(62°12'S,58°58'W)で,2000年12刀か ら2001年1月 の
融 雪 期 にコケの 壊 死 部 に生 息す る糸 状 菌を調 査 中,雌 雄 異 株 性 のPythノ 加7属 菌 が 分離 され た.
形 態 的 特 徴 とrDNA　 ITS領 域 の塩 基 配 列 の解 析 か ら,分 離 株 は新 種 のPythiuη 属 菌 と考 えら
れ た.南 極域 か らのPythiuノ η 属菌 の分 離 は,こ れ が初 め ての報 告 と思 われ る.
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ラ ン色 細 菌Nostoc　 communeと βタ刀θc乃o(四五s　sp.　PCC6803の 乾 燥 耐 性 と凍 結 耐性
Tblerance　 to　 drying　 and　 freezing　 stresses　 in　cyanobacteria,ハlostoc　co〃1〃1une　 and　 Syne ho(ツstis
sp.PCC6803
林育芳、平井学、菓子野康浩、小池裕幸、辻暁、佐藤和彦(姫 路工業大学大学院 ・理学
研究科)
Yufang　 Lin,　 Manabu　 Hirai,　 Yasuhiro　 Kashino,　 Hiroyuki　 Koike,　 Satoru　 Tuzi,　 Kazuhiko　 Satoh
(Himeji　 Institute　 of　Technology,　 Graduate　 School　 of　Science)
　 Tblerance　 to　freezing　 stress　 in　 a　 drought-tolerant,　terrestrial　 cyanobacterium,
Nostoc　 commu刀 θ,　and　 a　drought-sensitive　 species,　 5ン 刀echocystis　 sp.　 PCC6908　 was
studied　 by　 measuring　 their　 photosynthetic　 activities　 and　 fluorescence　 emission
spectra.　 Effects　 of　the　 freezing　 stress　 was　 also　 compared　 With　 those　 of　drying　 stress
in　the　 both　 cyanobacteria.　P otective　 ef艶cts　 of　methanol　 to　the　 freezing　 stress　 in
5シ 刀θchocystis　 was　 also　 examined.
乾燥耐性のある陸生ラン色細菌イシクラゲ(Nostoc　 commune)と 耐性のないシネコ
システィス(Synθchocystis　 sp.　PCC6803)を 用い、凍結に対する耐性、及び凍結 と乾
燥ス トレスの効果を比較 した。凍結耐性の無かったシネコシスティスでは凍結耐性に対
するメタノールの効果についても調べた。耐性の有無は光合成活性が回復するかどうか
で検証 し、光エネルギー移動反応に関 しては液体窒素温度での蛍光発光スペク トルを測
定する事で調べた。イシクラゲは南極でも生存 し、また自然環境下では凍結は細胞内の
脱水を通常は伴い、さらにイシクラゲの乾燥耐性の研究が進んでいるので、本研究の材
料 として用いる事 にした。得 られた結果は以下の通 りである。
1)イ シクラゲは一78°Cの低温にも耐えられたが、シネコシスティスは一20°Cの凍結処理
で活性を失った。この事は凍結耐性は乾燥耐性 と関連 しているという説を支持する結果
である。
2)光 化学系II複 合体からの蛍光の減少や光化学系1、II活 性減少の程度から、イシク
ラゲにおける凍結ス トレス中の脱水の程度はあまり高 くない事が分かった。この結果は
NMR測 定か らも支持された。
3)イ シクラゲの急速凍結がフィコシアニン蛍光の不可逆的上昇をもたらす事から、イ
シクラゲ細胞に不可逆的損傷 を与える事が分かった。
4)シ ネコシスティスを含む溶液に5%メ タノールを添加すると、シネコシスティスの
凍結耐性が顕著に増加 した。
5)上 記の凍結耐性の増加は、凍結後シネコシスティス溶液の温度を上昇する過程で見
られる0℃ 付近での一時的な蛍光増加 に関連がある事が分かった。この蛍光増加はフィ
コビリゾームと光化学系II複 合体 をつな ぐアンカータンパク質由来のものであった。
アル コールの効果についてはさらに検討中である。
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  Species diversity and Abundance of soil algae along deglaciated moraine,  Ny-  A  lestmd, 
                              Svalbard 
Elster,J., Kubeckova,K., ukesova,A. Brynychova, K.(Academy of Sciences of the Czech Republic), 
                           Kanda, H.(NIPR)
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南極 土壌 よ り分 離 された黄緑ee　Xanthonema属 の形態 的特徴
Morphological　 characteristics　 of　strains　 of　Xanthonema　from　 Ant rctica
大 谷 修 司,小 川 紀 子,福 岡 祥 子,伊 藤 律 子(島 根 大 学)
　 　 Ohtan.i,　 S.;　Ogawa,　 N.;　Fukuoka,　 Y;　Itoh,　 R.
　 　 　 　 　 (Shimane　 University,　 JAPAN)
　 The　 genus　 Xanthonema　(X nthophyceae)　is　one　 of　the　 most　 taxonomically
dif丘cult　 genera　 of　xanthophycean　algae.　 Reasons　 of　dif丘culty　 of　identi丘cation　 are
their　 narrow　 filament　 widths　 (ca　 3-5　 ptm)　 and　 simple　 cen　 shapes.　 In　Xanthonema,
chloroplast　 number　 in　 each　 cen　 has　 been　 considered　 to　 be　 one　 of　important
taxonomic　 criteria.　 In　 the　 present　 study,　 we　 reexamine　 ranges　 of　variation　 of
chloroplast　 number　 in　siX　 species　 of　Xanthonema　 including　 strains　 isolated　 from
Antarctica.　 Chloroplast　 numbers　 of　strains　 are　 different　 from　 those　 of　original
description　 in　5　species　 of　Xanthonema.
南極昭和基地周辺土壌藻からは,黄 緑藻類の 塩尻加刀θ朋 属の数種が出現 している。
しかし,κ∂nthonem∂属の種はいずれも栄養細胞の幅が3-5μmと 狭 く,細 胞の形にも
特徴が少ないため種の識別が困難なグループである。これまで重要な分類形質のひと
つ として葉緑体数が用いられてきたが,細 胞が小さいため葉緑体数の正確な計測は困
難であった。今回,蛍 光顕微鏡 を用いて葉緑体の紫外線励起 を行い観察すると,葉 緑
体の 白化収縮が起 こり,互 いに接 していた葉緑体が離れその数の計測が可能 となった。
種名が明らかな6種 類の培養株 と南極か ら分離された培養株 について葉緑体数を測
定 した。これ らの培養株ついて,葉 緑体数 とその他の分類形質により分類学的検討を
加えたので報告する。
観察に用いた株は,1.5%BBM寒 天培地で15°C,700-10001ux,12時 間:12時 間
明暗周期の条件で培養を行 った.1000倍 または1250倍 の倍率で栄養細胞の形態を観
察 した。葉緑体数の計測には蛍光顕微鏡で紫外線励起 し,白 化収縮 したものを用いた。
ほとんどの種類の栄養細胞の長さと幅は原記載 とほぼ一致 したが,葉 緑体数はX
debile,　X　exile,　X.　hormidioidesとX.　 mon　tanummの4種 類 で異なっていた。たと
えば,Xdebileで は,原 記載の葉緑体数は 「約2そ れ以上」となっていたが,今 回
の計測では 「4～8」 であった。　X.　solldumに 関 しては原記載 に数個 としか記載が無
か ったが,今 回の計測で2-6個 であることが明らか となった。なお,X.　 debile,X.
montanum,　 X.　so万d〃mの3種 は原記載に用いられた培養株である。糸状体の末端
に形成される付着根はX,sθssile,　 X　hormidioidesお よび昭和基地周辺から分離さ
れたXsp.1.に 認められた。付着根の形は,前2種 はT字 形であったが,X.sp.1.
は針状であった。
昭和基地から分離されたXanthonemasp.1は 他の種に比べて長い糸状体を形成 し,
付着根が針状であることから,こ れまでに記載 されたいずれの種類にも該当しない。
新種の可能性 を含めて今後検討をすすめる。
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南 極 の 岩 石 内 微 生 物 群 よ り分 離 し た 単 細 胞 藻 類 の 凍 結 条 件 の 検 討
Freezing　 condition　 of　unicellular　 algae　 isolated　 from　 cryptoendolithic　 micr()bial
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 communities　 in　Antarctica
長 島 秀 行(東 京 理 科 大 ・理)、 安 原 雄 作(東 京 理 科 大 ・基 礎 工)、
井 上 源 喜(大 要 女 子 大 ・社 会 情 報)
Hideyuki　 NAGASHIMA,　 Yusaku　 YASUHARA　 (Tokyo　 University　 of　Science)　 and
　 　 　 　 Genki　 INOUE　 MATSUMOTO　 (Otsuma　 Women's　 University)
Two　 unicellular　 green　 algae,　 0乃 ノore/1a　 sp.　 strain　 A789-12　 and　 Stichococcus　 bac.〃 ∂「1s
strain　 A789-13　 isolat,ed　 from　 the　 McMurdo　 Dry　 Valleys,　 and　 a　yellow　 green　 alga,
』亙η1乃oη θ1ηasθ 路 〃θPAB-759　 isolated　 from　 Scott　 Base,　 Antarctica,　 were　 fro7.en　 to　 -20°C
at,variousdecreasingrates.　ThephotosyntheticactivitiesofstrainsA789-12andA789'1:3
at　20°C　 remained　 mostly,　 but　 the　 extent　 of　them　 were　 affected　 by　 the　 rates　 of　l予eezingand
thawing.　 On　 the　 other　 hand,　 strain　 PAB-759　 and　 a　mesophilic　 alga,　 `Wo「 θノ1a　vulgaris
C-135,　 lost　 their　 activities　 in　any　 conditions.
「は じめに」 これ までの研 究か ら、南極 大陸の ドライ ヴア レー 地域の岩石 表層か ら分離 した単
細胞 緑藻ChloreHa　 g.　p.　A789-12株 とStichoc'oc'c'us　baev71a7'ilg　A789-　1　3株,そ れに南極 ス コ ヅ
ト基 地 よ り分離 した南極 産黄緑藻.鰭 η1乃o刀eノηa　sess17e　PAB759,株 は5℃ か ら35°Cま での範囲 で
生育 し、光合成酸 素発 生能は0℃ か ら40°Cま での範囲で 認め られ るこ とが分か った。 また、 こ
れ らの 緑藻を 一20°C、 または 一30°Cま で凍結 させ た ときの残 存光合 成活性 は、凍 結融解速 度 の
影響 を強 く受 けてい るこ とがわ か った。対照 と して用 いた温帯 産緑藻Ch70rella　 vulgaris　C-135
株で は同 じ条件下 で全 く活性 を失 うことがわか った。今 回は、それ らの藻類 の凍 結融解 直後 と24
時間後 の残存 光合成 活性 の変動 につ いて調べ た。
「材料 と方法 」 上記4株 の藻類 をプ ログラム フ リーザ ー(Espec　 SU240)を 用 いて凍結 融解 した。
凍結処理後 の生存 率は、 一定時 間振 とう培養後 の藻体量 を比色 計に よ り求め、 また、光合成 酸
素発 生活性 はクラー ク型酸素計(Hansatech　 Oxygral)h　 OXY-1)を 用いて行 った。
「結 果 と考察 」藻体 をい ろい ろな速度 で 一20℃ まで冷却 して 凍結 させ た後 、冷却時 と同 じ速 度
で解 凍 し、20°Cにお け るそれ らの残 存光合成活性 をみ る と、A789・12株 の方 がA789・13株 に比べ
て相 対的 に低 い活性 とな ったが、A789・12株 では速度 を 一〇.7か ら一1.0°C/minの と き、A789・13
株 では 一〇.1°C/minと した とき活性 が最 も高か った。 しか し、PAB・759株 とC-135株 で は どの条
件 で も全 く活 性 を失 って いた。また、凍結 融解 後、15℃ 、明所(1500ル クス)で24時 間培養 す ると、
A789-12株 の光合 成活性 は大 幅に回復 したが、A789-13株 では比較的 高い活 性 を維持 した まま
大 きな変化は認め られなか った。
以上 の ことか ら、南極 産緑 藻Stiehoeoa'us　 baci17aris　A78f)-　1　3株 はCh/b1℃ 」胎sp.A789・12株 に
比べ て凍結耐性 があ るが、耐性 の程 度 は凍結 ・解凍速度 に も影 響 を受 け る事 が わか った。また、
凍結解凍後再び培養 す るとChlore!la　 sp.　A789・12株 で は、活性 が失われ た場合 で もかな り回復
するこ とか ら、凍結 に よる影響 は可逆 的であ るこ とがわか った。
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ウマスギゴケの繁殖様式
一個体群 のシュー ト構成 とAFLPか ら推定 された遺伝 的構造か ら一
　 　 　 　Reproductive　 mode　 on　the　hair　cap　moss,　 Polytrichum　 commune
Approach　 using　 population　 structure,　 and　 genetic　 structure　 inferred　 from　 amplified
fragment　 length　 polymorphism　 (AFLP)　 fingerprints－
鮎川恵理(総 研大),伊 村智,神 田啓史(総 研大,国 立極地研究所)
　 　　 　　 　 　 Eri　Ayukawa　 (Grad.　 Univ.　 Advanced　 Studies),
Satoshi　 Imura　 and　 Hiroshi　 Kanda　 (Grad.　 Univ.　 Advanced　 Studies　 and　 NIPR)
　 　 　 　 Presence　 of　 sexual　 organs,　 sexual　 conditions　 and　 presence　 of　sporophytes　 on　 each　 shoot　 were
determined　 in　seven　 populations　 of　 Polytrichum　 commune,　 a　dioicous,　 acrocarpous　 moss　 occurring　 on
moist　 soils　 of　 a　 subalpine　 zone　 in　 the　 Yatsugatake　 Mountains,　 Central　 Honshu,　Japan.　 Vegetative
shoots　 dominated　 in　 all　 populations.　 In　 three　 populations,　 where　 male　 and/or　 female　 organs　 were
present,　 the　 sex　 ratio　 was　 48:52　 (among　 these　 three　 populations,　 one　 had　 only　 male　 shoots).　 Thus,
sexual　 reproduction　 was　 observed　 only　 in　two　 populations,　 while　 asexual　 reproduction　 using　 branching
with　 later　 separation　 of　 shoots　 was　 predominant　 in　all　populations.　 Genetic　 structures　 were　 analyzed
using　 AFLP　 (amplified　 fragment　 length　 polymorphism)　jn　 both　 population　 with　 and　 without
sporophytes.　 Based　 on　 our　 results,　 asexual　 reproduction　 appears　 as　 an　 effective　 means　 of　maintenance
of　populations　 even　 in　sexually　 reproducing　 Populations.
ウマスギゴケは雌 雄異株 の頂蘇類 で,亜 高 山帯 または高山帯の湿った十上 に生育する種であ る.本
州 中部,八 ヶ岳の亜高 山帯の一部 を調査地 と し,7個 の個体群 を構成す るシュー トについてそれぞれ,
性 発現の有無,雌 雄性,雌 株上 の胞子体 の有 無か ら分別 した.そ の結果,性 発現 していない無性の シ
ュー トがどの個体群で も優占 してお り,性 発現 した シュー トが見 られる3個 体群での性比(雄:雌)
は48:52で あった.ま た,全 ての雌株十 には胞子体が形成 されていた.有 性繁殖 が行われていた個
体群 は2個 体群 と限 られていたが,分 枝 と分割による無性生殖は どの個体群でも行われていた.遺 伝
的構造 の解析 には,有 性生殖 を行ってい る個体群 と無性生殖のみ によ り維持 されていると考え られ る
個 体群 をそ れぞ れ 一個体 群 つつ を選 び,　DNAフ ィ ンガー プ リンテ ィングの 一手法 であ る　AFLP
(amplified　fragment　length　polymorphism,　 増幅断片長多型)を 用いて明 らかに した.そ の結果,有 性繁
殖 を行 ってい る個体群 において も,分 枝や分割による無性繁殖の割合 は高 い と考え られ,無 性 繁殖 は
個体群 の維持 にとって重要であると考えられた.
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  THE MOST VISIBLE QUALITATIVE CHANGES OF THE TAIGA-TUNDRA 
TREELINE VEGETATION IN THE EAST EUROPEAN FOREST-TUNDRA FOR THE 
                     LAST FORTY YEARS 
                            Adrian E. Katenin
        Laboratory of Far North Vegetation Komarov Botanical Institute RAS 
 Prof. Popov str., 2. St. Petersburg, 197376, RUSSIA
 1. The area under study (north-east of Komi republic, 200 km southward Vorkuta, 66°40 North 
lat., 62°45  'East  lon.) includes the northern taiga and the southern tundra subzone. The first one 
is characterized by spruce (Picea obovata Ledeb.), birch ( Betula tortuosa Ledeb.) and mixed 
birch-spruce forests. The second one is characterized mostly by shrub birch (Betula  nana L.), 
less by patchy dwarf shrub ( Vaccinium uliginosum L. var. microphyllum Lange, Arctous 
alpinum (L.) Nieden.) tundras. 
2. Forest-tundra – transitional zone between taiga and tundra - is only 15 km width in the 
study area. Within it we can distinguish the strip of southern forest-tundra  (SFT) and the strip 
of northern forest-tundra  (NFT). 
3. In the study area  forest communities  of  the taiga-tundra treeline are formed by 2 species  -
Picea obovata and Betula tortuosa. Spruce and birch sparse forests predominate in the SET 
strip; along with them forest and tundra communities occur. Shrub and dwarf shrub tundra 
communities predominate in the  NFT strip; along with them birch sparse forests occur. 
4. Within northern taiga and  forest-tundra birch forms forest and sparse forest communities 
adjusted to dry, weakly snowy uprisings. The same spruce communities are restricted to moist, 
heavy snowy depressions. Birch sparse forests are the only  forest communities of the  NFT strip, 
they stretches in tundra zone farther than spruce ones. 
5. Investigations conducted in summer 2002 revealed that at present time spruce is moving 
forward into tundra more active than birch. Its undergrowth and young trees are found in 
Betula nana communities adjusted to hollows and brook valleys,  forming there spruce-shrub-
birch sparse forests. There is no indications of birch moving forward into tundra along typical 
for it ecotopes. The young birch trees are often  found in the  SFT strip only in the places of 
former camps and on the (old) neglected road. 
6. The process of dwarf birch (Betula nana) colonizing of the weakly snowy sites on the slopes 
with dwarf shrub tundras testify displacement to the north of the vegetation strip's boundaries 
within forest-tundra, as well as settling of the lichens in the spots of bare ground, characteristic 
to this type of communities and caused by the influence of permafrost processes and weak snow 
layer. 
7. 5 plots  (10x10 m) were studied in Betula nana communities with spruce samples of various 
ages and 1 plot (5x15 m) in dwarf shrub communities for observation of the processes of the 
tree and dwarf birch colonizing of tundra communities. Vegetation of the plots was mapped. 
Specimens of trees and Betula nana trunks were picked up to determine their age. 
The analogous plots will be studied in birch sparse forests of the northern taiga,  SFT,  NFT. 
8. Slight expression of micro- and nanorelief forms in sparse forest and tundra communities 
was recorded. Such forms of  relief, formed due to the permafrost, are confined to the weakly 
snowy locations, so it will be interesting to study permafrost condition of the area under 
investigation (at the taiga-tundra boundary).
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カナダ北極エルズミア島におけるモレーン上の植生発達
Vegetation　 development　 on　deglaciated　 moraines　 at　Ellesmere　 Island,　 high　 arctic　 Canada
゜沖 津 進(千 葉 大・園芸)・ 澤 口晋 一(新 潟 国際情 報大 ・情報文化)・
長谷 川裕彦(明 治 大 ・文)・ 神 田啓史(国 立極地研 究所 ・資料 系 ・生 物系資料)
Okitsu,　 S.　(Chiba　 Univ.),　 Sawaguchi,　 S.　(Niigata　 Univ.　 of　Intemational　 and　 Information　 Studies),
Hasegawa,　 H.　(Meiji　 Univ.)　 and　 Kanda,　 H.　(NIPR)
Aprocess　 of　the　 vegetation　 development　 on　 the　 deglaciated　 moraines　 was　 surveyed　 at　Ellesemere
Island,　 high　 arctic　 Canada.　 A　 target　 glacier　 was　 one　 of　 a　 glacier　 originated　 from　 Kriecer
Mountains　 runningeast　 to　west　 near　 Oobloyah　 Bay　 (80　 °　 50'　N,　 82　 °　45'W).　 This　 glacier　 has　 f()ur
morains　 with　 different　 establishment　 period.　 The　 oldest　 moraine　 was　 supposed　 to　be　 established
at　 the　 Full　 Glacial,　 ca.　 35,000　 years　 ago,　 and　 the　 youngest　 one　 at　the　 Little　 Ice　 Age,　 ca.　 200　 year
ago.　 Major　 results　 are　 as　 follows.　 1)　The　 vegetation　 cover　 was　 very　 scarce,　 less　 than　 1　%,　 at　 the
youngest　 moraine,　 while　 it　was　 relatively　 abundant,　 ca.　 60　 %,　 at　the　 oldest　 moraine.　 2)　Changes
in　 the　 species　 composition　 was　 such　 manner　 that　 new　 species　 were　 gradually　 recruited　 on　 the
older　 moraines　 adding　 to　 the　 original　 species　 which　 appeared　 younger　 moraines.　 3)　Vegetation
physiognomy　approached　 to　 that　 of　 the　 low　 arctic　 dwarf　 shrubs　 consisting　 mainly　 of　 Cassioρe
tetragolla　 and　 Vaαcin/um　 uliginosum,　 although　 the　 required　 period　 seemed　 to　be　 quite　 long,　 ca.
20,000years.
【は じめに】カナダ北極 のエルズ ミア島(Ellesmere　 Island)はhigh　 arctic　zoneに 位置 し,植 物 の
生育 にとって厳 しい環境にあ る.そ こでの植生の発達は,温 帯域 と異な り,一 定の様式を示さないこ
とやかな りの時 間を要することが予想され る.2002年7月,エ ルズ ミア島オー ブロや湾　(Oobloyah
Bay,北 緯80度50分,西 経82度45分)付 近で,氷 河後退後 の地形 発達 と植生分布を調査 した.こ
こでは,氷 河後退期に形成 される,成 立年代 が異なるモ レー ン上での植生発達 を報告す る.こ れは科
学研 究費補助金特定領域 「北極 域 ツン ドラ環 境変動の研究」(11208204,研 究代表者神 田啓 史)の 成
果の一部で ある.
【調査地 と方法】調査は,オ ー ブロや湾の東北に20kmに わたって連な るク リーカー山脈(Kriecer
Mountains)か ら南に流下する山岳氷河 の一つを対象 とした.こ の氷河は,最 終氷期 最寒冷期 に以後,
成 立時期の異な る4列 のモ レー ンを残 してい る.最 も古いものは最終氷期最寒冷期の約35,000年 前,
その後晩氷期付 近に2度 ほ どモレーンの形成期があ り,最 も新 しい ものは小氷期,約200年 前に成立
した と推定 され る.し たが って,こ の地域のモ レー ンは30,000年 にわたる植生発達 を記録 している.
これ らのモ レー ン上に20mの ライ ン トランセク トを3～8本 設置 し,そ れぞれ を20個 の1x1㎡ 小方
形 区に区切 って,維 管 束植物 を対象 と して植生調査 を行 った.
【結果 と考察 】1)植 被率は,最 も新 しいモ レー ン(約200年 前)で は1%に 満たず,植 生 が殆 ど定
着 していないが,晩 氷期モ レー ンでは40%に 増加 し,最 終氷期最寒冷期 モ レー ンでは60%に 達 する.
2)構 成種 は,最 も新 しいモ レー ンでは4種 に満たないが,晩 氷期モ レー ンでは10種 に達 し,そ れ
以後 はほぼ安定 する.3)構 成種 は,初 期 に定着 した種 に新 たな種が付 け加 わる形 で増加す る.最 終
氷期最寒冷期 モ レー ンでは,よ り南方のlow　arctic　zoneで の主要構成種であ る 伽 伽 ㎜ 〃脚 継 〃m
の出現頻度 が急増 する.4)古 いモ レー ンほ どCassiopetθtragonaの 割合が増加する.5)植 生の発
達には一定の方向性 があ り,　10w　arctic　zoneのdwarf　 shrub　heath　tundraに 近づいてゆ く.6)し
か し,10000年 以上経 過 して も植生 は まだ発達 途上 にあ る.
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カナ ダ ・エルズミア 島 にお けるCassiopetetragona群 落 の生 態 的研 究
Ecological　 study　 on　 Cassioρetetragonacomm皿ity　at　Ellesmere　 island　 of　Canada
・増 沢 武 弘(静 岡 大 ・理 ・生)、上 野 健(極 地 研)、 神 田 啓 史(極 地 研)
*MASUZAWATakehiro　 (Shizuoka　 University),　UENO　 Takeshi　(NIPR),　 KANDAHiroshi　 (NIPR)
　 　 Research　 has　 carried　 out　 at　Oobloyah　 Bay　 on　Ellesmere　 island　 in　the　Canada　 High　 Arctic　 in
July,　 2002.　 Ellesmere　 is　polar　 desert,　 one　 of　the　 driest　 areas　 of　 northern　 hemisphere,　 with　 an　 annual
precipitation　 of　 only　 60mm.　 In　area　 where　 ground　 water　 is　retained,　 vegetation　 such　 as　grass-sedge
meadows　 grows　 near　 snow-bed　 and　 on　 retreated　 area　 of　 glacier.　 Cassioρe　 tetragona　 is　 dwarf
evergreen　 shrub　 and　 grows　 in　 mats　 of　 moss　 or　 on　 moist　 snow-bed　 slope,　 where　 it　is　sometimes
associated　 with　 Dryas　 integrifolia.
　 　 We　 mcasured　 length　 of　branches,　 number　 of　 flowers,　 biomass,　 photosynthetic　 activity　 and　 soil
condition　 on　 (」.tetragona　 community　 according　 to　 moist　 revel　 at　snow-bcd　 slope.　 In　the　 }aboratory,
we　 made　 a　microscopic　 study　 of　 morphological　 characteristics　 of　 evergreen　 leaves　 and　 chemical
analysis　 of　plant　 and　 soil.
北 極域 エル ズミア島(Ellesmere　 island)は カナ ダ最 北 部 の 島 である。この島 の 中央 部 に位 置 す る
オー ブ ロヤ ーベ イ(Oobloyah　 Bay)は 北 緯80° を越 え、植 生 はほ とん ど存在 しな い。湾 か ら10km
ほどの位 置 に7つ の谷 氷 河 が存 在 し、それ らは近 年 急 速 に後 退 して いる。この氷 河か ら流 出 す る
水 が 、川 お よび 湧 水 となって停 滞 す る小 地 形 が いたるところに 見 られ 、そ こには 大 小 さまざまな植
物 群 落 が成 立 してい る。
今 回 対象 としたCa∬iope　 tetragona群 落 は 、標 高 差 は約3mで 斜 面 の一ヒ下 に約50m、 幅5～6m
の蘇 苔類 をともなったマット状 の構 造 である。
ここで、　C.tetragonaの シュー トの 大 きさ、密 度 、
現 存 量 、光 合 成 能 力 の 測 定を行 った。また 、
土壌 中 の含 水 量 と栄 養 塩 類 の測 定 お よび 化
学 分 析 を行 った。
土 壌 含 水 量 は斜 面 の 上 部 か ら下 部 に 向 け
て増 加 していた。永 久 凍 土 の位 置 は、上 部 で
は地 表 か ら1.5mで 、下部 で は40～50cmの
位 置 に存 在 した。植 物 の 生 長 量 お よび 光 合
成 能 力 は斜 面 下 部 の 水 分 が 十 分 に供 給 され
ているサイトで はい ず れも高 い値 を示 した。
ここで は 北緯80° 以 北 の無 植 生 と思 わ れ
る地 域 にも、水 分 条 件 が保 障 される地 形 には
生 産 量 の 高いc.tetragonaの 群 落 が成 立 す る
ことにつ いて報 告 す る。
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航空 レーザー測距 法 による広域バ イオマス ・LAI変 化の検 出
Detection　 of　Regional　 Biomass/LAI　 Changes　 Using　 Airborne　 Laser
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Altimetry
末 田 達 彦 ・日下 部 朝 子 ・都 築 勇 人(愛 媛 大 学 連 合 農 学 研 究 科)
　 　Tatsuo　 SWEDA,　 Tomoko　 KUSAKABE　 and　 Hayato　 TSUZUKI
(United　 Graduate　 School　 of　Agricultural　 Sciences,　 Ehime　 University)
　 　 　 Taking　 an　 advantage　 of　precise　 and　 detailed　 yet　 Wide-stretching　 measurement
of　 vegetation　 canopy　 profUe　 by　 airborne　 laser　 altimetry,　changes　 in　 five　 years　 in
regional　 forest　 biomass　 and　 leaf　 area　 index　 over　 a　600　 km　 long　 transect　 was　 estimated.
The　 transect　 extends　 north　 from　 Edmonton,　 Alberta　 to　 Cluff　 Lake,　Saskatchewan
covering　 the　 prairie-boreal　 ecotone　 and　 the　 southern　 half　 of　boreal　 forest　 proper　 in　S-N
direction　 of　enVironmental　 gradient　 dictated　 by　 absolutely　 decreasing　 temperature　 and
relatively　 increasing　 moisture　 avaiユability.　 The　 three　 dimensional　 position　 of　 the
aircraft　 constantly　 monitored　 by　 GPS　 and　 the　 clearance　 between　 the　 aircraft　 and
ground　 objects　 measured　 by　 the　 airborne　 laser　 altimeter　 constitute　 the　 original　 data,
which　 can　 be　 converted　 into　 a　continuous　 profde　 of　vegetation　 height,　calibration　 of
which　 by　 ground　 truth　 biomass　 and　 LAI　 gives　 precise　 estimates　 of　biomass　 and　 LAI　 all
along　 the　 transect.　 The　 baseline　 mission　 was　 flown　 in　 the　 fall　 of　 1997,　while　 the
f()Uow-up　 mission　 in　the　 fal　 of　2002.　 The　 changes　 in　biomass　 and　 LAI　 in　this　 five-year
period　 due　 to　forest　 growth,　 fbrest丘res,　 harvesting　 and　 other　 factors　 are　 analyzed　 and
discussed.
広域にわたる植生高のプロフィールを精密かつ詳細 に測定で きるという航空 レーザー測
距法の特徴を利用 して、延長600kmに およぶ トランセク トに沿った森林のバイオマス蓄積
と葉面積指数の5年 間の変化 を探 った。この トランセク トは、気温の低下と植物に対する
水分供給の増大で決まる南北の環境傾度に沿ってほぼ直線的にアルバ一夕州エ ドモン トン
か らサスカチユワン州クラ ヅフ湖 に至るもので、プレー リーから亜寒帯への移行帯北部と
亜寒帯林の南部を網羅 している。初回の航空 レーザー測距は1997年 秋に、変化 を見るた
めの第二回測距は2002年 秋 に行い、それぞれの測定で得 られる航空機の三次元位置 と航
空機か ら地上の事物 までの距離から植生高の連続的なプロフィールを計算 した上、両者を
50点 の地上測定で得 られた実際の森林バイオマス量と葉面積指数で補正 し、600kmの ト
ランセク ト全長にわたるバイオマスと葉面積指数の分布を推定 した。5年 間の変化 はこれ
ら二回の測定の差 として現れ るが、 これをこの間の森林 の成長、火災による焼失、人為的
な森林伐採その他の要因に関連づけて解析 した。
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Ny-Alesund,Svalbard,の炭 坑 跡 地 に お け る植 生 遷 移
永久方形区における3年 間の変化
Three-year　 vegetation　 change　 as　observed　 in　a　permanent　 plot　 e8tabli8hed　 in　an
　 　 　 　 　 abandoned　 coal　nrine　 8ite　in　Ny-Alesund,　 Svalbard,
小 島 覚(東 京 女 子 大 学)
　 　 　 　 　 　 　Kojima,　 S.　(Tbkyo　 Woman's　 Christian　 University)
　 Three.year　 vegetation　 change　 was　 documented　 and　 analyzed　 in　a　permanent　 plot　 (100　 cm
む
x　lOOcm)　 established　 in　an　 abandoned　 coal　 mine　 site,　Ny-Alesund,　 Svalbard.　 In　1997,　 the
plot　 was　 installed.　 It　was　 revisited　 in　1999　 to　observe　 vegetation　 change　 after　 two　 years
since　 the　 installation.　 The　 result　 was　 reported　 (Kojima,　 2002).　 In　2002,　 the　 plot　 was　 again
checked　 and　 vegetation　 change　 was　 recorded.　 During　 the　 three　 years　 from　 1999　 to　2002,
considerable　 increase　 of　plant　 cover　 was　 observed　 as　 such　 that　 the　 total　 plant　 cover
increased　 from　 1929　 c㎡in1999to3647c㎡in2002,i.e.189%increase.In2002,the
species　 with　 the　 highest　 coverage　 was　 Salix　 」polaris　 (1454c㎡),　 followed　 by　 Po}ygonum
viviparuM　 (900　 c㎡)and飽x漉a82　0ppositifolia　 (812　 c㎡)　.　The　 vegetation　 succession　 in
the　 abandoned　 coal　 mine　 site　appeared　 to　be　still　rapidly　 progressing.
1997年 、　Ny-Alesundの 炭 坑 跡地 に 、廃坑 後 の植 生変 化 を観 察記 録す るた め に永久 方 形 区
を設 定 した。 方形 区 の大 き さは、1mxlmで あ るが 、それ を10　 cmx10　 cmの 小 方形 区
100個 に分割 し、各小 方形 区内 に生育 す るす べ て の維 管束 につ いて被 度 を評 定 し記録 した。
被 度 の評 定 は、小 方形 区(100c㎡)内 に出現す る維 管 束植 物 に つい て 、その被 覆 面積 を1c㎡ 単
位 で記録 した。発 表者 は1999年8月 に 同方 形 区 を訪 れ て被 度 を記 録 し、1997～1999年 の2
年 間 にお け る植 生 の変化 を報 告 した(Kojima,2002)が 、2002年7月 に も現 地 にお い て植
生 を解析 す る機会 を得 たの で、今般 そ の間に お け る維 管束 植物 の変化 につい て報 告 す る。
1999～2002年 の3年 間 におい て、維 管束植 物 の種 数 は ともに9種 で、 全 く増 減 は 見 られ
なか った。 しか し、9種 の合 計被覆 面積 は、1999年 にお い ては1929c㎡ で あ った が、2002
年 におい ては3647c㎡ と、189%の 増加 を示 した。種 類 別 に 見 る と、2002年 にお い て最 も被
覆 面積 の 大 きか った もの はSalix　 polarisの1454c㎡ で 、次 い でPolygOBum　 viviparum　 900
c㎡、 さ らにSaxifraga　 ()ρpositifolia　 812　c㎡で あ った。 い っぽ う、1999年 に比 べ て最 も増
加 率 の大 きか った ものはJURcus
Table　1.　Plant　cover　change　(c㎡)during1999-2002　 biglumisの1650%で あ った が・ これ
は1999年 に お いて被覆 面 積 が2c㎡ で
1あった もの が2002年 には33c㎡ に増
加 した もの で あった。　Table1は 、出
現 種 の3年 間にお ける被 覆 面積 の変
化 とその 変化 率 を示す もので あ る。
この 事実 か ら、今 回調 査 を行 っ た
む
Ny-Alesundの 炭坑 跡 地 に お いて は 、
現在 も急 速 に植 生 の遷 移 が進 ん でい
る もの と思 われ た。
Species　 ＼　year1999 2002 rate
Salix　polaris 801 1454 1.82
Polygonum　 viviparum366 900 2.46
Saxifraga　 oPP◎sitifolia446 812 1.82
Silene　 acaulis 130 209 1.61
Carex　 misandra 119 141 1.18
Luzula　 confusa 58 90 1.55
Juncus　 biglumis 2 33 16.50
Saxifraga　 caespitosa 4 5 1.25
Pedicularis　 sp　. 3 3 1.00
Tbta1 1929 3647 1.89
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北 極 圏 の ム カ ゴ トラ ノオ:む か ご の 色 変 異 と発 芽 特 性(予 報)
　 Bulbil　 color　 variation　 and　 germination　 characteristics　 in
ArcticPolygoηum　 vMParUm　 (a　preliminary　 report)
西 谷 里 美(日 本 医 大 ・生 物)・ 増 沢 武 弘(静 岡 大 ・理)
Satomi　 NISHITANI　 (Nippon　 Medical　 School)　 &　Takehiro　 MASUZAWA　 (Shizuoka　 Univ.)
　 　Germination　 characteristics　 of　bulbils　 were　 compared　 among　 populations　 of　Arctic
Polygonumレ ブゆ ∂rum　 with　 different　 bulbil　 colors.　 Bulbils　 were　 collected　 in　Ny-Alesund,　 Svalbard,
Norway　 in　August　 2001　 and　 experiments　 were　 conducted　 in　September　 2001　 (using　 bulbils
stored　 at　5C)　 and　 June　 2002　 (using　 bulbils　 stored　 at　-5C　 or　-25C)　 at　5C　 and　 15C　 under
continuous　 Iight　 Percentage　 germination　 at　15C　 one　 month　 after　 sawing　 in　September　 was
more　 than　 80%　 for　 yellow　 and　 dark　 red　 bulbits,　 while　 only　 43%　 in　bright　 red　 bulbils.　 Survival　 rate
of　bulbils　 during　 the　 storage　 at　-25C　 was　 highest　 in　yellow　 bulbils　 (94.6%)　 and　 lowest　 in　dark　 red
bulbils　 (60.3%).　 These　 results　 suggest　 variation　 in　dormancy　 characteristics　 and　 freezing
tolerance　 of　bulbils　 among　 populations.
ムカゴトラノオのむかごは、花茎の腋芽において最初 の節間 が貯蔵物 質を蓄えてふくらんだ
ものである。むかごには個体 間で色の変異があり、茶、赤、ピンク、オレンジ、黄緑、黄色など
様 々な色が報告され ている。変異 は連続 的である可能性もあるが、現在 のところ私たちは赤 ・黄
の大きく2つの系統 を、さらに赤系統の中に2グ ループ(明 赤と暗赤)を 認識 している。色の変異
についての報告 はあるものの、それ らの間 の生態学 的特性を比較した研 究はほとんどない。そ
こで本 研究では発 芽特性 について検討 した。2001年8月 、スバルーバル諸島二一オルスン(北
緯79度 ・東経12度)に おいて、約5mx2m内 に生育する明赤 、暗赤 、黄 のむか ごをつけた個体
それぞれ20～30個 体から、約350個 つつむかごを採集 した。むかごは 日本へ持ち帰 り、9月(低
温を経験 する前のむかご)と、翌年6月(こ の時期まで一5Cあ るいは一25Cで 冷湿保存)に 実験に
用いた。温度 は5Cと15C、 日長 は24時 間(65-100μmol/m2・s)と した。
9月 には、どの色のむかごも5Cで はまったく発芽 しなかった。15Cで の発芽率(実 験開始後1
ヶ月)に は色による違いがみ られ 、黄と暗 赤では80%以 上であったのに対 し、明赤では43%に とど
まった。6月 の発 芽率 は、-5C保 存/15C処 理の場合に最も高く、どの色 でも90%以 上であった。
また5Cで の発 芽も可能になっていた。発芽率には処理温度だけでなく、保存時の温度も影響し
ており、-25Cで 保存したむか ごの発 芽率 は一5Cの 場合に比べ て低かった。保存期間中の生存
率 も一5Cに 比べて一25Cで は低 かった。-25Cで の生存率 は黄で最も高く(94.6%)、明赤(70.7%)、
暗 赤(60.3%)の 順であった。これ らの結 果は、むかごの休眠特性 、および耐凍性に変異があるこ
とを示唆している。
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異 な った 高 度 分 布 を示 す イタドリとオ ンタデ の 富 士 山 樹 木 限 界 にお けるフェノロジ ー と
形 態 的 ・生 理 生 態 的 特 性
Phenological,　 morphological　 and　ecophysiological　 characteristics　 of　two　Po!ygonuηspecies,
　 　 　 　 having　 different　 altitudinal　 distribution,　 at　 an　 alpine　 timberline　 ()f　Mt.　 Fuji.
1中 野 隆 志、2田 中 厚 志 、3三 田 村 理 子 、1大 塚 俊 之 、1安 部 良 子 、2山 村 靖 夫 、3丸 田 恵 美 子
(1:山 梨 県 環 境 科 学 研 究 所 、2:茨 城 大 学 ・理 学 部 、3:東 邦 大 学 ・理 学 部)
1N、kan。
,　T.,　・Tanaka,　 A.,　3Mitamu・a,　 M.,　 10ht・uka,　 T.,　'Abe,　 Y.,　2Yamamu・a,　 Y・　and　 3Ma・uta,E・
(1:　Yamanashi　 Institute　 of　Environmental　 Sciences、 　2:　Ibaraki　 University、 　3:　Toho　 University)
　 　 In　upper　 timberline　 of　Mt.　 Fuji,　 basaltic　 scoria　 desert　 spreads　 in　a　great　 extent,　 and　 only　 a　few
species　 can　 establish　 such　 a　volcanic　 desert.　 、Pc)∠ygo・ηz/1ηcuspノ'datum　 (Pc)　 and　 !)o∠YgonuM　 weyrichノ'i
(Pw)　 are　 well　 known　 as　 pioneer　 species　 around　 alpine　 timberlines　 of　 Mt.　 Fuji.　 These　 two　 specles
co-exist　 in　 such　 a　 volcanic　 desert.　 On　 the　 other　 hand,　 the　 distributional　 patterns　 are　 differed
between　 species.　 Pc　 distribute　 fmm　 Om　 to　 about　 2500m　 a.s.1.,　 however,　 Pw　 distributed　 from　 about
1500m　 to　 about　 3200m　 a.s.1..　 The　 growlng　 season　 of　 Pw　 is　fixed　 fbr　 3　 month　 at　 any　 altitude,
however,　 the　 growing　 season　 of　Pc　 varies　 with　 altitude;　 shorter　 growing　 season　 at　higher　 altitude.
　　 The　 phenological,　 morphological　 and　 physiological　 (photosynthesis　 and　 water　 relation)
characteristics　 of　 Pc　 and　 Pw　 were　 measured　 on　 a　scoria　 desert　 in　an　 alpine　 timberline　 of　 Mt.　 Fuji
(alt.　 2350m),　 to　 reveal　 the　 reasons　 of　 diffbrences　 of　distribution　 of　two　 species　 and　 mechanisms　 of
co-occUrrence　of　two　 specles.
　 　 Pw　 had　 thicker　 tap　 root　 and　 thicker　 stem.　 Pw　 also　 had　 lower　 leaf　 area　 per　 shoot　 basal　 area　 and
lower　 leaf　 area　 per　 root　 dry　 weight.　 These　 results　 show　 that　 Pw　 will　 has　 morphologicaly　e笛cient
water　 uptake　 from　 soil　 to　 leaf　 than　 Pc.
　 　 The　 growing　 season　 of　 Pw　 was　 about　 one　 month　 shorter　 than　 that　 of　Pc　 at　the　 study　 site,　 from
late　 May　 to　 mid　 September　 in　Pw　 and　 from　 late　 May　 to　 early　 Octobcr　 in　Pc.　 The　 expansion　 rate　 of
leaf　 area　 was　 the　 same　 between　 two　 species.　 The　 maximum　 leaf　 area　 was　 observed　 in　 mid　 July　 in
the　 both　 species.　 The　 maximum　 leaf　 area　 continued　 f()r　about　 one　 and　 half　 month　 in　Pc,　 however,
only　 about　 ten　 days　 in　Pw.　 The　 mean　 leaf　 life　span　 of　Pw　 was　 79　 days　 and　 that　 of　 Pc　 was　 44　 days.
The　 mortality　 of　leaves　 from　 May　 to　August　 was　 higher　 in　Pw　 than　 that　 of　Pc.
　 　 Pw　 had　 higher　 leaf　 conductance　 than　 that　 of　 Pc.　 Pw　 maintained　 high　 net　 photosynthetic　rate
(Pn)　 by　 opening　 stomata.　 The　 water　 loss　 from　 leaves　 was　 higher　 in　 Pw　 than　 that　 in　 Pc.　 The　 daily
changes　 of　leaf　 water　 potentials　 were　 not　 differed　 between　 species.　 The　 water　 relational　 parameters
obtained　 from　 PV-analysis　 were　 also　 not　 differed　 between　 species.　 The　 soil-to-leaf　 hydraulic
conductance　 was　 higher　 in　Pw　 than　 that　 in　Pc.
These　 two　 species　 have　 di肝brent　 phenological,　 morphological　 and　 physiological　 characteristics.
The　 differences　 of　 these　 characteristics,　 especially　 the　 manner　 of　photosynthesis,　will　 explain　 one
of　the　 reasons　 of　co-occurrence　of　these　 two　 species　 at　 the　 study　 site.　 Pw,　 having　 shorter　 growing
season,　 maintairls　 high　 Pn　 by　 opening　 stomata　 that　 was　 supported　 by　 high　 soil-to-leaf　 hydraulic
conductance　 connected　 with　 morphological　 characteristics.　 In　 contrast,　 Pc　 maintains　 high　 Pn　 by
having　 higher　 abillty　 of　 photosyrlthesis　 in　 lower　 Ci.　 The　 lorlger　 growing　 seasorl　 in　 Pw　 wiU　 be
important　 fbr　 photosyrlthetic　 production.　 These　 results　 will　 explain　 the　 differences　 of　 distributional
pattern　 of　these　 two　 species;　 e.g.　 Pw　 can　 grow　 well　 in　more　 upper　 attitudinal　 z(川e　 than　 Pc.
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富 士 山 森 林 限 界 付 近 に お け る 土 壌　CO2フ ラ ヅ ク ス
Soil　 CO2　 efflux　 at　 a　forest　 li皿it　 on　 Mt.　 Fuゴi
木 部 剛 、 増 沢 武 弘(静 岡 大 学 理 学 部)
Takeshi　 K工BE　 and　 Takehiro　 MASUZAWA
　　(Faculty　 of　 Science,　 Shizuoka　 University)
Soil　 respiration　was　 measured　 at　 the　 timberline　 of　 Mt.　 Fuゴi.　Three
measurlng　 poMts　 were　 set　 along　 the　 vertical　 gradient　 (50m,　 120m　 and
220m　 from　 the　 upper　 edqe　 of　 the　 timberline).　Measurements　were　 carried
out　 on　 September,　 14　 and　 October,　 20　 in　 2001　 by　 the　 closed-chamber　method .
The　 results　 showed　 more　 spatial　 variation　 at　 the　 upper　 site　 than　 the
lower　 site　 on　 September.　On　 the　 contrary,　 the　 variation　 was　 larqer　 at
the　 lower　 site　 than　 the　 upPer　 site　 on　 October・ 　In　 order　 to　 clarify　 the
mechanisms　 of　 these　 phenomena,㎜ltichannel-　d　 continuous皿easurement
was　 essential.　Such　 measurement　was　 conducted　 in　 October,　 2002　 using
newly　 developed　 four-channel　OTC-system.
富十山亜高山帯森林限界付近(標 高約2,400m)の カラマヅ ・シラビソ林床において、
密閉法による土壌呼吸の多点測定を行 った。宝永火口外縁部の静岡大学永久調査区におい
て・一ヒか ら50皿 区(カ ラマ ヅ、ミヤマハ ンノキ優 占)、120m区(カ ラマ ヅ、シラビソ優 占)、
220m区(シ ラビソ優占)の3箇 所を選定 し、 リターも含めた土壌表面か らの二酸化炭素
の放出速度(土 壌呼吸速度)を 測定 した。測定手法には密閉 したチャンバー内の二酸化炭
素濃度増加を基 にした測定法(CC-method:密 閉法)を 採用 し、測定は2001年9月14
日、　IO月20日 の2回 、それぞれ太陽高度の高い11～14時 の間に行われた。
9月14日 の時点では50m区 で もっとも土壌呼吸速度が高 く、かつばらつきももっとも
大 きかった。一一方120皿 区では土壌呼吸速度が低 く、ばらつ きも小さかった。10月20日
の時点でもやは り50m区 がもっとも高い土壌呼吸速度を示 したが、9月 に比べてば らつき
は小さ くなった。遷移の進行(土 壌の発達)の 度合いを考慮すると、森林限界上部 よりも
下部の方が高い土壌呼吸速度を示すことが予想されたが、今回は予想を覆す結果 となった。
土壌呼吸速度 に大 きく影響する土壌含水率は森林限界上部から下部にかけて増加する傾向
がみ られたが、土壌温度は逆 に森林限界上部の方が高い傾向があ り、これ らの影響が複雑
に関係 し合っていることが考えられる。また土壌の未発達な森林限界上部の方が、植物根
による呼吸の影響が大きく現れることも考えられる。
2002年 にも上記3箇 所の測定地点において同様の測定を行った。また2002年10月 に
は50m区 においてオープン ・トップ ・チャンバー(OTC)を 用いた通気法による4点 での
26時 間連続測定を行 った。これによ り、森林限界付近では機器の制約上 これまで測定が困
難であった土壌呼吸速度の日変化のプロファイルが得 られたので、それ らの結果について
も報告する。
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カナダ北西部デンプスターハイウェイにおけるオオカミの食性 とその季節変化
Seasonal　 Scatology　 of　 Wolves　 along　 the　 Dempster　 Highway
植田彩容子 ・愛媛大学/佐 々木尚子 ・京都大学大学院農学研究科
　　　　　　　　　　　　　　　　　 Sayoko　 Ueda　 (Ehime　 University)
Naoko　 Sasaki　 (Graduate　 School　 of　 Agricultural　 Sciences,　 Kyoto　 University)
〈Abstract>
　 The　 common　 method　 of　studying　 diet　 of　wildlife　 is　direct　 observation　 of　lbeding　 scenes
　 or　 analysis　 of　 undigested　 residuum　 in　 scats.　 Application　 of　 these　 methods　 to　 a　 more
　 temporal　 extended　 study　 of　 seasonal　 dietary　 variation,　 however,　 needs　 observation　 or
　 collection　 year　 around.　 Furthermore,　the　 diet　 of　 the　 wol£ 　the　 subject　 of　 this　 study,
varies　 greatly　 lヤom　 one　 pack　 to　 another　 as　 well　 as　 by　 habitat.　 This　 study　 aims　 to
　 renovate　 the　 metho(l　 of　 studying　 seasonal　 variation　 in　 wolf　 diet　 by　 introducing
simultaneous　analysis　 ()f皿digested　r si(luum　 and　 pollen　 in　 w()lf　 scats　 collected
　 regardless　 of　their　 freshness　 over　 a　short　 period　 of　time　 in　 which　 pollens　 help　 to　identify
　 the　 season　 the　 diet　 was　 taken.
　 　 The　 present　 study　 was　 conducted　 along　 the　 Dempster　 Highway　 extending　 from
　 Dawson,　 Yukon　 Territory　 to　 Inuvik,　 Northwest　 Territories,　 Canada,　 covering　 a　range　 of
800　 km.　 We　 collected　 25　 wolf　 scats　 along　 rivers　 and　 side　 roads.　 The　 undigested
　 residuum　 in　 wolf　 scats　 consisted　 mainly　 of　 hairs　 and　 bone　 fragments.　Hairs　 were
　 especially　 important　 to　ident,ify　 the　 prey　 that　 lbd　 wolves.
〈要旨〉
野生動物の食性調査法 として、最も一般的な方法は、食餌の観察 または排泄物(糞:
フン)の 未消化残渣の分析である。しか し、この方法で一年を通 じた食餌の変化をみ
るためには通年の野外観察あるいは採集が必要である。特に本研究の対象としたオオ
カ ミでは、個々の群れや生息する環境によって食性が異なるので、短期間の調査で食
餌の通年変化 を明らかにすることが望まれる。そこで本研究では新旧併せ、短期間で
採集 したフン中に存在する花粉 と未消化残渣の同時分析を行 うことによ り、効率よ く
オオカ ミの食餌の通年変化を明 らかにする方法を試みた。
オオカ ミが直接花粉を摂取することはないが、獲物 となる動物の被毛に付着 した り
あるいは空気中に浮遊する花粉を、捕食時等 に間接的に摂取 することによって、体内
に入 り込む。更に花粉は酸に強いので、消化管 を経由しても損なわれることな くフン
と共に排出される。これを利用 して、外気に触れていないフンの内部の残渣か ら花粉
を抽 出 し、その有無によって、排泄の季節 を推定することがで きる。すなわち、花粉
が存在する場合には当該種の開花時期によって季節を同定し、花粉が存在しない場合に
は冬とした。
調査地は、カナダ北西部ユーコン準州の ドーソンか らノースウエス ト準州のイヌピ
ックに至るデ ンプスター ・ハイウェイに沿 った延長800kmの 区間である。この間の河
川、林道周辺を丹念に探索 した結果、総計25個 のフンを採集できた。オオカミのフ
ンには毛 ・骨片を主体 とする未消化残渣が多 く、特 に毛については、動物によって特
徴が異なるため、食性を解析する上で獲物の特定に重要であ る。
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南 極 昭 和 基 地 に お け る 土 壌 細 菌 モ ニ タリング
Monitoring　 study　 on　soil　bacteria　 at　Syowa　 Station　 in　Antarctica
伊 村 智 ・神 田啓 史(極 地 研)
　　 　　 　　 　　 　　 Imura,　 S.　&　Kanda,　 H.　(NIPR)
　 Monitoring　 study　 on　 soil　 bacteria　 to　detect　 the　 pollution　 caused　 by　 human　 activity　 at
Syowa　 Station　 has　 been　 carried　 out　 since　 1974.　 About　 73　 monitoring　 sites　 were　 set　 up
around　 the　 station　 by　 15th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 expedition　 (JARE・15).　 SoiI
specimens　 collectedby　 JARE-17th　 to　 -30th　 (14　 years)　 were　 examined　 in　 this　 study.　 The
total　 numbers　 ofbacteria　 were　 O　to　 lO7　 per　 gram　 of　soil.　 The　 number　 ofbacteria
decreased　 according　 to　the　 distance　 from　 the　 station,　 and　 it　was　 relatively　 high　 in
southwest　 direction.　 These　 results　 should　 indicate　 the　 human　 activity　 at　the　 station,
and　 the　 scattering　 of　pollutant　 by　 eminent　 wind　 (northeast)　 in　this　 region.
南極昭和基 地周 辺地域 にお ける人為 汚染の実態を明らかにするために,第15次 日本南極 地域
観測 隊によって,1974年 に東オングル島の昭和基地 周辺に土壌細菌モニタリング定点が設定され
た.以 来,約30年 にわたって,土 壌細 菌モニタリング観測が継続されてきている.本 報告では,そ の
うち第17次 から30次 までの14年 間 の結果をまとめて報告す る.
モニタリング定点は,昭 和基地から100か ら200m間 隔に同心円状 に設定されている.各 定 点か
らは約10ccの 表 面土壌が無菌的 に採取され,冷 凍されて持ち帰られた後,寒 天培地上で17℃ で
培養 され,生 菌数が計測された.サ ンプルから検 出されたのは一般細 菌のみで,大 腸菌は検 出され
なかった.
基地 中心部 からの距離に対する細菌検 出数の関係 を見ると,基 地近くでは明らか に細 菌数が多
く,距離 に応じて減少する傾 向 が見られる.これ は,人 為汚染が起こっていることを明 瞭に示す事 実
であると考 えられる.南 西方 向での細 菌検 出数 が多い傾 向にあったことは,こ の地域での卓越風 向
が北東 であることから,風 による汚染物質 の散布が原因であると考えられる.このほかにも,東 オング
ル 島南 部の湖 沼地帯での検 出数が高い傾 向にあった.こ の原 因としては,観 測隊員や 自衛 隊員の
散策による影響 と共 に,ナ ンキョクオオトウゾクカモメなどの 自然動物の活動 による影響 の可能性もあ
る.
土壌細菌数 の年 次変動 には,明 瞭 な傾 向は見られなかった.む しろ,あ る年 の検出数は,す べて
のサイトで同調する傾向を示 し,年 毎のサンプリング,保 存 ・輸 送,検 出法 による影響が考えられ た.
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Threats of Alien Organisms to Subantarctic Islands
J.  Whinaml, D.M. Bergstrom2 & N. Chilcott2
1Nature Conservation Branch
, Department of Primary Industries, Water and Environment, 
                 GPO Box 44A, Hobart, 7001, Australia 
   2Australian Antarctic Division
, Channel Highway, Kingston, Tas 7150 Australia
The significant feature of Antarctica and the subantarctic islands is their isolation and 
harsh environment, which has resulted in relatively depauperate flora and faunas. The 
aim was to evaluate the potential and actual threats of introduced organisms to Australia's 
subantarctic islands through activities associated with the Australian Antarctic Program. 
Initially a risk assessment of the Australian Antarctic Division's (AAD) operations was 
prepared, followed by inspections of cargo, freight and food items bound  for Heard 
Island and Macquarie Island. During voyages to these islands, expeditioners' equipment 
and clothing were examined and vacuumed, with material collected for later 
identification and seed viability trials. All expeditioners undertook rigorous washing of 
all footwear in a footbath containing bleach. Our studies identified a number of potential 
sources of propagules: cargo and gas bottles, fresh food, field equipment, outdoor 
clothing that had previously been used in other localities and equipment carry cases. 
Velcro closures were identified as a major hazard, with many seeds lodged in the sticky 
tapes. On one AAD subantarctic voyage, a total of 960 seeds were removed from the 
clothing and equipment of 50 expeditioners. Management measures to minimize the risk 
of humans introducing plants, invertebrates and microbiota to such a special environment 
were identified and many of these mitigating practices have been adopted by the AAD.
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植 物 標 本 デ ー タ ベ ー ス 構 築 と 地 球 環 境 研 究 へ の 利 用
神 田 啓 史 ・伊 村 智(極 地 研)
　 　 Database　 system　 of　 herbarium　 specimens　 using　 for　 studies　 of　 global
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 environmental　 change
且iroshi　 Kanda　 and　 Satoshi　 Imura　 (NIPR)
　 Database　 system　 related　 to　the　 Antarctic　 moss　 specimens　 is　introduced　 with　 special
reference　 of　the　 taxonomic　 description,　 distribution　 and　 photographs　 with　 ecological
information　 of　various　 habitats.　 This　 achieve　 will　 proVide　 educational　 implication　 for
peoples　 or　students　 as　well　 as　scientists.
　 Studies　 by　 ice　cores,　 tree　 rings　 and　 sediments　 on　 lake　 bottom　 are　 conducted　 tO　clarify　 the
paleoenVironment　in　 connection　 with　 past　 global　 chmate.　 Though　 herbarium　 specimens
have　 traditionally　 been　 used　 fbr　 basic　 taxonomic　 and　 l)iogeographic　 studies,　 they　 are
increasingly　 used　 for　 global　 environmental　 problems　 such　 as　 ozone　 depletion,　 climate
change　 and　 poUution.
植物標本のデータベース構築は 昨今の課題であるが、南極でのコケ植物の採集は歴
史が浅い、標本件数が少ない、地域が限られているなどの理由で、早くからそのデータ
バンク化が進んでいた。しかし、分類学的目的だけではその特殊性の故、必ずしも利用
者が多くはない。そこで、種の記載、分布、ハビター ト、標本データが一体となったデ
ータベース構築を試みた。教育効果も多分に取り入れて、検索図鑑を携え、南極を遊覧
し、見たい標本も探せるというweb上 のデータベースを紹介する。
一方、植物標本のデータベースは地域や地球規模の環境を研究するためにも大きな貢
献が期待される。一般に氷床コアや樹木の年輪、あるいは湖沼の堆積物などは当時の古
環境を表現することができ、地球環境の予測に大きな貢献をしているが、環境に対する
応答性が植物に何らかの反映をしているとしたら、植物標本の新たな利用価値が生まれ
る。言い換えれば、標本庫に蓄積された植物標本は様々な環境科学のためのデータセッ
トを包含 している資源であるといえる。例えば、コケ植物の茎葉が密集した群落断面に
見られる仮根帯やセグメントは年変化を表現し、地域の環境を刻印していると考えるこ
とができる。1957年 以来から各国で南極から収集されたコケ植物の標本庫資料をとり
よせ、分析 した研究によると、ある種のコケ植物の色素はオゾンの変動(紫 外線強度)
に応答していることが明らかになった。さらに、英国の標本庫に保存されていたやはり
産業革命前(1750年)の ある種の種子植物の葉の気孔を調べてみると、大気中の二
酸化炭素の増加に従ってその数が減少していた。環境への応答が刻印されていた例であ
る。これらの実例を挙げ、幅広いニーズに応えたデータベース構築のあり方を模索する。
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ロシ ア、 アルタ イ山脈Sofiyskiy氷 河 にお ける
雪氷微 生物 を指標 と したアイス コア解析
Icecore　 dating　 with　 glacier　 micrσbe　 on　 Sofiyskiy　 Glacier　 of　 Altai
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Mountains,　 Russia　 2001
植竹淳、幸島司郎(東 工大)、 中澤文男(名 大)、 河野美香(極 地研)、
亀 田貴雄(北 見工大)、 鈴木啓助(信 大)、 藤井理行(極 地研)
　Jun　 UETAKE,Shiro　 KOHSHIMA(Tokyo　 Institute　 of　 technology),Fumio　NAKAZAWA(Nagoya
University),　 Mika　 KOHNO(National　 Institute　 of　 Polar　 Research),　 Takao　 KAMEDA(Kitami
Institute　 of　Technology),Keisuke　SUZUKI(Shinshu　 University),　 Yoshiyuki　 FUJII(N工PR)
Glaci.er　 microbes　 in　 4,5m　 pit　 and　 25,1m　 ice-core　 from　 Sofiyskiy　 Glacier　 of　 Altai
Mountains,　 Russia,　 were　 analyzed,　 Snow　 algae,　 cyanobacteria,　 fungi　 and　 bacteria　 were
observed　 by　 f!uorescence　 microscopy,　 Profile　 of　 snow　 algal　 biomass　 indicated　 that
they　 grew　 during　 summer　 and　 could　 be　 a　good　 marker　 of　 summer　 layer.　 The　 ice-core　 was
estimated　 to　 contain　 snow　 accumulation　 of　 12-13years,
氷河や雪渓な ど、従来 無生物的であ ると考え られて きた寒 冷な雪氷環境 に も、昆虫や 甲殻類、環
形動物、藻類、バ クテ リアな どの多様な生物 が存在 し、特殊 な生態 系 を形 成 してい るこ とが明 らか
にな って きた。特 に氷河 の雪 氷 中で増殖 す る雪氷微生物 は、アイス コア 中に も保 存 されて いるため、
アイスコア解析 の新 たな環境指標 として注 目されてい る。た とえば ヒマ ラヤ氷河 では、アイス コア
中の雪氷藻類 が夏層 のマーカー と して有効 である事 が明 らかにな ってい る　(Yoshimura、 　2001)。　本
研 究では、雪氷微生物 を指標 と したア イス コア解析 の可能性 を検 討す るため に、2001年7月 にロシ
ア、アル タイ山脈Sofiyskiy氷 河 酒養域(49°47'10"N,87°43'48"E;3435ma,s,1.)で採 取 した
4,5mピ ヅ トと25.1mア イス コア中の雪氷微生物 を蛍光顕微鏡 で直接観 察 し解析 した。これ までの研
究では雪氷藻類 のみ が分析 されて きたが、本研究では藻類 だけでな く雪氷 巾で増殖 す る真菌類やバ
クテ リアの分析 も行 な った。
サ ンプル巾には 伽 ∂mydomon∂S属 、MesoteRium属 、Trocisci∂rubr∂ な どの単細胞緑藻類 をは じめ、
シア ノバ クテ リア、真 菌類(Chion∂stθrniv∂1is、 　 Chion∂stθr　bicornis)、 　バ クテ リア な どが観
察 された。4,5mピ ヅ ト巾の緑藻類バイオマスの プロファイル には3つ の ピー クが見 られ、その分 布
か ら、本氷河で も藻類バ イオマス の ピー クが夏層 のマー カー と して有効 であ ることが 示唆 され た。
25,1mア イスコア中の藻類 バイオマス ・プ ロファイル を種類 ごとに検討 した結果、藻類 の種類 によ
って堆積 後の分解の しやす さが異な ることが示唆 され た。そこで分解 しに くい と思われ る藻類種 の
バ イオマス ピー クを夏層のマーカー とす ることに した。プロファイル 中の ピー ク数か ら、このコア
には約12-13年 分の積 雪が含 まれてい ると推定 され た。雪氷 藻類か ら得 られた結果 を、ア イス コア
中の真菌類やバ クテ リア、化学成分、風送粒子、花粉 な どの結果 と比較検 討す る予定 であ る。
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マ ッ ケ ン ジ ー デ ル タ に お け る埋 没 木 を利 用 した 古 気 候 復 元 の 可 能 性
Possibility　 of　Paleoclimate　 Reconstruction　 from　 Buried　 Wood　 in　the　Mackenzie　 Delta
小 林 和 生 、 佐 野 雅 規 、 末 田 達 彦(愛 媛 大 学)
　 　 　 　 Kazuo　 Kobayashi,　 Masaki　 Sano,　 Tatsuo　 Sweda　 (Ehime　 University)
　 　 　 　 The　 major　 part　 of　 the　 Mackenzie　 Delta　 had　 been　 fbrmed　 during　 the　 Postglacial
Hypsithermal　 Interval　 when　 the　 sea　 level　 had　 beena　 few　 meters　 higher　 than　 it　is　today　 As　 the
climate　 started　 cooling　 some　 6000　 years　 ago,　 the　 body　 of　 the　 delta　 appeared　 out　 of　water　 and
stabilized　 while　 an　 intricate　 system　 of　channels　 were　 cut　 open　 through　 the　 delta　 exposing　 old　 drift
woods.　 As　 the　 flooding　 river　 erodes　 riverbank,　 this　 process　 of　channeling　 and　 re・channeling　 of　the
delta　 is　consistently　 in　 progress　 today,　 leaving　 once　 buried　 old　 driftwoods　 sticking　 out　 of　terrace
scarp　 of　 the　 Mackenzie　 Delta.　 The　 objective　 of　the　 present　 study　 is　to　 access　 the　 possibility　 of
developing　 a　continuous　 dendrochronology　of　several　 thousand　 year　 long　 by　 crossdating　 these　 drift・
woods　 of　different　 ages　 down　 to　the　 living　 trees　 in　the　 watershed　 of　the　 Mackenzie.
　 　 　 　 For　 this　 purpose,　 three　 different　 sets　 of　tree-ring　 samples　 were　 collected　 in　the　 summer　 of
2002　 from　 the　 Delta　 itself　 as　 well　 as　 from　 the　 upper　 watershed　 of　the　 Mackenzie.　 The　 first　 set
consists　 of　25　 driftwoods　 of　unknown　 ages　 found　 sticking　 out　 of　terrace　 scarp.　 Four　 subsamples
out　 of　this　 set　 were　 subjected　 to　14C　 dating　 to　see　 the　 possible　 temporal　 range　 of　dendrochronology.
The　 second　 set　 consists　 of　tree-ring　 cores　 sampled　 from　 some　 25　 1iving　 trees　 each　 from　 the　 delta
itself,　 delta　 head　 some　 150　 km　 upstream,　 and　 distant　 watershed　 forest　 400　 km　 upstream.　 The　 site
chronologies　 representing　 these　 three　 sites　 matched　 well,　 indicating　 that　 crossdating　 among
driftwoods　 of　widespread　 unknown　 origins　 is　possible.　 The　 last　 set　 consists　 of　ll　 recent　 drift,woods
sampled　 from　 the　 delta,　 which　 also　 showed　 that　 crossdating　 among　 trees　 of　unknown　 origin　 and　 age
could　 also　 l)e　crossdated.　 As　 an　 conclusion,　 development　 of　thousands　 year　 }ong　 dendrochronology
representing　 the　 lower　 reaches　 of　the　 Mackenzie　 river　 would　 not　 be　 impossible　 though　 sampling
and　 crossdating　 of　old　 driftwoods　 demand　 considerable　 time,　 effort　 and　 perseverance.
マ ヅケ ンジー デル タは後 氷期 におけ る高温期の海面上昇 によって発達 し、6000年 前 か らの寒冷
化 による海面 の低 下に よって安定 した と考え られる。その堆積物 中に埋 没 した古い流木 がその後の
河川 の洗掘 によ って河岸崖 に露 出 してい るが、年輪幅 の変動 パター ンを利 用 して時代 の異な るこれ
らの流木 を現生木 に まで繋 ぐこ と(ク ロスデイ ト)が で きれば、過 去数 千年 にわた る古気候の復 元
が可能であ る。本研 究では、2002年8月 マ ヅケ ンジー デル タか ら採掘 した埋 没木25本 の うち ま
ず最 も古い と考 え られ る4本 について生育 年代 を14C年 代測 定法に よって特定 し、遡及 可能な時代
を推 定 した。次 に、地域 的に クロスデ イ ト可能な範囲 を明 らかにするた め、デルタお よびその上流
150kmお よび400kmの 地点 においてそれぞれ各25本 前後 の立木か ら50本 前後 の年輪 コアを採取
して、相互の変動 パター ンを比較 した とこ ろよ く一致 し、流木 間の クロスデイ トが不 可能 ではない
こ とが明 らか にな った。さ らに、これ ら現生木 とマ ヅケ ンジー デル タ内で採取 した出所不 明ではあ
るが比較的最近 の流木11本 との間で年輪幅変動パ ター ンを比較 し、生育地域 も時代 も異 なる樹木
間での クロスデ イ トも不可能では ないこ とを明 らかに し、丹念 にマ ヅケ ンジー デル タの埋 没木 をつ
な げば、過 去数千 年の気候復元 が可能 とい う見通 しを得 た。
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モンゴル ・フブスグル湖の堆積物中の有機成分による最終氷期以降の環境変動の推定
Estimation　 of　paleoenvironmental　changes　 in　the　 last　31,000　 years　 derived　 from
　 organic　 components　 in　a　sediment　 core　 from　 Lake　 Khubsugul,　 Mongolia
*井 上源喜 ・加納涼子 ・佐藤知香(大 要女子大学社会情報学 部),松 山由香 ・竹村哲雄(東 京理科大学理学 部),
堀 内一穂(東 大地震研 究所,現 在 ・弘前 大学理学部),河 合崇欣(環 境研,
現在 ・名古屋 大学 大学院環境 学研究科)
　 *Genki　 I.　Matsumoto,　 Ryoko　 Kanou,　 Chika　 Sato　(Otsuma　 Women's　 Univ),　 Yuka　 Matsuyama,
　 Tetsuo　 Takemura　 (Tokyo　 Univ.　Sci.),　Kazuho　 Horiuchi　 (Hirosaki　 Univ.)　and　Takayoshi　 Kawai
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Nagoya　 Univ・)
　 Organic　 components　 in　a　X106　 sediment　 core　 from　 Lake　 Khubsugul,　 Mongolia　 were　 studied　 to　elucidate
paleoenvironmental　changes　 in　 the　 last　 31.000　 years.　 Total　 organic　 carbon　 (TOC)s　 total　 nitrogen　 (TN)
clearly　 demonstrated　 paleoenvironmental　changes　 that　 the　TOC　 contents　 were　 very　 low　 (less　 than　 O.5%)　 fo「
depths'of　 130-65　 cm　 (31,000-15,000　 yBP),　 increased　 abruptly　 for　 depths　 of　60-42　 cm　 (13,000-10.000　 yBP).
and　 maintained　 high　 values　 for　dcpths　 of　42-O　 cm　 IO.OOo　 y　BP-O　 years).　 Y()unger　 dryas　 event　 and　 climatic
optimum　 were　 observed　 at　a　depth　 of　50cm　 (1.1000　 yBP)　 and　 at　a　depth　 of　29cm　 (6.000　 yBP).　 respectively.
The　 TOC　 contcnts　 in　the　 inter-glacial　 period　 were　 approximatcly　 30　 times　 higher　 than　 those　 in　the　 glacial
period.　 Normal-alkane　 composition　 revealed　 that　changes　 in　major　 plants　 at　a　depth　 of　apProximately　 60cm
from　 herbaceous　 plants　 (n-C31　 alkane)　 in　the　 glacial　 period　 to　higher　 plants　 of　1)inus　 spp.　 and　 Betula　 spp.
(n-Cz3　 alkane)　 in　the　inter-glacial　 pcriod.
人間活動 による地球温暖化 の将来 への影響 を予測す るには,過 去 か ら現在 まで続 いて きた地球環境 変動情
報 を的確に把握 する ことが重要であ る.モ ンゴルのフブス グル湖 は海抜高度1,667mに 位置 し,氷 期 には年平
均気温が一15°C以下 になると考 え られ,氷 期 と間氷期 の環 境変動 が顕著 に現 れる と期待 され る.本 研 究で はロ
シア,モ ンゴルおよび 日本の3カ 国共同に よ り採取 され たフ ブス グル湖の堆積物 コア を用 い,そ の 中に含 ま
れ る有機成分 を指標 と して,最 終氷期 か ら現 在 までの環 境 変動 を推定 した.
本研 究に用 いた試 料は,2001年8月 にフ ブス グル湖 で採 取 され た堆積物 コアの1本X106(130,3cm)で,試
料配分 までの期 間 を除 き冷蔵保存 されて いた.堆 積物 コア は1.5cm間 隔に分 割 した.　TOCお よ びTNは1.5cm
間隔で,有 機成分 は一 つ置 きの3.Ocm間 隔で測 定を行 った.
X106堆 積物 コァは主 としてシル ト ・粘土層 と珪藻殻層 か ら構成 されて いた.堆 積年代は過去 の気候変動 の
パ ターンか ら求めた.こ の結果,X106堆 積物 コアの の堆積速 度は4,2cm/kyと な り,深 度130cmに おける堆
積年代は約31,000年 前 と推定 され る.X106堆 積物 コアのTOCお よびTN濃 度は,そ れ ぞれ0,20-5.85%お よ
び0.03-0,67%で 大 き く変動 した.全 体 と してみる と,氷 期,間 氷期,氷 期 か ら間氷期 に移行 す る移行期 と
に分 けて考 えることがで きる.約130cmか ら65cm(31,000-15,000年 前)で は,　TOC濃 度 が0,5%以 下 と極 め
て低 い値が続 くことよ り氷期に相当す ると考 え られ る.約60cmか ら42cm(13,000-10,000年 前)で は,　TOC
濃度 が大 き く増加 して いることから,こ の期 間は温暖化が急激 に進 行 して いるとみ ることがで きる.約42cm
カ・らOcm(10,000年 前一現在)は 温 暖な時期 にな る.　TOC濃 度 の変動か ら判断す ると,氷 期 におけ る生物 生産
量は きわめて 小さ く,間 氷期の1/30程 度であ る.
深度約50cmに お けるTOC濃 度の減少はヤ ンガ ー ドライアスイベ ン トと推定 され る.深 度約29cmの ピー ク
は縄文海進　(Climatic　 optimum)　 の時期 に相 当 する と考 え られる.縄 文海進以降 はTOC濃 度 が減少す る傾 向
にあ り,寒 冷化に向か って いる とみる ことがで きる.　TN濃 度 変動 もTOC変 動 と同様 であった.現 在の温 暖化
は人類活動 による温室 効果 ガスの放 出量 によ る影響が,自 然 の寒冷化の リズムを上回 って いるため と言 えよ
う.
X106堆 積物 コアでは氷期 から間氷期 に移行 するにつれて,草 本植物の指標 であ るn-C31ア ルカ ンが減 少 し,
逆 にマツや シラカンバなどの高木植物の指標 で あるn-C23ア ルカ ンが増加 して いる.氷 期 におけるTOC濃 度 は
約0,2%と 著 しく低 いことか ら,フ ブス グル湖の周 囲には低温環 境 に適応 したヨモギな どの草本 植物 がわず
かに生 えて いたに過 ぎな い.ま た,氷 期 か ら間氷期 に移 行 するにつれ,高 木植物 が急激 に増加 した と考 え ら
れ る.脂 肪酸 は飽和 の直鎖 と分岐(イ ソ,ア ンチイ ソ)化 合物 および不飽和の直鎖 化合物が検 出 され た.最
も卓越 する脂肪酸はn-Ci6ア ルカ ノイック酸であ った.ま た,ス テ ロールはC27お よ びC29の ステ ノール および
ス タ ノールが検 出された.こ れ らの有機化合物 と起源 生物の 関連 につ いては検討 を進めて いる.
-85一
PT28
南極宗谷海岸における湖沼の底質環境と底生植物群
Subbottom　 environments　 and　 benthic　 flora　 in　the　 lake　 on　 the　 soya　 coast,　 Antarctica
瀬 戸 浩 二(島 根 大 学 汽 水 域 セ ン タ ー)・ 伊 村 智(極 地 研)
Koji　Seto　 (Shimane　 Univ.,　 RCCLE)　 and　 Satoshi　 Imura　 (Nat.　 Insti.　Polar　 Res.)
　The　Iake　of　various　type　as　freshwater　 lake　and　high　salinity　lake　are　distributed　on　the　soya　coast,　Antarctica.　Those　 lakes
are　dividcd　into　4　type,　and　are　correspond　 with　benthic　 flora.
　Typel:　The　lake　which　 receives　directly　the　inflow　of　the　glacier　melt　water.　aquatic　moss　flora
　Typc2:　The　lake　which　 receives　indirectly　the　inflow　of　the　glacier　melt　water.　cyanobacteria　 and　moss　fiora
　Type3:　The　lake　which　 receives　the　inflow　of　the　snow　 melt　water.　cyanobacteria　 and/or　moss　flora
　Type4:　The　lake　which　 has　the　sea　water　for　the　origin.
　The　floea　 is　controlled　 in　the　salinity　of　lake　water　and　sedimentation　 ratio.
東 南 極 の リュツォ ・ホル ム湾 の昭 和 オ ア シスは,淡 水 湖 一 高 塩 分 塩 湖 まで 多種 多 様 な湖 沼 が 多数 分 布 す る(村 山,
1988).植 物 食 の 動 物 が ほとん ど見 られ ない 南 極 の湖 沼 では,ラ ン藻 ・水 生コケが 繁茂 している.そ のような湖 沼群 にお
い て湖 沼 タイプ を考 慮 しつ つ,底 質 環 境 と底 生 植 生 の比 較 を行 った.
湖 沼 調 査 は1996-1998年 の 間 に行 い,複 数 の 地 点 の湖 氷 に 穴を開 け,水 質及 び採 泥 調 査 を行 った.水 質 調 査 は,
多 項 目水 質測 定 装 置(model　 610型,YSI社)を 用 い,表 層 水 か ら05m-1m間 隔で 湖 底 まで塩 分 ・水 温 ・溶 存 酸 素 量
などの測 定 を行 った.採 泥 調 査 は,エ クマン ・バ ー ジ型 採 泥 器 を用 い た.
約32の 湖 沼 で水 質調 査 お よび 採 泥 調 査 を行 った結 果,湖 水 の塩 分 や 堆 積 物 の特 徴 か ら4つ の タイプ に分 類 できる.
これ らは,湖 沼 の 地 理 的 特 徴,湖 水 の 起源,流 出 口の 有 無 な どと関 連 して いる.こ れ らの湖 沼 タイプ と底 生植 生 を比 較
した.
Type　 l:氷 河 融 水 を直 接 受 ける湖 夏季 に 多 量 の 氷 河 融 水 の 流入 を受 けるため,湖 水 の 塩 分 は 非 常 に低 く,0.02psu
以 下 で ある.ま た,水 温 も低 く,夏 季 でも3℃ 以 下 で ある.溶 存 酸 素 量 は 高 く,夏 季 のもっとも融 水 の 多 い時 期 では,懸
濁 してい る.底 質 は 主 として灰 一 明 灰 色 の シル トか らなり,有 機 物 に 乏 しい(有 機 炭 素 濃 度:1%以 下).砕 屑物 の堆 積
速 度 が 早 く,底 生 植 物 は 繁 茂 しにくい.
Type　 2:氷 河 融 水 を間接 的 に受 ける湖 氷 河 融 水 が河 川 を通 じて流入 している湖 で,湖 水 の塩 分 は0.lpsu以 下の 淡
水 である.冬 季 の湖 水 温 は,表 層 部 の 逆 成 層 を除 い て3-4℃ である.夏 季 の 後 半の 短 い 期 間 で は,約8℃ まで湖 水
温 が上 昇 す る.湖 底 には,底 生 の層 状 ラン藻 が 繁 茂 し,厚 く堆 積 している.
Type　 3:氷 河 融 水 を受 けず,雪 氷 の融 氷 水 のみ を受 ける湖 流 域 に氷 河 のな い湖 沼 で,冬 期 に積 もった氷 田の融 氷
水 が流 入 して いる湖 沼 である.湖 水 の流 入 量 が 少 なく,塩 分 が0.1--2.Opsuの 淡 水 一 低 塩 分 塩 湖 を示 す.湖 水 温 は
Type2と 同様 な挙 動 を示 す.こ のタイプ の湖 も底 生 の層 状 ラン藻 が 繁 茂 し,厚 く堆 積 してい る.
Type　 4:海 水 起 源 の湖 水 で排 水 口のな い湖 棚 水 面 の標 高 は25m以 下 で,完 新世 に海 洋 か ら孤 立 した湖 で ある.そ
の 後,蒸 発 濃 縮 したもの は 高塩 分 塩 湖 になる.約10m付 近 に 顕 著な塩 分 躍層 が形 成 され,湖 水 が循 環 しないため,溶
存 酸 素 の供 給 がな く,塩 分 躍 層 以 下 は貧 酸 素 一 無 酸 素状 態 を示 している.そ の ため,塩 分 躍 層 以 深 では 還 元 的 環境
になり,黒 一 階 緑 黒 色 の有 機 質泥 が見 られ る.こ の 有 機 質 泥 は,有 機 炭 素 濃 度 が5--8%と 非 常 に高 い値 を示 した.一
方,塩 分 躍層 以 浅 で は,酸 化 的 環 境 を示 し,赤 褐 一オ リー ブ 色 の砂 質 泥 が堆 積 している.有 機 炭 素 濃 度 も2-3%で,
塩 分 躍 層 以 下 の 表 層 堆 積 物 より,や や 低 い.こ の タイプ の湖 で は,全 体 として見 たとき有 機 炭 素 濃 度 は水 深 が 深 くなる
ほ ど,高 くなる傾 向 にある.
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Opening Remarks:Director-General,NIPR 
Oral Session:Marine  Bioloev
Time-series observations with multi-shi ration in the Antarctic Ocean in 200
10:00 -10:05
2002 summer
 OM-1
 OM-2
 OM-3
 Chaff  rson:Tani h ohoku Univ. -N anobu.M.
Time-series observations with multi-ships operation in the Antarctic Ocean during the 2001/2002 austral 
summer season 10:05-10:35 
 Fukuchi,M. (NIPR), Terazaki,M. (Tokyo Univ.), 
 Marchant,H. (Australian Antarctic Division), 
    Rintoul,S. (CSIR, Australia), Odate,T. (NIPR) 
Changes in oceanographic condition and sea ice distribution along the  WOCE-SR3  line 10:35-10:55 
    Aoki,S.  (NIPR),  Hasumoto,H. (Tokyo Univ.), Rintoul,S. (CSIRO, Australia), 
 Kinoshita,II. (JCG), Ushio,S. (NIPR) 
Distributions of Nutrients and Dissolved Gases near Ice Edge area along 140° E in 2002 10:55-11:15 
    Watanabe,S. (JAMSTEC),  Ogawa,IL(Univ. Tokyo),  IIamanaka,J. (JAMSTEC), 
     Kasamatsu, N.(Grad. Univ. Adv. Stud.), Yoshida,N. (T.I.T.), Yoshida,O.  (Hokkaido Univ.)
Chair rson:Ta uchi S. (Soka  Univ.) •Odate.T. R
 OM-4
 OM-5
 OM-6
Primary production process in the Target Area-C 
     Kudoh,S.,  Ilirawake,T. (NIPR), Furuya,K., Yoshikawa,T., Miki,M.  (Univ.  Tokyo), 
     Taguchi,S., Leong,S.C.Y., Ooi,N. (Soka Univ.), 
     Taniguchi,A., Gomi,Y. (Tohoku Univ.) 
Seasonal variability of zooplankton community 
    Takahashi,T.K. (Grad. Univ. Adv. Stud.), Kawaguchi,S. (Australian Antarctic Division), 
    Nishikawa,J. (Univ.Tokyo), Ban,S. (Univ. Shiga Pref.), Shiotani,T. (Hiroshima Univ.), 
 Hosie,G.W. (Australian Antarctic Division) 
Effects of zooplankton grazing on DMS production in the Antarctic Ocean 
    Kasamatsu, N. (Grad.Univ.Adv.Stud.), Kawaguchi,S. (AAD), Watanabe,S. (JAMSTEC), 
    Odate,T., Fukuchi,M. (NIPR)
11:15-11:35
11:35
11:55
-11:55
-12:15
Lunch  12:15- 13:30
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 OM-7
 0M-8
 OM-9
 Chairperson:Sasaki,H. (Senshu Univ. Ishinomaki)  •  Watanabe,S.  (JAMSTEC) 
Temporal and spatial variability in the oceanic CO2 in the Southern Ocean south of Australia in austral 
 summer2001-2002 13:30-13:50 
    Ishii,M. (MRI), Hashida,G (NIPR), Tilbrook,B. (CSIRO),. Inoue,H.Y. (Hokkaido Univ.) 
Vertical particle flux in bathypelagic layers in seasonally ice-covered zone of the Antarctic Ocean (2001-2002) 
                                                                   13:50-14:10 
     Suzuki,H., Sasaki,H., Iwadate,Y. (Senshu Univ. Ishinomaki), Kudoh,S., Fukuchi,M. (NIPR), 
Multi ship-borne aerosol measurements:Biogenic aerosol constituents in the marine boundary layer 
                                                                     14:10-14:30
     Hara,K. (NIPR), Osada,K., Nishita,C. (Nagoya Univ.), Miura,K. (Science Uinv. Tokyo), 
    Hashida,G (NIPR), Kobayashi, H. (Yamanashi Univ.), Shiobara, M., Yamanouchi, T. (NIPR) 
     Nagatani,M., Nakata,H. (Nagoya Univ.)
Coffee Break 14:30-15:00
Marine Biology Poster session 15:00-17:00
Reception 17:30-19:00
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OT-1
OT-2
OT-3
Chai rson:Koii S.  bkvo Woman's Christian Univ.) •Kan H.
Water relations and photosynthetic traits of a widespread moss, Sanionia uncinata growing in 
conditions in the high arctic tundra 
    Ueno,T. (NIPR) 
RiSCC:where are we now and where are we going to? 
     Bergstrom,D.M. (Australian Antarctic Division) 
Results and Perspectives of Biological Investigations of the Antarctic Ice Sheet 
     Abyzov,S. (Institute of Microbiology RAS,Russia), 
     Fukuchi,M., Imura,S., Kanda,H. (NIPR), 
     Mitskevich,I. (Institute of Microbiology RAS,Russia), 
     Naganuma,T. (Hiroshima Univ.) Poglazova,M. (Institute of Microbiology RAS,Russia), 
     Savatyugin,L. (Arctic and Antarctic Research Institute, Russia), 
     Ivanov,M. (Institute of Microbiology RAS, Russia)
different water 
 10:05-10:40
10:40-11:20
11:20-12:00
Lunch 12:00 -13:20
OT-4
OT-5
Cha rson:Ohta S. (Shimane Univ)  •  Naganuma.T. iroshima Univ.
Lake in Antarctica-now, past and future 
     Imura,S., Kudoh,S., Kanda,H. (NIPR) 
Seeking understanding of Heard Island terrestrial ecosystem 
     Bergstrom,D.M., Kiefer,K., Bennett,J. (Australian Antarctic D 
     Gremmen,N. (Data-analyse Ecologic)
ivision),
13:20
13:50
-13:50
-14:20
General discussion 14:20 -14:40
Coffee Break 14:40 -15:00
Terrerstrial Biolgy Poster session 15:00 -16:55
Closing Remarks  16:55- 17:00
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 PM-1
PM-2
PM-3
PM-4
PM-5
PM-6
PM-7
PM-8
PM-9
 PM-10
 PM-11
PM-12
PM-13
Trace metals in the Australia sector of the Southern Ocean 
     Norisuye,K., Mikata,M., Sohrin,Y. (Univ. Kyoto), Takeda,S. (Univ. Tokyo), 
     Bowie,A.R., Sedwick,P. (Univ. Tasmania) 
Chlorophyll a concentration and sea ice distribution at Target Area C (60-67°  S,  140° E, off Terre Adelie) 
in Antarctic Ocean from satellite ocean color image 
     Hirawake,T., Kudoh ,S. (NIPR) 
The relationship between distribution of chlorophyll a and the sea ice edge off the  Liitzow-Holm Bay 
during February 2001 to January 2002 using satellite images 
     Arai,Y. (Grad. Univ. Adv. Stud.,RESTEC), Hirawake,T. Odate,T. Fukuchi,M. (NIPR) 
Seasonal and spatial variability of diatom assemblages in the Indian Sector of the Southern Ocean in 2002 
     Gomi,Y. (Tohoku Univ) Iwadate,Y. (Senshu Univ. Ishinomaki), Hirawake,T. (NIPR), 
     Taniguchi,A.(Tohoku Univ.) 
Phytoplankton bloom in ice edge areas of the Antarctic Sea in the autsral summer of 2001-2002 
     Miki,M., Takeda,S. Furuya,K.  (Univ.Tokyo  ) 
The relationship between primary production of phytoplankton community and environmental factors during 
summer in the Antarctic Ocean 
     Ohi,N. (Soka Univ.), Kudou,S., Aoki,S. (NIPR), Leong,S.C.Y., Yamamoto,S., Taguchi,S. (Soka Univ.) 
Spatiotemporal pattern of the photosynthetic parameters of phytoplankton in the Southern Ocean 
     Yoshikawa,T., Furuya,K. (Univ. Tokyo) 
Biological and Optical Responses of the Marine Phytoplankton to Ultraviolet Radiation 
     Leong,S.C.Y. (Soka Univ.), Fukuchi,M. (NIPR), Taguchi,S. (Soka Univ.) 
Effect of ultraviolet radiation on survival of krill larvae and copepods in Antarctic Ocean 
     Ban,S. (Univ. Shiga Pref.), Ooi, N., Leong,S.C.Y., Taguchi,S. (Soka Univ.) 
Distribution and abundance of macro and meso zooplankton in the Indian sector of the Southern Ocean, 2002 
Summer -Results from Tangaroa cruise-
     Oka,N. (Mie Univ.), Kawaguchi,S.  ( NRIFSF  ), Odate,T., Fukuchi,M., (NIPR), 
     Tanimura,A.(Mie Univ.) 
Distribution and Feeding of Pelagic Chaetognaths in the Southern Ocean 
     Johnson,T., Terazaki,M. (Univ. Tokyo) 
Variability of particle flux in the  euphotic zone of the Antarctic seasonally ice-covered zone in summer 2002 
     Iwadate,Y., Sasaki,H., Suzuki,H. (Senshu Univ. Ishinomaki), Kudoh,S., Fukuchi,M. (NIPR) 
The POC export fluxes estimated from Th-234 in the Seasonally Ice-covered Zone of the Antarctic Ocean 
during 2001 to 2002 
     Aono,T., Yamada,M. (NIRS), Iwadate,Y., Sasaki,H. (Senshu Univ. Ishinomaki), Fukuchi,M. (NIPR)
 —9  0—
PM-14
PM-15
PM-16
PM-17
 PM-18
PM-19
PM-20
PM-21
PM-22
PM-23
PM-24
PM-25
PM-26
PM-27
Atmospheric aerosol particles during a Tangaroa voyage to the Antarctic Ocean 
     Osada,K. (Nagoya Univ.) Hara,K. (NIPR), Nishita,C. (Nagoya Univ.), Miura, K. (Science Univ. Tokyo), 
    Hashida ,G (NIPR) 
Southern Ocean coccolithophorids: indicators of a changing ocean? 
     Marchant,H., McEldowney, A., Davidson,A. (Australian Antarctic Division) 
The Antarctic Sea Ice Ecosystem 
     Melnikov,I.A. (P.P.Shirshov Institute of Oceanology, Russia) 
Bering Sea Ecosystem observed from Space -Recent Satellite Evidences-
     Saitoh,S., Mizobata,K., Iida,T. (Hokkaido Univ.), Sasaoka,K.  (NASDA  ) 
Vertical distribution of phytoplankton pigments in the eastern Bering Sea in summer 
    Hattori,H.  (Hokkaido Tokai Univ.), Uzuka,N (FORSGC,IARC), Saitoh,S.  (Hokkaido Univ.) 
Interannual variability of spring bloom in the Okhotsk Sea and their relation to sea ice distribution 
-Approach using satellite multi-sensor remote sensing-
     Matsumoto,C., Saitoh,S., Wakatsuchi,M.  (Hokkaido Univ.) 
Distribution of chlorophyll a after sea ice retreated in the Nemuro Strait in 2002 
     Shimizu,I., Miyamoto,C., Seki,J., Saito,T. (National Salmon Resources Center) 
Growth rates of some ice algal strains isolated from Saromako lagoon were saturated at in situ light intensities 
under sea ices 
     Mori,K., Suzuki,Y., Kitashima, M., Murakami,S. (Kanagawa Univ.) 
Environmental Variability of Antarctic Krill between the CCAMLR-2000 and KY-1988 Surveys in the Scotia 
Sea, Antarctica 
     Naganobu,M. (NRIFSF), Brandon,M. (Open Univ., UK), Ito,K. (ESL), Segawa,K. (NRIFSF), 
     Siegel,V. (SRI,Germany) 
Parasite eugregarines change the spacial distribution within the host digestive tract of Antarctic krill, 
Euphausia superba 
     Takahashi,K.T. (Grad. Univ. Adv. Stud.), Kawaguchi,S. (AAD),  Kobayashi,M., Toda,T.  ( Soka Univ.) 
Microstructural characteristics and growth analysis of Antarctic bivalve Laternula elliptica 
     Sato-Okoshi,W. (Tohoku Univ.), Okoshi,K. (Senshu Univ. Ishinomaki) 
Phylogenetic characterization of homeobox genes of the echinoderms from Antarctic and deep-sea habitats 
     Ogawa,M.(Hiroshima Pref. Institute of Industrial Science and Technology), Imura,S., Kanda,H. (NIPR), 
     Kojima,S. (Univ. Tokyo), Kuramochi,T. (Hayama Shiosai Museum), Naganuma,T. (Hiroshima Univ.) 
Functional analysis of genes encoding heat shock proteins in the psychrophilic bacterium , Colwellia  marls 
     Yamauchi,S.  ( Ehime Univ.), Okuyama,H. (Hokkaido Univ.), Hayashi,H. (Ehime Univ.) 
Estimation foraging area and dive pattern of rhinoceros  anklet 
     Matsumoto,K., Watanuki,Y., Deguchi,T., (Hokkaido Univ.), Kato,A. (NIPR), 
     Wada,A., (Hokkaido Fisheries Experimental Station)
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PM-28
PM-29
PM-30
PM-31
PM-32
PM-33
Recurrent foraging strategies in Little Penguins 
    Ropert-Coudert,Y. (NIPR), Cannell,B. (Murdoch Univ.), Kato,A. (NIPR) 
 Evidence for regulation of air volume in the respiratory system of diving Adelie penguins 
    Sato,K. (NIPR), Watanuki,Y. (Hokkaido Univ.), Naito,Y. (NIPR)
Breeding status of  Adelie and emperor penguins along the Prince Olav Coast and at Riiser-Larsen Peninsula 
     Kato,A., Watanabe,K., Naito,Y. (NIPR) 
Census Result of Weddell Seal Population in the Vicinity Sea of Syowa Station 
    Naito,Y. (NIPR) , Takahashi,Y. (Tohoku Univ.) 
How different is the effect of buoyancy on optimal descent speed among the diving animals? 
    Minamikawa,S. (Japan Society for the Promotion of Science) 
Development of under-ice marine observation system employing AUV 
     Watanabe,K., Ushio,S., (NIPR), Fukamachi,Y., (Hokkaido Univ.), Nakane,K., Kadomoto,Y., 
    Obara,T.(MES), Kojima,J. (KDDI R&D Lab.), Shirasaki,Y., Asai,T., Tetsuka,K. (KCS), 
    Hamaoka,S. (Okhotsk Sea Ice Science Research Co.), Fukuchi,M. (NIPR)
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 PT-1
PT-2
PT-3
PT-4
PT-5
PT-6
PT-7
PT-8
PT-9
 PT-10
 PT-11
PT-12
PT-13
PT-14
Bacterial diversity of Lake Suribachi, Antarctica 
     Sawabe,T., Yasuda,K. (Hokkaido Univ.), Imura,S. (NIPR) , Ban,S. (Univ.Shiga Pref.) 
Isolation of a bacterium which is capable of DMSO respiration from Lake Suribachi 
     Kubota,K., Matsuzaki,M., Satoh,T. (Hiroshima Univ.) 
Phylogenetic diversity of RuBisCO genes of sulfur-oxidizing bacteria isolated from Antarctic and Arctic 
Habitats 
     Sugiyama,C., Naganuma,T. (Hiroshima Univ.), Imura,S., Kanda,H. (NIPR) 
Studies on snow bacterial flora by 16 SrRNA analysis 
     Segawa,T. (Tokyo Institute  of  Technology), Ushida,K. (Kyoto Pref.Univ.), 
     Okada,N.,  Kohshima,S.(Tokyo Institute of Technology) 
Antifreeze proteins from snow mold fungi 
 Hoshino,T., Kiriaki,M., Yumoto,I., Yokota,Y., Kondo,H., Nishimiya,Y., Tsuda,S. (AIST) 
Distribution of a heterothallic  Pythium sp. on Spitsbergen Island, Svalbard 
     Tojo,M.,  Hakoda,A., Fuji,H., (Osaka Pref. Univ.), Hoshino,T. (AIST), Kanda,H. (NIPR) 
     Ohki, S.T. (Osaka Pref.Univ.) 
A preliminary report on a heterothallic  Pythiurn sp. from King George Island, Antactica 
 Tojo,M.(Osaka Pref. Univ), Hermann,A.M. (Universidad Central de Chile), Hoshino,T.(AIST), 
     Fuji,H.,  Hakoda,A. (Osaka Pref. Univ.)  Kanda,II. (NIPR), Ohki,T.S. (Osaka Pref.Univ.) 
Tolerance to drying and freezing stresses in cyanobacteria, Nostoc commune and Synechocystis sp. PCC6803 
     Lin,Y. Kashino,Y.,  Koike,H., Tuzi,S., Satoh, K.  (Himeji Inst. Technology) 
Species diversity and Abundance of soil algae along deglaciated moraine, Ny-Alesund,  Svalbard 
     Elster,J., Kubeckova,K., Lukesova,A. Brynychova,K. (Academy of Sciences of the Czech Republic) 
    Kanda,H. (NIPR) 
Morphological characteristics of strains of  Xanthonetna from Antarctica 
     Ohtani,S., Ogawa,N., Fukuoka,Y., Itoh,R. (Shimane Univ.) 
Freezing condition of unicelluar algae isolated from cryptoendolithic microbial communities in Antarctica 
 Nagashima,II., Yasuhara,Y. (Science Univ.Tokyo),  Matsumoto,G.I., (Otsuma Women's Univ.) 
Reproductive mode on the hair cap moss, Polytrichum commune —Approach using population structure, 
and genetic structure inferred from amplified fragment length polymorphism (AFLP)  fingerprints  — 
     Ayukawa,E. (Grad. Univ. Adv. Stud.), Imura.S., Kanda,H.(NIPR) 
The most visible qualitative changes of the taiga-tundra treeline vegetation in the East European forest-tundra 
for the last forty years 
     Katenin,A.E. (Laboratory of Far North Vegetation Komarov Botanical Institute RAS) 
Vegetation development on deglaciated moraines at Ellesmere Island,high arctic Canada 
     Okitsu,S. (Chiba Univ.), Sawaguchi,S.  (NUTS), Hasegawa,H. (Meiji Univ.), Kanda,H.(NIPR)
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PT-15
PT-16
PT-17
PT-18
 PT-19
PT-20
PT-21
PT-22
PT-23
PT-24
PT-25
PT-26
PT-27
PT-28
Ecological study on Cassiope tetragona community at Ellesmere island of Canada 
     Masuzawa,T. (Shizuoka Univ.), Ueno,T., Kanda,H. (NIPR)
Detection of Regional Biomass  /LAI Changes Using Airborne Laser Altimetry 
     Sweda,T., Kusakabe,T., Tsuzuki,H. (Ehime Univ.) 
Three-year vegetation change as observed in a permanent plot established in an abandoned coal mine site in 
Ny-Alesund, Svalbard 
    Kojima,S. (Tokyo Woman's Christian Univ.) 
Bulbil color variation and germination characteristics in Arctic  Polygonum  viviparum (a preliminary report) 
    Nishitani,S. (Nippon Medical School), Masuzawa,T. (Shizuoka Univ.) 
Phenological, morphological and ecophysiological characteristics of two  Polygonum species, having different 
altitudinal distribution, at an alpine timberline of Mt. Fuji 
     Nakano,T. (Yamanashi Inst. Environmental Sciences), Tanaka,A. (Ibaraki Univ.), 
     Mitamura,M. (Toho Univ.), Ohtsuka,T., Abe,Y. (Yamanashi Inst. Environmental Sciences), 
     Yamamura,Y. (Ibaraki Univ.), Maruta,E. (Toho Univ.) 
Soil CO2 efflux at a forest limit on Mt. Fuji 
     Kibe,T., Masuzawa,T. (Shizuoka Univ.) 
Seasonal Scatology of Wolves along the Dempster Highway 
     Ueda,S. (Ehime Univ.), Sasaki,N. (Kyoto Univ.), 
Monitoring study on soil bacteria at Syowa Station in Antarctica 
     Imura,S., Kanda,H. (NIPR) 
Threats of Alien Organisms to Subantarctic Islands 
     Whinam,J., (Nature Conservation Branch, Department of Primary Industries, Water and Environment) 
     Bergstrom,D.M., Chilcott,N.(AAD) 
Database system of herbarium specimens using for studies of global environmental change 
     Kanda,H., Imura S. (NIPR) 
Icecore dating with glacier microbe on Sofiyskiy Glacier of Altai Mountains, Russia 2001 
     Uetake,J., Kohshima,S. (Tokyo Institute of Technology),  Nakazawa,F. (Nagoya Univ.), 
     Kohno,M. (NIPR), Kameda,T. (Kitami Institute of Technology), Suzuki,K. (Shinshu Univ.), 
    Fujii,Y. (NIPR) 
Possibility of Paleoclimate Reconstruction from Buried Wood in the Mackenzie Delta 
     Kobayashi,K., Sano,M., Sweda,T. (Ehime Univ.) 
Estimation of  paleoenvironmental changes in the last 31,000 years derived from organic components in 
a sediment core from Lake Khubsugul, Mongolia 
 Matsumoto,GI., Kanou,R., Sato,C. (Otsuma Women's Univ.), Matsuyama,Y., Takemura,T. 
     (Science. Univ. Tokyo), Horiuchi,K. (Hirosaki Univ.), Kawai,T. (Nagoya Univ.) 
Subbottom environments and benthic flora in the lake on the soya coast, Antarctica 
     Seto,K. (Shimane Univ.), Imura,S. (NIPR)
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